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■
ま
え
が
き 

『
弁
顕
密
二
教
論
』（
以
下
、『
二
教
論
』）
は
、
弘
法
大
師
空
海
（
以
下
、
宗
祖
大
師
）
の
主
要
な
著
作
の
う
ち
「
比
較
的
前
期
に
」「
恐
ら
く

弘
仁
六
年
以
後
ま
も
な
い
頃
」（
勝
又
俊
教
『
弘
法
大
師
著
作
全
集
』
第
一
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
）
に
書
か
れ
た
立
教
開
宗
・
教
相
判
釈
の
書
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
学
術
の
世
界
で
は
、
台
密
関
係
の
文
献
資
料
の
視
点
か
ら
、
偽
撰
説
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
宗
祖
大
師
の
真
作
と

す
る
こ
と
へ
の
疑
問
が
出
さ
れ
て
い
る
（
大
久
保
良
峻
博
士
「
平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
密
教
の
樹
立
と
教
学
交
渉
」『
密
教
文
化
』
２
３
４
号
）。 

 

『
二
教
論
』
の
テ
ー
マ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
師
の
恵
果
和
尚
も
不
空
三
蔵
も
金
剛
智
三
蔵
も
、
中
国
仏
教
も
、
日
本
の
南
都
仏
教
も
天
台
の

最
澄
も
言
わ
な
か
っ
た
、
仏
教
を
顕
教
と
密
教
と
に
区
分
す
る
顕
密
二
教
説
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
身
の
説
法
（
法
仏
の
談
話
）
を
密
教
と
し
、

応
身
の
説
法
（
応
化
の
開
説
）
を
顕
教
と
し
て
、
そ
の
優
劣
や
深
浅
を
説
き
明
か
す
こ
と
。
具
に
は
、
密
教
経
典
以
前
の
大
乗
が
サ
ト
リ
の
境
地

を
言
亡
慮
絶
・
言
語
道
断
と
し
て
コ
ト
バ
（
人
間
世
界
の
言
語
）
を
超
越
し
、
サ
ト
リ
の
境
地
そ
の
も
の
（
真
如
）
を
当
体
と
す
る
法
身
を
人
間

の
言
語
か
ら
遠
い
絶
対
の
世
界
に
置
い
た
の
に
対
し
、
宗
祖
大
師
は
、
自
性
身
の
法
身
に
自
眷
属
と
と
も
に
説
く
「
三
密
」
説
法
を
付
与
し
、
受

用
身
の
法
身
に
自
受
法
楽
の
た
め
に
自
ら
に
自
ら
の
サ
ト
リ
を
説
く
こ
と
と
、
利
他
方
便
の
た
め
に
「
十
地
」
の
菩
薩
に
説
く
こ
と
を
付
与
し
、

変
化
身
に
同
じ
く
「
十
地
」
以
前
の
菩
薩
や
声
聞
・
縁
覚
・
衆
生
に
対
し
姿
を
変
え
て
現
わ
れ
化
導
・
利
益
す
る
活
動
を
付
与
し
、
ま
た
等
流
身

に
は
、
観
世
音
菩
薩
の
三
十
三
身
の
よ
う
に
、
等
同
流
類
の
姿
と
な
っ
て
化
導
・
利
益
す
る
活
動
を
付
与
し
て
、
法
身
の
説
法
（
言
語
・
表
現
）

を
可
能
だ
と
し
た
。
法
身
の
説
法
は
禅
語
の
よ
う
な
仮
有
（
仮
構
）
の
コ
ト
バ
で
は
な
く
、
真
実
義
の
発
露
で
あ
り
、「
空
」
の
「
妙
有
」
で
あ
る
。 

宗
祖
大
師
は
、
長
安
で
恵
果
和
尚
か
ら
受
法
し
た
金
胎
両
部
の
密
教
を
こ
の
東
国
日
本
に
伝
播
す
る
た
め
に
、
改
め
て
自
ら
の
密
教
を
創
案
し
、

平
安
時
代
の
新
し
い
国
家
的
仏
教
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
打
ち
出
し
た
。
そ
の
最
初
が
『
二
教
論
』
で
あ
る
。『
二
教
論
』
で
、
宗
祖

大
師
は
顕
教
に
対
す
る
密
教
の
優
位
性
を
説
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、『
二
教
論
』
は
い
わ
ば
立
教
開
宗
の
宣
言
書
で
あ
り
、
自
宗
の
優
位
を
説
く

教
相
判
釈
の
書
で
あ
っ
た
。 



教
判
と
言
え
ば
、
宗
祖
大
師
は
、
二
つ
の
教
判
書
を
残
し
た
。
最
初
が
初
期
の
こ
の
『
二
教
論
』、
最
後
に
晩
年
の
『
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論
』

（
略
本
、『
秘
蔵
宝
鑰
』）。
伝
統
教
学
で
は
、『
二
教
論
』
を
横
の
教
判
、『
十
住
心
論
』
を
竪
の
教
判
と
言
う
。
こ
の
二
論
と
も
、
顕
教
と
密
教
の

優
劣
・
深
浅
を
説
き
な
が
ら
、
顕
密
双
方
を
二
項
対
立
の
関
係
で
見
る
の
で
は
な
く
「
二
而
不
二
」
で
見
て
い
る
。
こ
の
「
二
而
不
二
」
の
視
座

は
宗
祖
大
師
に
特
徴
的
で
、
か
な
ら
ず
し
も
自
宗
の
優
位
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
南
都
仏
教
や
天
台
と
い
う
既
存
の
仏
教
勢
力
と
の
融
合
を
心
が
け
る

宗
祖
大
師
の
「
多
く
を
集
め
て
一
つ
に
す
る
」
総
合
編
集
術
や
、
あ
る
い
は
時
代
的
な
鎮
護
国
家
の
政
治
感
覚
が
感
じ
ら
れ
る
。 

 

然
る
に
、『
二
教
論
』
の
内
容
を
伝
統
教
学
に
従
っ
て
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
に
す
れ
ば
、
序
分
と
流
通
分
が
と
も
に
な
く
、
正
宗
分
の
み
か
ら
成
る
。

そ
の
正
宗
分
に
略
釈
と
広
釈
の
二
段
が
あ
り
、 

略
釈
段
は
、
大
綱
釈
・
引
証
釈
義
・
造
論
釈
か
ら
成
り
、 

広
釈
段
は
問
答
決
疑
段
・
引
証
喩
釈
段
・
引
証
註
解
段
・
顕
密
分
際
段
か
ら
成
る
。 

 

さ
ら
に
、
広
釈
段
の 

問
答
決
疑
段
は
、
顕
密
分
別
・
法
身
説
法
の
能
否
・
伝
者
不
談
の
問
答
・
顕
密
の
差
別
を
説
く
経
論
・
顕
密
の
差
別
を
説
く
証
文
を
説
き
、 

引
証
喩
釈
段
は
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
引
証
喩
釈
段
①
・『
釈
摩
訶
衍
論
』
引
証
喩
釈
段
②
・
華
厳
宗
論
章
引
証
喩
釈
段
・
天
台
宗
論
疏
引
証
喩
釈

段
・『
楞
伽
経
』
引
証
喩
釈
段
①
・
法
相
宗
論
章
引
証
喩
釈
段
・
三
論
宗
論
釈
引
証
喩
釈
段
・『
大
智
度
論
』
引
証
喩
釈
段
・『
釈
摩
訶
衍
論
』
引
証

喩
釈
段
③
・『
菩
提
心
論
』
引
証
喩
釈
段
・『
六
波
羅
蜜
経
』
引
証
喩
釈
段
・『
楞
伽
経
』
引
証
喩
釈
段
②
・『
楞
伽
経
』
引
証
喩
釈
段
③
・『
五
秘
密

経
』
引
証
喩
釈
段
・『
聖
位
経
』
引
証
喩
釈
段
を
説
き
、 

引
証
註
解
段
は
、『
瑜
祇
経
』
引
証
註
解
段
・『
大
日
経
』
引
証
註
解
段
・『
守
護
経
『
大
智
度
論
』
引
証
註
解
段
を
説
き
、 

 

顕
密
分
際
段
は
、
顕
密
の
分
際
を
説
く
。 

 



『
二
教
論
』
に
は
ま
た
、
顕
密
二
教
の
優
劣
・
深
浅
を
論
証
す
る
た
め
、
多
く
の
経
論
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
こ
こ
に
ま
と
め
れ
ば
、 

 

①
『
釈
摩
訶
衍
論
』。 

②
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』（
不
空
訳
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
證
法
門
』）。 

③
『
十
地
経
論
』。 

④
『
成
唯
識
論
』。 

⑤
『
中
論
』。 

⑥
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』（『
入
楞
伽
経
』）。 

⑦
『
大
智
度
論
』。 

⑧
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（『
五
秘
密
軌
』）。 

⑨
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（『
瑜
祇
経
』）。 

⑩
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）。 

⑪
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』（
初
会
の
『
金
剛
頂
経
』）。 

⑫
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（『
菩
提
心
論
』）。 

⑬
『
大
本
華
厳
契
経
』（
現
存
し
な
い
。
伝
え
に
よ
れ
ば
、『
六
十
巻
華
厳
経
』（
仏
駄
跋
陀
羅
訳
）
は
こ
の
『
大
本
』
か
ら
分
流
し
た
も
の
）。 

⑭
『
華
厳
五
教
章
』「
十
玄
縁
起
無
碍
法
門
義
」。 

⑮
『
天
台
止
観
』（『
摩
訶
止
観
』）。 

⑯
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』「
二
諦
義
章
」。 

⑰
『
瑜
伽
師
地
論
』。 

⑱
『
般
若
灯
論
』。 



⑲
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』（『
大
般
若
経
』）。 

⑳
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』（『
菩
提
場
経
』）。 

㉑
『
金
剛
三
昧
経
』。 

㉒
『
大
乗
起
信
論
』。 

㉓
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』（『
六
波
羅
蜜
経
』）。 

㉔
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』（『
瓔
珞
経
』）。 

㉕
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
出
生
義
』。 

㉖
『
大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
昧
耶
経 

般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
釈
』（『
般
若
理
趣
釈
』）。 

㉗
『
守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経
』（『
守
護
国
界
経
』）。 

㉘
『
密
迹
金
剛
力
士
経
』（『
密
迹
金
剛
経
』）。 

 

で
あ
り
、
こ
の
う
ち
最
も
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
『
釈
摩
訶
衍
論
』
で
あ
る
。 

 

然
る
に
こ
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』、
伝
統
的
に
は
龍
樹
の
作
、
筏
提
摩
多
（
後
秦
）
の
訳
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
龍
樹
と
は
イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の

龍
樹
な
の
か
、
真
言
付
法
の
第
三
祖
の
龍
猛
（
龍
樹
）
な
の
か
不
明
の
上
、
大
安
寺
の
戒
明
に
よ
っ
て
長
安
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
直
後
、
法
相
の

賢
璟
（
室
生
寺
の
開
祖
）
に
よ
っ
て
偽
書
の
判
定
を
下
さ
れ
、
次
い
で
淡
海
三
船
・
最
澄
・
安
然
か
ら
も
偽
撰
説
が
出
さ
れ
た
が
、
宗
祖
大
師
は

そ
う
し
た
事
情
を
知
っ
て
い
た
は
ず
な
が
ら
、
若
い
日
に
大
安
寺
で
学
ん
だ
戒
明
に
忖
度
し
た
か
、
偽
書
ど
こ
ろ
か
逆
に
自
ら
の
密
教
の
重
要
な

典
拠
資
料
と
し
た
。
戒
明
は
讃
岐
出
身
で
、
宗
祖
大
師
に
と
っ
て
は
同
郷
の
先
輩
に
あ
た
る
。
な
お
、
周
知
の
通
り
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
『
大
乗

起
信
論
』
で
あ
る
が
、「
不
二
摩
訶
衍
」
な
ど
『
起
信
論
』
と
は
異
な
る
主
張
が
し
ば
し
ば
目
に
つ
く
。 

 



こ
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、「
原
文
」
を
「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
（
大
正NO.2427

）
を
用
い
た
。

し
か
し
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
誤
字
が
あ
り
、
電
子
版
「
定
本 

弘
法
大
師
全
集
」
所
収
の
「
弁
顕
密
二
教
論
」
を
参
照
し
た
。
古
来
原
本
に
は
各
種
あ
っ

て
、
そ
の
比
較
対
照
研
究
も
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は
便
宜
上
「
大
正
新
脩
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
版
」
を
用
い
、
同
時
に
電
子
版

「
定
本 

弘
法
大
師
全
集
」
を
参
照
し
た
。 

  

「
原
文
」
に
続
い
て
「
書
き
下
し
」
を
付
け
た
。
ほ
ぼ
電
子
版
「
定
本 

弘
法
大
師
全
集
」
所
収
の
「
弁
顕
密
二
教
論
」
に
依
っ
た
が
、
私
な
り

に
書
き
下
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
「
書
き
下
し
」
に
つ
い
て
は
古
来
、
高
野
山
（
古
義
）
系
の
「
南
山
読
み
」
と
新
義
系
の
「
根
来
読
み
」

と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
「
読
曲
（
よ
み
く
せ
）」
と
言
う
が
、
私
の
属
す
る
真
言
宗
智
山
派
に
は
ま
た
、
智
積
院
（
総
本
山
・
法
流
の
源
泉
）
な
り

の
「
読
曲
」
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
稿
は
伝
統
教
学
の
学
術
論
文
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
の
伝
統
的
な
「
読
曲
」
を
頭
に
置
き
つ
つ
、
敢
え

て
私
が
修
得
し
た
漢
文
読
み
の
「
書
き
下
し
」
を
用
い
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。 

 

「
書
き
下
し
」
に
続
い
て
「
註
記
」
を
付
け
た
。
専
門
語
や
難
解
な
語
の
解
説
で
あ
る
。
で
き
る
か
ぎ
り
正
確
を
期
し
た
が
調
べ
尽
く
せ
な
い

も
の
や
長
く
な
る
の
で
簡
略
に
し
た
も
の
も
あ
る
。
と
て
も
時
間
を
費
や
し
た
が
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
の
「
註
記
」
は
、
先
学
の

ご
労
作
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
、
現
代
語
訳
の
不
明
確
さ
に
首
を
か
し
げ
た
経
験
に
由
来
す
る
も
の
で
、
空
海
密
教
初
学
者
の
手
助
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。 

 

「
註
記
」
の
あ
と
に
「
私
訳
」
を
付
け
た
。
私
な
り
の
現
代
語
訳
で
あ
る
が
、
意
訳
に
よ
る
誤
訳
を
避
け
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
原
文
に
添
っ

て
直
訳
し
た
。
こ
れ
も
、
失
礼
な
が
ら
、
先
学
の
原
文
か
ら
離
れ
た
意
訳
や
、
意
味
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
現
代
語
訳
に
た
び
た
び
首
を
か
し
げ
た

経
験
に
由
来
す
る
。 

 



さ
ら
に
、
ご
参
考
ま
で
に
「
付
記
」
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
付
け
、
私
論
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 
後
期
高
齢
に
よ
る
脳
力
・
視
力
の
衰
え
の
せ
い
か
、
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
や
漢
字
変
換
の
ミ
ス
に
鈍
感
に
な
っ
た
。
誤
字
・
脱
字
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
容
赦
の
ほ
ど
を
。 

 

最
後
に
な
っ
た
が
、
那
須
政
隆
博
士
の
『《
辨
顯
密
二
教
論
》
の
解
説
』（
成
田
山
仏
教
研
究
所
）
と
松
長
有
慶
博
士
の
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』

に
は
特
段
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
学
恩
に
心
か
ら
の
感
謝
を
さ
さ
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

             



■
「
弁
顕
密
二
教
論
」 

原
文
・
書
き
下
し
・
註
記
・
私
訳
・
付
記 

 

■
「
弁
顕
密
二
教
論
」
巻
上 

 

■
序 

◆
略
釈
段 

●
大
綱
釈 

【
原
文
】 

夫
佛
有
三
身
教
則
二
種
。
應
化
開
説
名
曰
顯
教
。
言
顯
略
逗
機
。
法
佛
談
話
謂
之
密
藏
。
言
祕
奥
實
説
。
顯
教
契
經
部
有
百
億
。
分
藏
則
有
一
十

五
十
一
之
差
。
言
乘
則
有
一
二
三
四
五
之
別
。
談
行
六
度
爲
宗
。
告
成
三
大
爲
限
。
是
則
大
聖
分
明
説
其
所
由
。 

 

【
書
き
下
し
】 

夫
れ
、
佛
に
三
身
有
り
。
教
は
則
ち
二
種
な
り
。
應
化

お
う
け

の
開
説
を
名
づ
け
て
顯
教
と
曰
う
。
言
は
顯
略
に
し
て
機
に
逗 か

な

え
り
。
法
佛
の
談
話

だ
ん
か
い

、
之

を
密
藏
と
謂
う
。
言
は
祕
奥
に
し
て
實
説
な
り
。
顯
教
の
契
經
は
部
に
百
億
有
り
。
藏
を
分
て
ば
則
ち
一
・
十
・
五
十
一
の
差
有
り
。
乘
を
言
え

ば
則
ち
一
・
二
・
三
・
四
・
五
の
別
有
り
。
行
を
談
ず
れ
ば
六
度
を
宗
と
爲
す
。
成
を
告
げ
れ
ば
三
大
を
限
り
と
爲
す
。
是
れ
則
ち
大
聖
の
分
明

に
其
の
由
る
所
を
説
く
。 

 

【
註
記
】 

①
三
身
：
こ
こ
で
は
法
身
・
応
身
・
化
身
の
三
身
を
言
う
。
こ
の
法
身
に
通
常
の
法
身
と
報
身
を
含
む
。 



②
應
化
の
開
説
：
応
身
と
化
身
が
説
く
所
。 

③
法
佛
の
談
話
：
法
身
の
説
く
所
。 

④
一
：
法
界
法
輪
蔵
。 

⑤
三
大
：
三
大
阿
僧
祇
劫
。 

 

【
私
訳
】 

そ
も
そ
も
、
仏
に
は
法
身
・
応
身
・
化
身
と
い
う
三
種
類
の
仏
身
が
あ
る
。（
ま
た
）
教
え
に
は
顕
教
と
密
教
の
二
種
類
が
あ
る
。
応
身
・
化
身
の

説
く
所
を
顯
教
と
言
い
、
説
く
コ
ト
バ
は
わ
か
り
や
す
い
言
葉
や
文
字
で
簡
略
で
あ
り
、
聞
く
人
の
根
機
に
応
じ
て
説
か
れ
る
。（
一
方
）
法
身
の

説
く
所
を
密
教
と
言
い
、
説
く
コ
ト
バ
は
奥
深
く
て
わ
か
り
に
く
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
真
実
相
を
説
い
て
い
る
。
顯
教
の
経
典
は
、
部
数
で

言
う
と
百
億
部
、
経
蔵
に
分
け
れ
ば
一
蔵
・
十
蔵
・
五
十
一
蔵
、
乘
で
言
え
ば
一
乗
・
二
乗
・
三
乗
・
四
乗
・
五
乗
の
別
が
あ
る
。
修
行
を
言
え

ば
「
六
波
羅
蜜
」
を
主
と
し
、
サ
ト
リ
を
告
げ
ら
れ
る
の
は
三
大
阿
僧
祇
劫
を
要
す
る
。
こ
れ
ら
は
偉
大
な
仏
が
明
ら
か
に
そ
の
わ
け
を
説
い
て

い
る
。 

 

●
引
証
釈
義 

【
原
文
】 

若
據
祕
藏
金
剛
頂
經
説
。
如
來
變
化
身
爲
地
前
菩
薩
及
二
乘
凡
夫
等
説
三
乘
經
法
。
他
受
用
身
爲
地
上
菩
薩
説
顯
一
乘
等
。
並
是
顯
教
也
。
自
性

受
用
佛
自
受
法
樂
故
與
自
眷
屬
各
説
三
密
門
。
謂
之
密
教
。
此
三
密
門
者
。
所
謂
如
來
内
證
智
境
界
也
。
等
覺
十
地
不
能
入
室
。
何
況
二
乘
凡
夫

誰
得
昇
堂
。
故
地
論
釋
論
稱
其
離
機
根
。
唯
識
中
觀
歎
言
斷
心
滅
。
如
是
絶
離
並
約
因
位
談
非
謂
果
人
也
。
何
以
得
知
。
經
論
有
明
鑒
故
。
其
明

證
具
列
如
後
。
求
佛
之
客
庶
曉
其
趣
。 

 



【
書
き
下
し
】 

若
し
祕
藏
の
金
剛
頂
經
の
説
に
據
ら
ば
、
如
來
の
變
化
身
は
地
前
の
菩
薩
及
び
二
乘
・
凡
夫
等
の
爲
に
三
乘
の
經
法
を
説
き
、
他
受
用
身
は
地
上

の
菩
薩
の
爲
に
顯
の
一
乘
等
を
説
く
。
並
び
に
是
れ
顯
教
な
り
。
自
性
受
用
佛
は
自
受
法
樂
の
故
に
自
眷
屬
と
各
々
三
密
門
を
説
く
。
之
を
密
教

と
謂
う
。
此
の
三
密
門
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
如
來
内
證
智
の
境
界
な
り
。
等
覺
・
十
地
も
室
に
入
る
こ
と
能
わ
ず
。
何
ぞ
況
ん
や
二
乘
・
凡
夫
の
誰

か
堂
に
昇
る
こ
と
を
得
ん
。
故
に
地
論
・
釋
論
に
は
其
の
機
根
を
離
れ
た
る
と
稱
し
、
唯
識
・
中
觀
は
言
斷
心
滅
と
歎
ず
。
是
く
の
如
く
の
絶
離

は
並
ん
で
因
位
に
約
し
て
談
じ
、
果
人
を
謂
う
に
非
ざ
る
な
り
。
何
を
以
っ
て
か
知
る
こ
と
を
得
ん
。
經
論
に
明
鑒
有
る
が
故
に
。
其
の
明
證
は

具
に
列
ぬ
る
こ
と
後
の
如
し
。
求
佛
の
客
、
庶
ば
其
の
趣
を
曉
け
。 

 

【
註
記
】 

①
變
化
身
：
こ
こ
で
は
通
常
の
法
身
・
報
身
・
変
化
身
。 

②
三
乘
：
こ
こ
で
は
大
乗
・
小
乗
そ
の
他
の
経
法
。 

③
自
性
受
用
佛
：
自
受
用
身
。 

④
自
受
法
樂
：
自
ら
の
サ
ト
リ
（
自
内
証
）
を
自
分
で
楽
し
む
こ
と
。 

⑤
如
來
内
證
智
：
如
来
自
ら
の
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

⑥
地
論
：『
十
地
経
論
』。 

⑦
釋
論
：『
釈
摩
訶
衍
論
』。 

⑧
言
斷
心
滅
：
言
語
道
断
と
心
量
絶
離
。 

⑨
因
位
： 

修
行
位
の
レ
ベ
ル
。 

⑩
果
人
：
果
位
（
サ
ト
リ
の
次
元
）
に
あ
る
人
。 

 



【
私
訳
】 

も
し
、
密
教
経
典
の
『
金
剛
頂
経
』
の
説
に
よ
れ
ば
、
如
來
の
変
化
身
は
「
十
地
」
以
前
の
菩
薩
及
び
声
聞
・
縁
覚
の
「
二
乘
」
と
凡
夫
の
た
め

に
大
乗
・
小
乗
・
そ
の
他
の
経
法
を
説
き
、（
報
身
の
）
他
受
用
身
は
「
十
地
」
以
上
の
菩
薩
の
た
め
に
顕
教
の
菩
薩
一
乘
を
説
く
。
こ
れ
ら
が
顕

教
で
あ
る
。
自
受
用
身
は
、
自
受
法
楽
の
た
め
に
、
自
分
が
生
み
出
し
た
眷
属
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
身
・
口
・
意
の
三
密
行
を
説
く
。
こ
れ
を

密
教
と
言
う
。
こ
の
三
密
門
と
は
す
な
わ
ち
、
如
來
の
内
証
智
の
境
地
で
あ
る
。「
等
覚
」
や
「
十
地
」
の
菩
薩
も
そ
の
境
地
に
入
る
こ
と
で
き
な

い
。
ま
し
て
声
聞
・
縁
覚
の
「
二
乘
」
や
凡
夫
な
ど
そ
の
境
地
に
昇
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、『
十
地
経
論
』
や
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
は

そ
の
機
根
を
超
え
た
次
元
だ
と
言
い
、
唯
識
・
中
觀
は
言
語
道
断
と
か
心
量
絶
離
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
絶
離
は
、
そ
れ
ぞ
れ
修
行
位
の

レ
ベ
ル
で
論
じ
、
果
位
を
得
た
（
覚
っ
た
）
人
を
言
う
の
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
が
わ
か
る
か
と
言
え
ば
、
経
典
や
論
書
に
明
確
に

説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
明
ら
か
な
証
し
は
あ
と
に
具
体
的
に
説
い
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
仏
法
を
求
め
る
人
は
、
そ
の
趣
旨
を
よ
く
聴

い
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。 

 

●
造
論
釈 

【
原
文
】 

縱
使
觸
顯
網
以
羝

壅
權
關
以
税
駕
。
所
謂
息
化
城
之
賓
。
愛
楊
葉
兒
。 

何
能
得
保
無
盡
莊
嚴
恒
沙
己
有
。
至
如
棄
醍
醐
而
覓
牛
乳
。
擲
摩
尼
以

拾
魚
殊
。
寂
種
之
人
膏
盲
之
病
醫
王
拱
手
甘
雨
何
益
。
若
有
善
男
子
善
女
人
一
嗅
斯
芸
。
秦
鏡
照
心
權
實
氷
解
。
所
有
明
證
。
雖
經
論
至
多
。
且

示
一
隅
。
庶
有
裨
於
童
幼
。 

 

【
書
き
下
し
】 

縱
使

た
と
い

、
顯
網

け
ん
も
う

に
觸
れ
て
以
っ
て
羝

し
、
權
關

ご
ん
か
ん

に
壅 ふ

さ

が
れ
て
以
っ
て
税
駕

ぜ
い
が

す
。
謂
わ
ゆ
る
化
城
に
息
む
の
賓
、
楊
葉
を
愛
す
る
兒
、
何
ぞ
能
く
無



盡
莊
嚴
恒
沙
の
己
有
を
保
つ
こ
と
を
得
ん
。
醍
醐
を
棄
て
て
牛
乳
を
覓
め
、
摩
尼
を
擲
げ
て
以
っ
て
魚
殊

ぎ
ょ
し
ゅ

を
拾
う
が
如
く
に
至
っ
て
は
、
寂
種
の

人
、
膏 こ

う

盲 も
う

の
病
、
醫
王
手
を
拱

こ
ま
ね

き
、
甘
雨
何
ぞ
益
せ
ん
。
若
し
善
男
子
・
善
女
人
有
っ
て
、
一
た
び
こ
の
芸 か

お

り
を
嗅
が
ば
、
秦 し

ん

鏡 け
い

心
を
照
ら
し
、

權
實
氷
解
す
。
所
有
の
明
證
、
經
論
至
っ
て
多
し
と
雖
も
、
且
く
一
隅
を
示
す
。
庶
く
ば
童
幼
を
裨

た
す
け

る
こ
と
有
ら
ん
。 

 

【
註
記
】 

①
羝

：
羝
羊
が
草
む
ら
に
角
を
引
っ
か
け
て
動
け
な
く
な
る
こ
と
。 

②
權
關
：
仮
の
関
所
。
足
止
め
を
食
う
所
。
顕
教
の
意
。 

③
税
駕
：
駕
篭
を
お
ろ
し
て
休
息
す
る
。 

④
楊
葉
：
枯
れ
か
け
た
黄
色
い
木
の
葉
を
黄
金
と
ま
ち
が
う
。 

⑤
魚
珠
：
魚
の
眼
球
。 

⑥
寂
種
：
仏
種
を
失
く
す
。 

⑦
膏
盲
：
心
臓
の
部
位
。 

⑧
秦
鏡
：
秦
の
始
皇
帝
が
善
悪
を
照
ら
し
た
鏡
。
善
悪
の
見
識
。 

 

【
私
訳
】 

た
と
い
、
顕
教
が
（
我
執
の
）
網
に
か
か
っ
て
、
羝
羊
が
草
む
ら
に
角
を
引
っ
か
け
て
動
け
な
く
な
っ
た
よ
う
に
、
仮
の
関
所
（
顕
教
）
に
足
止

め
さ
れ
て
駕
篭
を
お
ろ
し
て
休
憩
す
る
。
い
わ
ゆ
る
、
幻
の
化
城
（
声
聞
・
縁
覚
の
「
二
乗
」）
に
休
息
す
る
過
客
や
、
枯
れ
か
け
た
黄
色
い
木
の



葉
を
黄
金
と
ま
ち
が
っ
て
愛
著
す
る
幼
児
が
、
ど
う
し
て
よ
く
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
数
ほ
ど
に
尽
き
な
い
ほ
ど
に
荘
厳
さ
れ
た
自
己
を
保
つ
こ
と
が

で
き
る
の
か
。
美
味
し
い
蘇
乳
を
棄
て
て
牛
乳
を
求
め
、
摩
尼
宝
珠
を
投
げ
捨
て
て
魚
の
眼
球
を
拾
う
の
と
同
様
の
、
仏
種
を
失
く
し
た
人
、
心

臓
を
病
む
人
は
、
名
医
で
も
手
を
こ
ま
ね
き
、
甘
露
の
慈
雨
も
何
の
役
に
も
た
た
な
い
。
も
し
、
善
男
子
・
善
女
人
が
い
て
、
一
た
び
こ
の
密
教

の
香
り
を
嗅
い
だ
ら
、
秦
の
始
皇
帝
が
善
悪
を
照
ら
し
た
鏡
の
よ
う
に
心
が
照
ら
し
出
さ
れ
、
仮
の
教
え
の
顕
教
と
真
の
教
え
の
密
教
と
の
ち
が

い
へ
の
疑
問
が
氷
解
す
る
。
そ
の
裏
付
け
と
な
る
明
確
な
証
し
の
経
論
は
至
っ
て
多
い
け
れ
ど
も
、
今
は
そ
の
一
端
を
示
す
だ
け
で
あ
る
。
凡
夫
・

衆
生
を
助
け
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。 

 

【
原
文
】 

問
曰
。
古
傳
法
者
廣
造
論
章
。
唱
敷
六
宗
開
演
三
藏
。
軸
剩
廣
厦
人
僵
卷
舒
。
何
勞
綴
斯
篇
。
利
益
如
何 

答
。
多
有
發
揮
所
以
應
纂
。
先
匠
所

傳
皆
是
顯
教
。
此
是
密
藏
人
未
多
解
。
是
故
戈
釣
經
論
今
爲
一
手
鏡
。 

 

【
書
き
下
し
】 

問
う
て
曰
わ
く
、「
古
の
傳
法
者
は
廣
く
論
章
を
造
っ
て
六
宗
を
唱
敷
し
三
藏
を
開
演
す
。
軸
は
廣
厦

こ
う
か

に
剩
り
、
人
は
卷
舒

け
ん
じ
ょ

に
僵

た
お
れ

る
。
何
ぞ
勞
わ

し
て
斯
の
篇
を
綴
る
や
。
利
益
如
何
ん
」
と
。
答
う
。「
多
く
發
揮
す
る
こ
と
有
り
、
所
以
に
纂 さ

ん

ず
べ
し
。
先
匠
の
傳
ふ
る
所
は
皆
是
れ
顯
教
な
り
。

此
れ
は
是
れ
密
藏
な
り
。
人
未
だ
多
く
解
せ
ず
。
是
の
故
に
經
論
を
戈
釣
し
て
、
今
、
一
つ
の
手
鏡
と
爲
す
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
論
章
：
論
書
や
註
釈
書
。 



②
六
宗
：
俱
舎
・
成
実
・
法
相
・
三
論
・
天
台
・
華
厳
。 

③
廣
厦
：
広
い
家
。 

④
卷
舒
：
巻
物
の
経
巻
を
巻
い
た
り
伸
ば
し
広
げ
る
。 

⑤
戈
釣
：
引
っ
か
け
て
取
る
。 

⑥
手
鏡
：
解
釈
書
、
参
考
書
。 

 

【
私
訳
】 

問
う
人
が
言
う
に
、「
古
来
、
仏
法
を
伝
え
広
め
る
人
は
広
く
論
章
を
著
作
し
て
「
六
宗
」
を
唱
導
し
、「
三
蔵
」
を
説
い
た
。
経
巻
の
軸
は
広
い

家
に
収
ま
り
切
ら
ず
、
人
は
経
巻
を
伸
ば
し
広
げ
た
り
巻
き
戻
し
た
り
し
て
疲
れ
果
て
る
。
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
論
書
を
綴
る
労
を

惜
し
ま
な
い
の
か
。
そ
の
利
益
は
あ
る
の
か
」
と
。
答
え
て
言
う
に
、「
ま
だ
ま
だ
伝
え
広
め
る
こ
と
が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
書
く
つ
も
り

で
あ
る
。
先
師
が
伝
え
て
い
る
の
は
み
な
顕
教
ば
か
り
で
あ
る
。
私
が
伝
え
広
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
密
教
で
あ
る
。
世
の
人
々
は
ま
だ
ほ
と

ん
ど
理
解
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
経
論
（
か
ら
証
拠
を
）
を
採
り
上
げ
て
、
今
、
一
つ
の
註
釈
書
と
し
た
の
で
あ
る
」
と
。 

 

■
本
論 

◆
広
釈
段 

●
問
答
決
疑
段 

○
顕
密
分
別 

【
原
文
】 

問
。
顯
密
二
教
其
別
如
何 

答
。
他
受
用
應
化
身
隨
機
之
説
謂
之
顯
也
。
自
受
用
法
性
佛
説
内
證
智
境
是
名
祕
也 

 



【
書
き
下
し
】 

問
う
、「
顯
密
二
教
、
其
の
別
は
如
何
」
と
。
答
う
。「
他
受
用
・
應
化
身
の
隨
機
の
説
、
之
を
顯
と
謂
う
。
自
受
用
法
性
佛
、
内
證
智
の
境
を
説

く
、
是
れ
を
祕
と
名
づ
く
」
と
。 

 

【
私
訳
】 

問
う
人
が
言
う
に
、「
顕
教
と
密
教
の
二
教
は
、
そ
の
ち
が
い
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
。
答
え
て
言
う
に
、「
他
受
用
身
や
応
身
・
化
身
が
聞
く

人
の
根
機
に
応
じ
て
説
く
の
を
顕
教
と
言
い
、
自
受
用
身
の
法
身
が
自
内
証
の
サ
ト
リ
の
境
地
を
説
く
の
が
密
教
で
あ
る
」
と
。 

 

○
法
身
説
法
の
能
否 

【
原
文
】 

問
。
應
化
身
説
法
諸
宗
共
許
。
如
彼
法
身
無
色
無
像
。
言
語
道
斷
心
行
處
滅
無
説
無
示
。
諸
經
共
説
斯
義
。
諸
論
亦
如
是
談
。
如
今
何
儞
談
法
身

説
法
。
其
證
安
在
乎
答
。
諸
經
論
中
往
往
有
斯
義
。
雖
然
文
隨
執
見
隱
。
義
逐
機
根
現
而
已
。
譬
如
天
鬼
見
別
人
鳥
明
暗 

 

【
書
き
下
し
】 

問
う
、「
應
化
身
の
説
法
は
諸
宗
共
に
許
す
。
彼
の
法
身
の
如
き
は
色
も
無
く
像
も
無
く
、
言
語
道
斷
に
し
て
心 し

ん

行
ぎ
ょ
う

處 し
ょ

滅
し
、
説
く
こ
と
も
無
く

示
す
こ
と
も
無
し
。
諸
經
は
共
に
斯
の
義
を
説
き
、
諸
論
は
亦
た
是
く
の
如
く
談
ず
。
如
今
、
何
ぞ
儞
、
法
身
の
説
法
を
談
ず
る
や
。
其
の
證
、

安
く
に
在
る
や
」
と
。
答
う
、「
諸
經
論
の
中
に
往
往
に
斯
の
義
有
り
。
然
り
と
雖
も
、
文
は
執
見
に
隨
っ
て
隱
れ
、
義
は
機
根
に
逐
っ
て
現
わ
る

る
の
み
。
譬
え
ば
天
鬼
の
見
別
、
人
鳥
の
明
暗
の
如
し
」
と
。 

 



【
註
記
】 

①
心
行
處
：
心
を
向
け
る
処
。 

②
執
見
：
偏
っ
た
見
方
。
密
教
を
知
ら
な
い
見
方
。 

③
天
鬼
の
見
別
：『
摂
大
乗
論
』
巻
下
や
『
大
日
経
疏
』
第
一
に
説
か
れ
る
「
一
水
四
見
」
の
喩
え
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』）。 

「
一
処
四
見
」「
一
境
四
見
」
と
も
言
わ
れ
る
。
同
一
の
水
を
、
天
人
は
瑠
璃
宝
厳
の
池
と
見
、
人
間
は
清
ら
か
な
冷
水
と
見
、
魚
は
わ
が
住
処

と
見
、
餓
鬼
は
膿
血
と
見
る
こ
と
。 

④
人
鳥
の
明
暗
：『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
四
に
、
六
種
の
「
無
明
」
が
説
か
れ
、
そ
の
な
か
の
「
俱
是
の
無
明
」
の
と
こ
ろ
に
説
か
れ
る
喩
え
。
同
じ

暗
闇
を
、
賢
い
鳥
は
清
浄
光
明
と
見
、
愚
か
な
人
間
は
た
だ
の
暗
黒
と
見
る
（
前
掲
書
）。 

 

【
私
訳
】 

問
う
、「（
姿
・
か
た
ち
の
あ
る
）
応
身
・
化
身
が
説
法
す
る
こ
と
は
仏
教
各
宗
が
共
通
し
て
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
か
の
法
身
は
色
も
な
く
形

も
な
く
、
言
葉
で
表
現
も
で
き
ず
心
を
向
け
る
処
も
な
い
。
説
明
も
で
き
ず
提
示
も
で
き
な
い
。
多
く
の
経
典
は
共
通
し
て
こ
の
よ
う
に
言
い
、

数
々
の
論
書
も
こ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
今
、
ど
う
し
て
あ
な
た
は
、
法
身
が
説
法
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
か
。
そ
の
証
し
は
ど
こ
の
あ
る

の
か
」
と
。
答
え
て
言
う
に
、「
多
く
の
経
論
の
な
か
に
し
ば
し
ば
こ
の
法
身
説
法
は
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
論
の
文
は
（
密
教
が
わ
か
っ

て
い
な
い
人
の
）
偏
っ
た
見
方
に
よ
っ
て
真
意
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
教
え
の
内
容
は
機
根
に
よ
っ
て
ち
が
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
同
じ
一
つ
の
水
が
見
る
も
の
に
よ
っ
て
四
つ
に
見
え
る
「
天
鬼
の
見
別
」
や
、
同
じ
暗
闇
も
賢
い
鳥
と
愚
か
な
人
間
と
で
は
見
え
方
が

ち
が
う
「
人
鳥
の
明
暗
」
の
よ
う
で
あ
る
」
と
。 

 

○
伝
者
不
談
の
問
答 

【
原
文
】 



問
。
若
如
汝
説
諸
教
中
有
斯
義
。
若
如
是
者
何
故
前
來
傳
法
者 

不
談
斯
義
答
。
如
來
説
法
應
病
投
藥
。
根
器
萬
差
針
灸
千
殊
。
隨
機
之
説
權
多
實

少
。
菩
薩
造
論
隨
經
演
義
不
敢
違
越
。
是
故
天
親
十
地
馳
因
分
可
説
之
談
。
龍
猛
釋
論
挾
圓
海
不
談
之
説
。
斯
則
隨
經
興
詞
非
究
竟
唱
。
雖
然
傳

顯
法
將
會
深
義
而
從
淺
。
遺
祕
旨
而
未
思
。
師
師
伏
膺
隨
口
蘊
心
。
弟
弟
積
習
隨
宗
成
談
。
爭
募
益
我
之
鉾
未
遑
訪
損
己
之
劍
。
加
以
釋
教
漸
東

夏
自
微
至
著
。
漢
明
爲
始
周
天
爲
後
。 

其
中
間
所
翻
傳
皆
是
顯
教
。
玄
宗
代
宗
之
時
金
智
廣
智
之
日
。
密
教
欝
起
盛
談
祕
趣
。
新
藥
日
淺
舊
痾
未

除
。
至
如
楞
伽
法
佛
説
法
之
文
。
智
度
性
身
妙
色
之
句
。
馳
胸
憶
而
會
文
。
驅
自
宗
而
取
義
。
惜
哉
古
賢
不
甞
醍
醐
。 

 

【
書
き
下
し
】 

問
う
、「
若
し
汝
の
説
の
如
き
は
、
諸
教
の
中
に
斯
の
義
有
り
。
若
し
是
く
の
如
く
な
ら
ば
、
何
の
故
に
前
來
の
傳
法
者
は
斯
の
義
を
談
ぜ
ざ
る
」

と
。
答
う
。「
如
來
の
説
法
は
病
に
應
じ
て
藥
を
投
ず
。
根
器
萬
差
な
れ
ば
針
灸
千
殊
な
り
。
隨
機
の
説
は
權
多
く
實
少
し
。
菩
薩
、
論
を
造
る
こ

と
經
に
隨
っ
て
義
を
演
べ
敢
え
て
違
越
せ
ず
。
是
の
故
に
、
天
親
の
十
地
に
は
因
分
可
説
の
談
を
馳
せ
、
龍
猛
の
釋
論
に
は
圓
海
不
談
の
説
を
挾

む
。
斯
れ
則
ち
經
に
隨
っ
て
詞
を
興
す
。
究
竟
の
唱
え
に
非
ず
。
然
り
と
雖
も
、
顯
を
傳
ふ
る
法
將
は
深
義
に
會
し
て
淺
に
從
い
、
祕
旨
を
遺
し

て
未
だ
思
わ
ず
。
師
師
伏
膺
し
て
口
に
隨
っ
て
心
に
蘊 つ

つ

み
、
弟
弟
積
習
し
て
宗
に
隨
い
談
を
成
す
。
我
を
益
す
る
の
鉾
を
爭
い
募
っ
て
未
だ
己
を

損
す
る
の
劍
を
訪

と
ぶ
ら

う
に
遑

い
と
ま

あ
ら
ず
。

加

以

し
か
の
み
な
ら
ず

、
釋
教
東
夏
に
漸 い

た

っ
て
微
よ
り
著
に
至
る
。
漢
明
を
始
め
と
爲
し
周
天
を
後
と
爲
す
。 

其
の
中

間
に
翻
傳
す
る
所
は
皆
、
是
れ
顯
教
な
り
。
玄
宗
・
代
宗
の
時
、
金
智
・
廣
智
の
日
、
密
教
欝
ん
に
起
り
盛
ん
に
祕
趣
を
談
ず
。
新
藥
は
日
淺
く

し
て
舊
痾

く

ち

は
未
だ
除
か
ず
。
楞
伽
の
法
佛
説
法
の
文
、
智
度
の
性
身
妙
色
の
句
の
如
く
に
至
っ
て
は
、
胸 く

憶 お
く

に
馳
せ
て
文 も

ん

を
會
し
、
自
宗
に
驅
っ

て
義
を
取
る
。
惜
し
い
哉
、
古
賢
、
醍
醐
を
甞
め
ず
」
と
。 

 



【
註
記
】 

①
天
親
の
十
地
：
唯
識
思
想
の
大
成
者
・
世
親
（
ヴ
ァ
ス
バ
ン
ド
ゥ V

asu
b
an

d
h
u

）
の
『
十
地
経
論
』。 

②
因
分
可
説
：
修
行
位
に
つ
い
て
は
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

③
龍
猛
の
釋
論
：
龍
樹
（
龍
猛
）
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』。 

④
圓
海
不
談
：
円
融
無
礙
の
法
界
に
つ
い
て
は
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

⑤
法
將
：
論
師
。 

⑥
伏
膺
：
師
の
教
え
を
心
に
留
め
置
く
こ
と
。 

⑦
東
夏
：
中
国
。 

⑧
漢
明
：
後
漢
の
明
帝
。 

⑨
周
天
：
周
の
則
天
武
后
。 

⑩
金
智
・
廣
智
：
金
剛
智
三
蔵
や
大
広
智
不
空
三
蔵 

⑪
楞
伽
：『
楞
伽
経
』。 

⑫
智
度
：『
大
智
度
論
』。 

⑬
性
身
妙
色
：
自
性
法
身
は
姿
・
か
た
ち
や
人
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。 

 

【
私
訳
】 

問
う
人
が
言
う
に
、「
も
し
、
あ
な
た
の
言
う
通
り
な
ら
ば
、
仏
教
各
宗
の
な
か
で
法
身
説
法
が
説
か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
も
し
、
そ
う
で
あ

る
な
ら
、
な
ぜ
過
去
に
仏
法
を
伝
え
広
め
た
人
た
ち
は
こ
の
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
の
か
」
と
。
答
え
て
言
う
に
、「
如
來
の
説
法
は
、
例
え
ば
、

医
師
が
病
に
応
じ
て
薬
を
処
方
す
る
よ
う
に
、
根
機
は
千
差
万
別
で
あ
る
か
ら
針
や
お
灸
も
千
差
万
別
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
根
機
に
応
じ
て

説
く
の
は
、
仮
の
説
法
が
多
く
真
実
を
説
く
こ
と
は
少
な
い
。（
顕
教
の
）
論
師
は
、
論
書
を
造
る
の
に
経
文
に
従
っ
て
解
釈
を
述
べ
、
そ
れ
と
は



ち
が
っ
た
り
越
え
る
こ
と
は
敢
え
て
述
べ
な
い
。
だ
か
ら
、
世
親
の
『
十
地
経
論
』
に
は
、
修
行
位
に
つ
い
て
は
言
葉
で
表
現
で
き
る
旨
を
言
い
、

龍
猛
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
は
、
円
融
無
礙
の
法
界
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
と
い
う
説
を
さ
し
挟
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
経
典
の
内
容
に
よ
っ

て
言
い
方
を
選
ん
で
い
る
。
究
極
の
言
い
方
で
は
な
い
。
し
か
し
、
顕
教
を
伝
え
広
め
た
論
師
た
ち
は
、
奥
深
い
（
密
教
の
）
教
え
に
出
会
っ
て

も
浅
い
解
釈
に
從
い
、
深
秘
釈
を
あ
と
に
残
し
て
こ
れ
を
今
説
こ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
論
師
た
ち
は
口
で
言
っ
た
通
り
に
浅
い
解
釈
を
心
に

留
め
置
き
、
弟
子
た
ち
は
そ
の
浅
い
解
釈
を
習
い
重
ね
て
各
宗
の
習
い
に
従
っ
て
議
論
し
て
き
た
。
自
分
を
利
益
す
る
鉾
を
争
っ
て
集
め
、
ま
だ

自
分
を
傷
つ
け
る
剣
を
捜
し
歩
く
の
に
忙
し
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
仏
教
は
イ
ン
ド
か
ら
東
漸
し
て
中
国
に
至
り
、
微
細
な
広
が
り
か
ら

顕
著
な
広
が
り
に
至
っ
た
。
後
漢
の
明
帝
か
ら
周
の
則
天
武
后
ま
で
の
間
に
伝
え
ら
れ
漢
訳
さ
れ
た
も
の
は
み
な
、
顕
教
で
あ
っ
た
。
唐
の
玄
宗

皇
帝
・
代
宗
の
時
代
、
金
剛
智
三
蔵
や
大
広
智
不
空
三
蔵
の
時
、
密
教
が
さ
か
ん
に
伝
え
ら
れ
大
い
に
奥
深
い
教
え
が
論
じ
ら
れ
た
。
新
し
い
薬

（
密
教
）
は
日
が
浅
く
、
古
い
病
（
顕
教
）
は
い
ま
だ
に
除
か
れ
な
い
。『
楞
伽
経
』
の
「
法
身
説
法
」
の
経
文
や
『
大
智
度
論
』
の
「
性
身
妙
色
」

の
句
を
（
顕
教
の
論
師
た
ち
は
）
胸
中
に
駆
け
め
ぐ
ら
せ
、
そ
の
経
文
を
自
宗
の
解
釈
に
合
わ
せ
て
い
る
。
惜
し
い
哉
、
古
き
賢
聖
た
ち
は
醍
醐

（
法
身
説
法
の
深
い
意
味
）
を
味
わ
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
」
と
。 

 

○
顕
密
の
差
別
を
説
く
経
論
の
問
答 

【
原
文
】 

問
。
義
若
如
是
者
何
等
經
論
説
顯
密
差
別
。
答
曰
。
五
祕
金
峯
聖
位
經
。
遮
那
楞
伽
教
王
等
。
菩
提
智
度
摩
訶
衍
。
如
是
經
論
簡
擇
説
。 

 

【
書
き
下
し
】 

問
う
、「
義
、
若
し
是
く
の
如
く
な
ら
ば
、
何
等
の
經
論
に
顯
密
の
差
別
を
説
く
や
」
と
。
答
え
て
曰
わ
く
、「
五
祕
・
金
峯
・
聖
位
經
・
遮
那
・

楞
伽
・
教
王
等
、
菩
提
・
智
度
・
摩
訶
衍
、
是
く
の
如
く
の
經
論
に
簡
擇
し
て
説
く
」
と
。 

 



【
註
記
】 

①
五
祕
：『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（『
五
秘
密
軌
』）。 

②
金
峯
：『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（『
瑜
祇
経
』）。 

③
聖
位
經
：『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』（『
聖
位
経
』）。 

④
遮
那
：『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）。 

⑤
教
王
：『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』（『
初
会
金
剛
頂
経
』）。 

⑥
菩
提
：『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
褥
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（『
菩
提
心
論
』）。 

⑦
摩
訶
衍
：『
釈
摩
訶
衍
論
』。 

 

【
私
訳
】 

問
う
、「
あ
な
た
が
説
く
こ
と
が
も
し
そ
の
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
ん
な
経
論
に
顕
教
と
密
教
の
ち
が
い
が
説
か
れ
て
い
る
の
か
」
と
。
答
え
て

言
う
に
、「『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（『
五
秘
密
軌
』）・『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（『
瑜
祇
経
』）・『
略
述
金
剛

頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』（『
聖
位
経
』）・
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）・『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』（『
楞
伽
経
』）・『
金
剛

頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経
』（『
初
会
金
剛
頂
経
』）
等
、『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
褥
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（『
菩
提
心
論
』）・『
大

智
度
論
』・『
釈
摩
訶
衍
論
』。
こ
の
よ
う
な
経
論
に
選
び
分
け
て
説
い
て
い
る
」
と
。 

 

○
顕
密
の
差
別
を
説
く
証
文 

【
原
文
】 

問
者
曰
。
請
聞
其
證
答
曰
。
然
矣
。
我
當
爲
汝
飛
日
輪
而
破
暗
。
揮
金
剛
以
摧
迷
。
問
者
曰
。
唯
唯
欲
聞 

 



【
書
き
下
し
】 

問
う
者
曰
わ
く
、「
請
う
、
其
の
證
を
聞
か
ん
こ
と
を
」
と
。
答
え
て
曰
わ
く
、「
然
な
り
。
我
、
當
に
汝
の
爲
に
日
輪
を
飛
ば
し
て
暗
を
破
ら
ん
。

金
剛
を
揮
っ
て
以
っ
て
迷
を
摧
か
ん
」
と
。
問
う
者
曰
わ
く
、「
唯
唯
と
し
て
、
聞
か
ん
と
欲
す
」
と
。 

 

【
私
訳
】 

問
う
人
が
言
う
に
、「
ど
う
か
、
そ
の
証
し
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
。
答
え
て
言
う
に
、「
わ
か
っ
た
。
私
は
、
あ
な
た
の
た
め
に
、
ま

さ
に
、
太
陽
を
あ
な
た
の
も
と
に
飛
ば
し
て
暗
闇
を
破
ろ
う
。
金
剛
を
ふ
る
っ
て
あ
な
た
の
迷
妄
を
砕
い
て
見
せ
よ
う
」
と
。
問
う
人
が
言
う
に
、

「
た
だ
た
だ
、
そ
れ
を
聞
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
」
と
。 

 

●
引
証
喩
釈
段 

○
『
釈
摩
訶
衍
論
』
引
証
喩
釈
段
① 

【
原
文
】 

龍
猛
菩
薩
釋
大
衍
論
云
。
一
切
衆
生
從
無
始
來
。
皆
有
本
覺
無
捨
離
時
。
何
故
衆
生
先
有
成
佛
後
有
成
佛
今
有
成
佛
。
亦
有
勤
行
亦
有
不
行
。
亦

有
聰
明
亦
有
暗
鈍
。
無
量
差
別
。
同
有
一
覺
皆
悉
一
時
發
心
修
行
到
無
上
道
。
本
覺
佛
性
強
劣
別
故
如
是
差
別
。
無
明
煩
惱
厚
薄
別
故
如
是
差
別
。

若
言
如
初
者
此
事
則
不
爾
。
所
以
者
何
。
本
覺
佛
性
圓
過
恒
沙
之
諸
功
徳
無
増
減
故
。
若
言
如
後
者
此
事
亦
不
爾
。
所
以
者
何
。
一
地
斷
義
不
成

立
故
。
如
是
種
種
無
量
差
別
皆
依
無
明
而
得
住
持
。
於
至
理
中
無
關
而
已
。 

 

【
書
き
下
し
】 

龍
猛
菩
薩
の
釋
大
衍
論
に
云
わ
く
、「「
一
切
の
衆
生
、
無
始
從
り

來
こ
の
か
た

、
皆
、
本
覺
有
っ
て
捨
離
す
る
時
無
し
。
何
の
故
に
か
衆
生
先
に
成
佛
す



る
有
り
、
後
に
成
佛
す
る
有
り
、
今
成
佛
す
る
有
り
。
亦
た
勤
行
す
る
有
り
、
亦
た
行
ぜ
ざ
る
有
り
。
亦
た
聰
明
な
る
有
り
、
亦
た
暗
鈍
な
る
有

り
。
無
量
の
差
別
あ
り
。
同
じ
く
一
覺
有
ら
ば
、
皆
悉
く
一
時
に
發
心
し
修
行
し
て
無
上
道
に
到
る
べ
し
。
本
覺
の
佛
性
、
強
劣
の
別
の
故
に
。

是
く
の
如
く
差
別
あ
る
や
。
無
明
の
煩
惱
、
厚
薄
の
別
の
故
に
。
是
く
の
如
く
の
差
別
あ
る
や
。
若
し
、
初
め
の
如
く
言
わ
ば
、
此
の
事
則
ち
爾

ら
ず
。
所
以
は
何
ん
と
な
ら
ば
、
本
覺
の
佛
性
は
過
恒
沙

か
ご
う
じ
ゃ

の
諸
々
の
功
徳
を
圓

ま
ど
か

ん
じ
て
、
増
減
無
き
が
故
に
。
若
し
、
後
の
如
く
言
わ
ば
、
此
の

事
亦
た
爾
ら
ず
。
所
以
は
何
ん
と
な
ら
ば
、
一
地
斷

い
ち
ぢ
だ
ん

の
義
、
成
立
せ
ざ
る
が
故
に
」。「
是
く
の
如
く
の
種
種
無
量
の
差
別
、
皆
無
明
に
依
っ
て
住

持
す
る
こ
と
を
得
。
至
理
の
中
に
於
い
て
關
か
る
こ
と
無
し
」」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
釋
大
衍
論
：
伝
龍
猛
作
『
釈
摩
訶
衍
論
』。 

②
過
恒
沙
：
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
数
を
超
え
る
ほ
ど
無
数
の
。 

③
一
地
斷
：
修
行
段
階
の
あ
る
一
つ
の
境
地
に
お
い
て
「
無
明
」
を
断
つ
。 

④
至
理
：
究
極
の
真
実
。
不
二
摩
訶
衍
（
松
長
有
慶
『
訳
注 
弁
顕
密
二
経
論
』）。 

 

【
私
訳
】 

（
問
い
）「
龍
猛
菩
薩
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
に
説
く
、「
一
切
の
衆
生
、
始
め
の
な
い
大
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
み
な
「
本
来
成
仏
」
の

本
覚
を
具
有
し
、
そ
れ
か
ら
離
れ
去
る
時
も
な
い
。
し
か
し
、
な
ぜ
衆
生
は
、
過
去
に
成
仏
し
た
り
、
未
来
に
成
仏
し
た
り
、
現
在
成
仏
し
た
り

す
る
の
か
。
ま
た
、
修
行
に
精
励
す
る
者
も
あ
れ
ば
、
修
行
を
怠
る
者
も
あ
る
。
ま
た
聡
明
な
者
も
あ
れ
ば
、
暗
愚
な
者
も
あ
っ
て
、
差
別
に
限

り
が
な
い
。
も
し
、
誰
で
も
同
じ
く
一
度
に
覚
る
な
ら
ば
、
み
な
こ
と
ご
と
く
一
時
に
発
心
し
、
修
行
し
て
無
上
の
菩
提
に
到
る
は
ず
で
あ
る
。（
し



か
し
現
実
に
そ
う
で
は
な
い
の
は
）
本
来
具
有
の
仏
性
に
優
劣
の
差
別
が
あ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。（
あ
る
い
は
ま
た
）「
無
明
」
の
煩
悩
に
厚

い
薄
い
の
差
別
が
あ
る
か
ら
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
初
め
の
場
合
で
言
う
な
ら
ば
、
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
本
来
具
有
の
仏
性
は
ガ
ン

ジ
ス
河
の
砂
の
数
を
超
え
る
ほ
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
功
徳
を
満
足
し
て
い
て
、
増
え
た
り
と
か
減
っ
た
り
と
か
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
し
、
あ
と

の
場
合
で
言
え
ば
、
こ
れ
も
そ
う
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
修
行
段
階
の
あ
る
一
つ
の
境
地
に
お
い
て
、「
無
明
」
を
断
つ
意
味
が
成
立
し
な
い

か
ら
で
あ
る
」
と
。（
答
え
）「
こ
の
よ
う
な
数
限
り
な
い
差
別
は
、
み
な
「
無
明
」
に
依
っ
て
保
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
究
極
の
真
実
（「
不
二

摩
訶
衍
」）
に
は
か
か
わ
り
が
な
い
」
と
。 

 

【
付
記
】 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
五
に
説
か
れ
る
「
五
重
問
答
」
の
前
の
、
有
覚
門
に
お
け
る
「
無
明
」
の
「
厚
薄
問
答
」。 

宗
祖
大
師
は
、「
五
重
問
答
」
を
自
論
の
論
拠
と
し
て
以
下
に
特
出
す
る
が
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
す
れ
ば
「
五
重
問
答
」
は

「
有
覚
門
」
の
最
後
部
分
で
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
は
「
無
覚
門
」
が
続
く
流
れ
で
あ
る
。 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
つ
い
て
略
記
す
る
と
、
先
ず
、
宗
祖
大
師
は
龍
猛
菩
薩
の
作
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
古
く
か
ら
偽
作
説
が
あ
り
、
宗
祖

大
師
の
少
し
前
の
時
代
、
大
安
寺
の
留
学
僧
・
戒
明
に
よ
っ
て
、
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
の
頃
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
淡
海
三
船
・
最
澄
に

よ
っ
て
偽
書
と
批
判
さ
れ
た
。
宗
祖
大
師
は
そ
の
事
情
を
よ
く
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
龍
猛
作
説
を
と
る
。
淡
海
三
船
・
最
澄
は

中
観
派
の
論
師
・
龍
樹
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナN

qg
qrju

n
a

）
を
想
定
し
、
宗
祖
大
師
は
真
言
付
法
の
第
三
祖
・
龍
猛
（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナN

qg
qrju

n
a

）

を
想
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
『
大
乗
起
信
論
』
の
注
釈
書
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
大
乗
起
信
論
』
の
注
釈
書
は
ほ
か
に
も
『
大
乗
起
信
論
疏
』

（
浄
影
寺
、
慧
遠
）・『
大
乗
起
信
論
疏
』（
新
羅
の
華
厳
僧
、
元
暁
）・『
大
乗
起
信
論
義
記
』（
法
蔵
）（
以
上
、
起
信
の
三
疏
）・
法
蔵
の
『
義
記
』

註
の
『
大
乗
起
信
論
疏
』（
宗
密
）
な
ど
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
タ
イ
ト
ル
に
「
大
乗
（
起
信
論
）」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
『
釈
摩
訶
衍
論
』
は

「
大
乗
」
で
は
な
く
「
摩
訶
衍
」（M

ah
q-y

qn
a

（「
大
乗
」）
の
音
訳
）
で
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
ば
か
り
で
な
く
本
文
内
容
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。



結
論
を
言
え
ば
、「
大
乗
」
よ
り
上
に
「
摩
訶
衍
」
を
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
乗
」
を
鈍
根
と
し
「
摩
訶
衍
」
を
利
根
と
し
、「
摩
訶
衍
」

で
新
た
に
創
案
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
「
不
二
摩
訶
衍
」
と
「
十
六
所
入
法
」
を
そ
こ
に
想
定
し
て
い
る
。
端
的
に
言
え
ば
、「
大
乗
」
の
上
に
想
定

さ
れ
た
「
摩
訶
衍
」、
な
か
ん
ず
く
究
極
の
「
不
二
摩
訶
衍
」
を
宗
祖
大
師
は
密
教
と
「
ア
ワ
セ
」「
カ
サ
ネ
」
た
の
で
あ
る
。 

 

参
考
ま
で
に
「
摩
訶
衍
」
に
関
す
る
当
該
の
原
文
を
示
し
て
お
く
。 

 

摩
訶
衍
者
。
總
標
十
六
所
入
法
體
幷
及
不
二
摩
訶
衍
體
。 

摩
訶
衍
者
總
者
。
卽
是
所
入
根
本
總
體
門
。
卽
是
根
本
摩
訶
衍
中
有
八
差
別
。
云
何
爲
八
。
一
者
一
體
一
心
摩
訶
衍
。
二
者
三
自
一
心
摩
訶
衍
。

三
者
無
量
無
邊
諸
法
差
別
不
增
不
減
體
大
摩
訶
衍
。
四
者
寂
靜
無
雜
一
味
平
等
不
增
不
減
體
大
摩
訶
衍
。
五
者
如
來
藏
功
德
相
大
摩
訶
衍
。
六
者

具
足
性
功
德
相
大
摩
訶
衍
。
七
者
能
生
一
切
世
間
因
果
用
大
摩
訶
衍
。
八
者
能
生
一 

切
出
世
間
善
因
果
用
大
摩
訶
衍
。
是
名
爲
八
。
如
是
八
種
摩

訶
衍
法
。
皆
從
能
入
建
立
其
名
。
～ 

馬
鳴
菩
薩
正
攝
彼
文
。
是
故
説
言
摩
訶
衍
者
總
。
此
中
總
言
。
於
兩
處
中
是
總
體
故
。
所
謂
望
上
及
下
臨
故
。 

 

言
顯
示
摩
訶
衍
義
。
云
何
爲
二
門
。
一
者
心
眞
如
門
。
二
者
心
生
滅
門
。
云
何
爲 

二
本
法
。
一
者
一
體
摩
訶
衍
。
二
者
自
體
自
相
自
用
摩
訶
衍
。

如
是
所
入
二
種
本
法
。
或
從
能
入
建
立
其
名
。
～ 

答
曰
。
作
一
法
界
心
眞
如
門
。
卽
顯
示
一
體
摩
訶
衍
法
。
作
一
法
界
心
生
滅
門
。 

能
示
自
體

自
相
自
用
摩
訶
衍
法
。
由
此
義
故
。
當
知
各
具
二
門
二
法
。 

 

【
原
文
】 

若
如
是
者
一
切
行
者
。
斷
一
切
惡
修
一
切
善
。
超
於
十
地
到
無
上
地
。
圓
滿
三
身
具
足
四
徳
。
如
是
行
者
爲
明
無
明
。
如
是
行
者
無
明
分
位
非
明

分
位
。 

 



【
書
き
下
し
】 

「
若
し
、
是
く
の
如
く
な
ら
ば
、
一
切
の
行
者
、
一
切
の
惡
を
斷
じ
一
切
の
善
を
修
し
、
十
地
を
超
え
無
上
地
に
到
り
、
三
身
を
圓
滿
し
四
徳
を

具
足
す
。
是
く
の
如
く
の
行
者
は
、
明
と
爲
す
や
、
無
明
か
」。「
是
く
の
如
く
の
行
者
、
無
明
の
分
位
に
し
て
明
の
分
位
に
非
ず
」。 

 

【
註
記
】 

①
三
身
：「
法
身
」「
応
身
」「
化
身
」。 

②
四
徳
：「
常
」「
楽
」「
我
」「
浄
」。 

 

【
私
訳
】 

（
問
う
て
言
う
に
）「
も
し
そ
う
な
ら
、
一
切
の
行
者
は
悪
行
を
す
べ
て
断
っ
て
あ
ら
ゆ
る
善
行
を
行
い
、「
十
地
」
を
超
え
て
サ
ト
リ
の
境
地
に

達
し
、「
三
身
」
を
成
就
し
「
四
徳
」
を
持
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
行
者
は
「
明
」
の
段
階
か
、
そ
れ
と
も
「
無
明
」
の
段
階
か
」
と
。（
答
え
て

言
う
に
）「
そ
の
よ
う
な
行
者
で
も
、
ま
だ
「
無
明
」
の
段
階
で
あ
っ
て
「
明
」
の
段
階
に
は
な
い
」
と
。 

 

【
付
記
】 

こ
こ
か
ら
「
五
重
問
答
」。
そ
の
一
の
「
染
浄
始
覚
」。 

 

【
原
文
】 

若
爾
淸
淨
本
覺
從
無
始
來
不
觀
修
行
非
得
他
力
。
性
徳
圓
滿
本
智
具
足
。
亦
出
四
句
亦
離
五
邊
。
自
然
之
言
不
能
自
然
。
淸
淨
之
心
不
能
淸
淨
。

絶
離
絶
離
。
如
是
本
處
爲
明
無
明
。
如
是
本
處
無
明
邊
域
非
明
分
位
。 

 



【
書
き
下
し
】 

「
若
し
爾
ら
ば
、
淸
淨
の
本
覺
は
、
無
始
從
り

來
こ
の
か
た

、
修
行
を
觀
ぜ
ず
他
力
を
得
る
に
非
ず
。
性
徳
圓
滿
し
て
本
智
具
足
す
。
亦
た
四
句
を
出
て

亦
た
五
邊
を
離
る
。
自
然
の
言
は
自
然
な
る
こ
と
能
わ
ず
、
淸
淨
の
心
は
淸
淨
な
る
こ
と
能
ら
ず
。
絶
離
絶
離
た
り
。
是
く
の
如
く
の
本
處
は
明

と
爲
す
や
、
無
明
か
」。「
是
く
の
如
く
の
本
處
は
無
明
の
邊
域
に
し
て
明
の
分
位
に
非
ず
」。 

 

【
註
記
】 

①
四
句
：「
有
」「
空
」「
亦
有
亦
空
」「
非
有
非
空
」。 

②
五
邊
：「
四
句
」
に
「
非
非
有
非
非
空
」
を
加
え
る
。 

 

【
私
訳
】 

（
問
う
て
言
う
に
）「
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
清
浄
無
垢
な
「
本
来
成
仏
」
の
本
覚
は
、
始
め
の
な
い
大
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
修
行
を
行
う
で

も
な
く
他
人
の
力
を
借
り
る
で
も
な
く
、
本
来
具
わ
っ
て
い
る
仏
徳
が
充
分
に
備
わ
り
本
来
の
仏
智
が
身
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
四
句
」
を
超
え
「
五
辺
」
を
離
れ
て
い
る
。
自
然
と
い
う
言
葉
は
自
然
で
は
な
く
、
清
浄
な
心
と
言
っ
て
も
清
浄
で
は
な
く
、
言
葉
と
絶
離
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
本
来
の
境
地
は
「
明
」
の
段
階
な
の
か
、「
無
明
」
の
段
階
な
の
か
」
と
。（
答
え
て
言
う
に
）「
こ
の
よ
う
な
本
来
の
境
地

も
ま
だ
「
無
明
」
の
段
階
で
あ
っ
て
「
明
」
の
段
階
に
は
な
い
」
と
。 

 

【
付
記
】 

「
五
重
問
答
」。
そ
の
二
「
清
浄
本
覚
」。 

 



【
原
文
】 

若
爾
一
法
界
心
非
百
非
背
千
是
。
非
中
非
中
背
天
背
天
。
演
水
之
談
足
斷
而
止
。
審
慮
之
量
手
亡
而
住
。
如
是
一
心
爲
明
無
明
。
如
是
一
心
無
明

邊
域
非
明
分
位
。 

 

【
書
き
下
し
】 

「
若
し
爾
ら
ば
、
一
法
界
心
は
百
非
に
非
ず
千
是
に
背
く
。
中
に
非
ず
、
中
に
非
ざ
れ
ば
天
に
背
き
、
天
に
背
け
ば
、
演
水
の
談
は
足
斷
っ
て
止

ま
り
、
審
慮
の
量
は
手
亡
く
し
て
住
す
。
是
く
の
如
く
の
一
心
は
明
と
爲
す
や
、
無
明
か
」。「
是
く
の
如
く
の
一
心
は
、
無
明
の
邊
域
に
し
て
明

の
分
位
に
非
ず
」。 

 

【
註
記
】 

①
一
法
界
心
：『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
説
く
真
如
門
及
び
生
滅
門
の
う
ち
の
真
如
門
に
、
さ
ら
に
真
如
門
と
生
滅
門
が
あ
り
、
そ
の
生
滅
門
の
こ
と
。

無
尽
法
界
心
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』）。 

②
百
非
：
百
回
の
否
定
。 

③
千
是
：
千
回
の
肯
定
。 

④
天
：
勝
義
諦
・
第
一
義
諦
。 

⑤
演
水
：
よ
ど
み
な
く
流
れ
る
水
。 

⑥
審
慮
：
モ
ノ
ゴ
ト
の
本
質
を
考
え
る
こ
と
。 

⑦
量
：
心
量
。 

 

【
私
訳
】 



（
問
う
て
言
う
に
）「
も
し
そ
う
な
ら
ば
、（『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
説
く
）「
一
法
界
心
」
は
、（
そ
れ
を
説
く
の
に
）
百
回
の
否
定
で
も
足
り
ず
千
回

の
肯
定
で
も
充
分
で
は
な
い
。
そ
の
中
間
で
も
な
く
、
中
間
で
も
な
け
れ
ば
勝
義
諦
で
も
な
い
、
勝
義
諦
で
な
け
れ
ば
、
よ
ど
み
な
く
流
れ
る
水

の
よ
う
な
弁
論
は
足
止
め
と
な
り
、
モ
ノ
ゴ
ト
の
本
質
を
考
え
る
心
量
は
手
を
こ
ま
ね
い
た
ま
ま
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
一
心
は
「
明
」
の
段
階

と
な
る
の
か
、「
無
明
」
な
の
か
」
と
。（
答
え
て
言
う
に
）「
こ
の
よ
う
な
一
心
は
、「
無
明
」
の
段
階
で
あ
っ
て
「
明
」
の
段
階
で
は
な
い
」
と
。 

 

【
付
記
】 

「
五
重
問
答
」。
そ
の
三
「
一
法
界
心
」。 

 

【
原
文
】 

「
三
自
一
心
摩
訶
衍
法
。
一
不
能
一
假
能
入
一
。
心
不
能
心
假
能
入
心
。
實
非
我
名
。
而
目
於
我
。
我
亦
非
自
唱
而
契
於
自
。
如
我
立
名
而
非
實

我
。
如
自
得
唱
而
非
實
自
。
玄
玄
又
玄
遠
遠
又
遠
」。「
如
是
勝
處
爲
明
無
明
。
如
是
勝
處
無
明
邊
域
非
明
分
位
」。 

 

【
書
き
下
し
】 

「
三
自
一
心
摩
訶
衍
の
法
は
、
一
も
一
な
る
こ
と
能
わ
ず
、
能
入
の
一
を
假
る
。
心
も
心
な
る
こ
と
能
わ
ず
、
能
入
の
心
を
假
る
。
實
に
我
が
名

に
非
ざ
れ
ど
も
、
而
も
我
に
目
す
。
我
亦
た
自
を
唱
う
る
に
非
ざ
れ
ど
も
、
而
も
自
に
契
う
。
我
の
如
く
名
を
立
つ
る
と
も
、
而
も
實
の
我
に
非

ず
。
自
の
如
く
唱
う
る
を
得
れ
ど
も
、
し
か
も
實
の
自
に
非
ず
。
玄
玄
と
し
て
ま
た
玄
、
遠
遠
と
し
て
ま
た
遠
な
り
。
是
く
の
如
く
の
勝
處
は
、

明
と
爲
す
や
、
無
明
か
」。「
是
く
の
如
く
の
勝
處
は
、
無
明
の
邊
域
に
し
て
明
の
分
位
に
非
ず
」。 

 

【
註
記
】 

①
三
自
一
心
摩
訶
衍
の
法
：
生
滅
門
に
お
け
る
「
自
体
」「
自
相
」「
自
用
」
の
三
大
を
具
備
し
た
唯
一
絶
対
の
心
。
一
心
。 



 
『
大
乗
起
信
論
』
は
、
生
滅
門
に
お
け
る
「
自
体
相
用
」
を
説
く
。「
是
の
心
生
滅
因
縁
の
相
は
、
能
く
摩
訶
衍
の
自
体
相
用
を
示
す
が
故
に
」

（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』）。 

②
能
入
：
法
を
考
察
す
る
立
場
。
法
は
所
入
。
す
な
わ
ち
、
三
自
一
心
摩
訶
衍
の
法
。 

 

【
私
訳
】 

（
問
う
て
言
う
に
）「
生
滅
門
に
お
け
る
「
自
体
」「
自
相
」「
自
用
」
の
三
大
を
具
備
し
た
唯
一
絶
対
の
三
自
一
心
摩
訶
衍
の
法
は
、（
一
心
の
）

一
と
言
っ
て
も
（
一
二
三
の
）
一
で
は
な
く
、
仮
に
所
入
（
三
自
一
心
摩
訶
衍
の
法
）
を
考
察
す
る
能
入
の
立
場
で
一
と
言
う
の
で
あ
る
。（
同
じ

く
、
一
心
の
）
心
と
言
っ
て
も
世
間
心
で
は
な
く
、
仮
に
所
入
（
法
）
を
考
察
す
る
（
能
入
の
）
立
場
で
心
と
言
う
の
で
あ
る
。
実
に
、
我
と
言

っ
て
も
（
自
他
の
）
相
対
的
な
我
を
言
う
の
で
は
な
く
、
大
我
と
み
な
す
。
我
は
ま
た
（
自
他
の
）
相
対
的
な
自
を
言
う
の
で
は
な
く
、
大
我
の

自
と
見
る
。（
生
滅
門
は
）
我
と
い
う
名
を
立
て
て
も
大
我
で
は
な
く
、
自
と
言
っ
て
も
大
我
の
自
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
と
は
言
え
、
そ
の
意

味
は
）
玄
の
ま
た
玄
、
遠
の
ま
た
遠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
境
地
は
、「
明
」
の
段
階
な
の
か
「
無
明
」
の
段
階
な
の
か
」
と
。（
答
え

て
言
う
に
）「
こ
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
境
地
で
も
「
無
明
」
の
段
階
で
あ
っ
て
「
明
」
の
段
階
で
は
な
い
」
と
。 

 

【
付
記
】 

「
五
重
問
答
」。
そ
の
四
「
三
自
一
心
摩
訶
衍
」。 

 

【
原
文
】 

不
二
摩
訶
衍
法 

唯
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
如
是
不
二
摩
訶
衍
法
爲
明
無
明
。
喩
曰
。
已
上
五
重
問
答
甚
有
深
意
。
細
心
研
覈
乃
能
詣
極
。
一
一
深
義

不
能
染
紙
。
審
而
思
之 

 

 



【
書
き
下
し
】 

「
不
二
摩
訶
衍
の
法
は
、
唯
だ
是
れ
不
二
摩
訶
衍
の
法
な
り
。
是
く
の
如
く
の
不
二
摩
訶
衍
の
法
は
、「
明
」
と
爲
す
や
、「
無
明
」
か
」。
喩
し
て

曰
わ
く
。「
已
上
の
五
重
問
答
、
甚
だ
深
意
有
り
。
細
心
研
覈

け
ん
き
ゃ
く

し
て
乃
ち
能
く
極
に
詣
る
べ
し
。
一
一
の
深
義
、
紙
に
染
む
る
こ
と
能
わ
ず
。
審

に
し
て
之
を
思
え
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
不
二
摩
訶
衍
：
前
の
「
四
重
問
答
」
の
法
は
「
無
明
」
の
段
階
の
あ
っ
て
因
分
相
対
の
法
で
あ
る
の
に
対
し
、
因
果
を
超
え
た
果
分
で
あ
る
。 

②
研
覈
：
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
。
研
究
。 

 

【
私
訳
】 

（
問
う
て
言
う
に
）「
因
果
を
超
え
た
果
分
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
の
法
は
、
唯
だ
不
二
摩
訶
衍
の
法
と
言
う
ほ
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
二
摩
訶
衍

の
法
は
、「
明
」
の
段
階
な
の
か
、「
無
明
」
の
段
階
な
の
か
」。
諭
し
て
言
う
に
、「
以
上
の
五
重
問
答
に
は
、
と
て
も
深
い
意
味
が
あ
る
。
細
心

の
研
究
を
し
て
究
極
に
至
る
べ
き
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
深
い
意
味
に
つ
い
て
紙
に
書
き
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
詳
し
く
調
べ
て
よ
く
考
え
る

こ
と
で
あ
る
」
と
。 

 

【
付
記
】 

「
五
重
問
答
」。
そ
の
五
「
不
二
摩
訶
衍
」。 

 

○
『
釈
摩
訶
衍
論
』
引
証
喩
釈
段
② 



【
原
文
】 

又
曰
。
何
故
不
二
摩
訶
衍
法
無
因
縁
耶
。
是
法
極
妙
甚
深
獨
尊
。
離
機
根
故
。
何
故
離
機
根
。
無
機
根
故
。
何
須
建
立
。
非
建
立
故
。
是
摩
訶
衍

法
諸
佛
所
得
耶
。
能
得
於
諸
佛
。
諸
佛
得
不
故
。
菩
薩
二
乘
一
切
異
生
亦
復
如
是
。
性
徳
圓
滿
海
是
焉
。
所
以
者
何
。
離
機
根
故
。
離
教
説
故
。

八
種
本
法
從
因
縁
起
。
應
於
機
故
。
順
於
説
故
。
何
故
應
機
。
有
機
根
故
。
如
是
八
種
法
諸
佛
所
得
耶
。
諸
佛
所
得
。
得
於
諸
佛
。
不
故
。
菩
薩

二
乘
一
切
異
生
亦
復
如
是
。
修
行
種
因
海
是
焉
。
所
以
者
何
。
有
機
根
故
。
有
教
説
故
。
八
種
本
法
從
因
縁
起
。
應
於
機
故
。
順
於
説
故
。
何
故

應
機
。
有
機
根
故
。
如
是
八
種
法
諸
佛
所
得
耶
。
諸
佛
所
得
。
得
於
諸
佛
。
不
故
。
菩
薩
二
乘
一
切
異
生
亦
復
如
是
。
修
行
種
因
海
是
焉
。
所
以

者
何
。
有
機
根
故
。
有
教
説
故
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
曰
わ
く
、「「
何
が
故
に
か
不
二
摩
訶
衍
の
法
は
因
縁
無
き
や
」。「
是
の
法
は
極
妙
甚
深
に
し
て
獨
尊
な
り
。
機
根
を
離
る
る
が
故
に
」。「
何

が
故
に
か
機
根
を
離
る
る
や
」。「
機
根
無
き
が
故
に
」。「
何
ぞ
建
立
を
須

も
ち
い

る
や
」。「
建
立
に
非
る
が
故
に
」。「
是
の
摩
訶
衍
の
法
は
諸
佛
の
得
る

所
な
る
や
」。「
能
く
諸
佛
を
得
」。「
諸
佛
は
得
る
や
」。「
不
な
る
が
故
に
、
菩
薩
・
二
乘
・
一
切
異
生
も
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
性
徳
圓
滿
海

是
な
り
。
所
以
は
何
ん
と
な
ら
ば
、
機
根
を
離
る
る
が
故
に
。
教
説
を
離
る
る
が
故
に
」。 

「
八
種
の
本
法
は
因
縁
從
り
起
こ
る
。
機
に
應
ず
る
が
故
に
。
説
に
順
ず
る
が
故
に
。
何
が
故
に
か
機
に
應
ず
る
や
」。「
機
根
有
る
が
故
に
」。「
是

く
の
如
く
の
八
種
の
法
は
諸
佛
の
得
ら
る
る
所
や
」。「
諸
佛
の
得
ら
る
る
所
な
り
」。「
諸
佛
を
得
る
や
」。「
不
な
る
が
故
に
。
菩
薩
・
二
乘
・
一

切
の
異
生
も
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
修
行
種
因
海
、
是
れ
な
り
。
所
以
は
何
ん
と
な
ら
ば
、
機
根
有
る
が
故
に
。
教
説
あ
る
が
故
に
」」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
不
二
摩
訶
衍
の
法
：『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
説
く
、
機
根
・
相
対
関
係
を
超
え
た
絶
対
の
教
法
。 



②
獨
尊
：
相
対
的
な
在
り
方
で
は
な
い
。 

③
建
立
：
自
己
の
な
か
に
打
ち
立
て
る
こ
と
。 

④
性
徳
圓
滿
海
：
仏
性
の
功
徳
を
成
就
し
て
い
る
大
海
。
サ
ト
リ
の
段
階
の
果
海
。 

⑤
八
種
の
本
法
：『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
説
く
「
三
十
二
門
」（
十
六
所
入
法
と
十
六
能
入
法
）
の
う
ち
「
十
六
所
入
法
」
の
機
根
に
す
ぐ
れ
た
衆
生

を
対
象
と
し
た
「
前
重
八
所
入
法
」。
す
な
わ
ち
、
前
に
引
用
し
た
原
文
に
あ
る
「
一
体
一
心
摩
訶
衍
」「
三
自
一
心
摩
訶
衍
」「
無
量
無
辺
諸
法

差
別
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍
」「
寂
静
無
雑
一
味
平
等
不
増
不
減
体
大
摩
訶
衍
」「
如
来
蔵
功
徳
相
大
摩
訶
衍
」「
具
足
性
功
徳
相
大
摩
訶
衍
」「
能

生
一
切
世
間
因
果
用
大
摩
訶
衍
」「
能
生
一
切
出
世
間
善
因
果
用
大
摩
訶
衍
」。 

⑥
修
行
種
因
海
：
修
行
す
な
わ
ち
因
位
の
種
を
ま
い
て
、
サ
ト
リ
の
実
り
を
穫
る
大
海
。
修
行
の
段
階
の
因
海
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、（『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
一
に
）
言
う
に
、「（
問
い
）「
な
ぜ
不
二
摩
訶
衍
の
法
に
は
因
と
縁
（
因
果
律
）
が
な
い
の
か
」。（
答
え
）「
こ
の
不

二
摩
訶
衍
の
法
は
意
味
が
深
く
極
め
て
す
ぐ
れ
た
教
理
で
、
相
対
的
な
在
り
方
で
は
な
い
。
聞
く
人
の
機
根
（
能
力
）
を
超
え
て
い
る
か
ら
で
あ

る
」。（
問
う
）「
な
ぜ
機
根
を
超
え
て
い
る
の
か
」。（
答
え
）「（
不
二
摩
訶
衍
に
」
機
根
と
い
っ
た
相
対
関
係
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」。（
問
う
）「
で

は
相
対
関
係
を
自
己
の
な
か
に
打
ち
立
て
る
必
要
が
あ
る
か
」。（
答
え
）「
打
ち
立
て
る
必
要
は
な
い
」。（
問
う
）「
こ
の
不
二
摩
訶
衍
の
法
は
諸

仏
が
観
法
に
よ
っ
て
自
己
の
な
か
に
会
得
で
き
る
も
の
か
」。「（
諸
仏
が
会
得
す
る
の
で
は
な
く
不
二
摩
訶
衍
の
法
が
）
諸
仏
を
取
り
込
ん
で
い
る
」。

（
問
う
）「（
で
は
、
生
滅
門
の
）
諸
仏
は
、
不
二
摩
訶
衍
の
法
を
自
己
の
な
か
に
会
得
で
き
る
か
」。（
答
え
）「
そ
れ
は
で
き
な
い
。
菩
薩
も
二
乘

も
、
一
切
の
凡
夫
・
衆
生
も
、
そ
れ
は
同
じ
で
、
仏
性
の
功
徳
を
成
就
し
て
い
る
大
海
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
わ
け
は
、
機
根
を
超
え
て
い
る
か

ら
で
あ
り
、
機
根
に
応
じ
た
相
対
的
な
教
説
を
離
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」。 

（
問
う
）「
機
根
に
す
ぐ
れ
た
衆
生
を
対
象
と
し
た
「
前
重
八
所
入
法
」（「
八
種
本
法
」）
は
、
因
縁
（
因
果
律
）
に
従
っ
て
生
起
す
る
。
機
根
に

応
じ
教
説
に
順
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
機
根
に
応
じ
る
の
か
」。「
機
根
と
い
う
も
の
が
現
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
」。「
こ
の
よ
う
な
八
種
の



法
は
、
諸
仏
が
観
法
に
よ
っ
て
自
己
の
な
か
に
会
得
で
き
る
も
の
か
」。「
諸
仏
は
会
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
」。「「
八
種
本
法
」
は
諸
仏
を
取
り
込

め
る
か
」。「
そ
れ
は
で
き
な
い
。
菩
薩
も
二
乘
も
、
一
切
の
凡
夫
・
衆
生
も
、
そ
れ
は
同
じ
で
、
修
行
す
な
わ
ち
因
位
の
種
を
ま
い
て
、
サ
ト
リ

の
実
り
を
穫
る
大
海
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
機
根
に
応
じ
て
教
説
が
あ
る
の
で
あ
る
」。 

 

【
付
記
】 

『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
説
か
れ
る
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
と
及
び
「
三
十
二
法
門
」
の
う
ち
の
「
八
種
本
法
」
が
説
か
れ
た
。 

 

【
原
文
】 

又
云
。
諸
佛
甚
深
廣
大
義
者
。
即
是
通
總
攝
前
所
説
門
。
所
謂
通
攝
三
十
三
種
本
數
法
故
。
此
義
云
何
。
言
諸
佛
者
即
是
不
二
摩
訶
衍
法
。
所
以

者
何
。
此
不
二
法
形
於
彼
佛
其
徳
勝
故
。
大
本
花
嚴
契
經
中
作
如
是
説
。
其
圓
圓
海
徳
諸
佛
勝
。
其
一
切
佛
不
能
成
就
圓
圓
海
劣
故
。
若
爾
何
故

分
流
花
嚴
契
經
中
作
如
是
説
。
盧
舍
那
佛
三
種
世
間
爲
其
身
心
。
三
種
世
間
攝
法
無
餘
。
彼
佛
身
心
亦
復
無
有
所
不
攝
焉
。
盧
遮
那
佛
雖
攝
三
世

間
。
而
攝
不
攝
故
。
是
故
無
過 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
云
わ
く
、「「
諸
佛
甚
深
廣
大
の
義
と
は
、
即
ち
是
れ
通
總
攝
前
所
説
門
な
り
。
謂
わ
ゆ
る
、
通
じ
て
三
十
三
種
の
本
數
の
法
を
攝
す
る
が
故

に
。
此
の
義
、
云
何
。
諸
佛
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
不
二
摩
訶
衍
の
法
な
り
。
所
以
は
何
ん
と
な
ら
ば
、
此
の
不
二
の
法
を
彼
の
佛
に
形 た

く

ら
ぶ
る

に
、
其
の
徳
勝
れ
た
る
が
故
に
、
大
本
花
嚴
契
經
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
作
す
。
其
の
圓
圓
海
徳
の
諸
佛
勝
れ
た
り
。
其
の
一
切
の
佛
は
圓

圓
海
を
成
就
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
劣
な
る
が
故
に
」
と
。「
若
し
爾
ら
ば
、
何
故
に
分
流
花
嚴
契
經
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
作
す
や
。
盧
舍
那

佛
は
三
種
世
間
を
其
の
身
心
と
爲
す
。
三
種
世
間
に
法
を
攝
す
る
に
餘
り
無
し
。
彼
の
佛
の
身
心
も
亦
た
復
た
攝
せ
ざ
る
所
有
る
こ
と
無
し
」
と
。



「
盧
遮
那
佛
は
三
世
間
を
攝
す
と
雖
も
、
而
し
て
攝
と
不
攝
と
の
故
に
、
是
の
故
に
過
無
し
」」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
諸
佛
甚
深
廣
大
：
諸
仏
は
そ
の
サ
ト
リ
の
智
慧
が
奥
深
く
法
界
に
広
く
遍
満
し
て
い
る
。 

②
通
總
攝
前
所
説
門
：
前
に
説
い
た
こ
と
と
総
じ
て
共
に
包
含
し
て
い
る
法
門
（
教
え
）。 

③
三
十
三
種
の
本
數
の
法
：「
十
六
所
入
法
」
と
「
十
六
能
入
法
」
の
「
三
十
二
法
門
」
に
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
を
加
え
た
も
の
。 

④
大
本
花
嚴
契
經 

分
流
花
嚴
契
經
：『
大
本
華
厳
経
』。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
『
六
十
巻
華
厳
経
』（
仏
駄
跋
陀
羅
訳
）・『
八
十
巻
華
厳
経
』

（
実
叉
難
陀
訳
）
の
ほ
か
に
「
大
本
華
厳
経
」
が
あ
っ
て
、『
六
十
華
厳
』
は
『
大
本
華
厳
経
』
と
分
か
れ
た
も
の
で
「
分
流
華
厳
経
」
と
言
わ

れ
る
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』）。 

⑤
圓
圓
海
：
円
融
無
礙
の
妨
げ
な
き
大
海
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、『
釈
摩
訶
衍
論
』
巻
十
に
説
く
、「「
諸
仏
は
そ
の
サ
ト
リ
の
智
慧
が
奥
深
く
法
界
に
広
く
遍
満
し
て
い
る
と
い
う
意
味
は
、
す
な
わ
ち
前
に

説
い
た
こ
と
と
総
じ
て
共
に
包
含
し
て
い
る
法
門
（
教
え
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
通
し
て
「
三
十
二
法
門
」
に
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
を
加
え
た
三

十
三
種
の
根
本
的
な
数
の
法
門
を
包
摂
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
は
ど
う
い
う
意
味
か
と
言
う
と
、
今
言
う
諸
仏
と
は
、
す
な
わ
ち
「
不

二
摩
訶
衍
」
の
法
門
の
仏
の
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
機
根
・
相
対
関
係
を
超
え
た
絶
対
の
「
不
二
摩
訶
衍
法
」
を
「
三
十
二
法
門
」

の
仏
と
比
較
す
る
と
、
仏
徳
が
ず
っ
と
勝
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、『
大
本
華
厳
経
』
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。「
円
融
無
礙
の
妨

げ
な
き
大
海
の
よ
う
な
広
く
深
い
仏
徳
を
持
つ
（「
不
二
摩
訶
衍
法
」
の
レ
ベ
ル
の
）
諸
仏
は
勝
れ
て
い
て
、「
三
十
二
法
門
」
の
真
如
・
生
滅
両

門
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
一
切
の
仏
は
円
融
無
礙
の
妨
げ
な
き
大
海
の
よ
う
な
仏
徳
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
だ
劣
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

と
。（
問
う
）「
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
『
六
十
華
厳
経
』
の
な
か
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
説
く
の
か
。（
華
厳
の
教
主
）「
盧
舍
那
仏
」
は



三
種
世
間
を
そ
の
身
体
と
し
心
と
し
て
い
る
。（
だ
か
ら
）
三
種
世
間
は
あ
ら
ゆ
る
教
法
を
包
含
し
て
余
り
が
な
い
。「
盧
舍
那
仏
」
の
身
心
も
ま

た
、
包
含
し
な
い
も
の
は
な
い
」
と
。（
答
う
）「「
盧
遮
那
仏
」
は
三
世
間
を
包
含
す
る
と
い
っ
て
も
、
生
滅
の
世
界
の
仏
は
包
摂
す
る
が
、
真
如

の
仏
は
包
摂
し
な
い
か
ら
、
ま
ち
が
っ
て
は
い
な
い
」」
と
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
所
謂
不
二
摩
訶
衍
及
圓
圓
海
徳
諸
佛
者
即
是
自
性
法
身
。
是
名
祕
密
藏
。
亦
名
金
剛
頂
大
教
王
。
等
覺
十
地
等
不
能
見
聞
故
得
祕
密
號
。 

具

如
金
剛
頂
經
説 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
所
謂
不
二
摩
訶
衍
及
び
圓
圓
海
徳
諸
佛
と
は
、
即
ち
是
れ
自
性
法
身
な
り
。
是
れ
を
祕
密
藏
と
名
づ
く
。
亦
た
金
剛
頂
大
教
王

と
名
づ
く
。
等
覺
・
十
地
等
、
見
聞
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
が
故
に
、
祕
密
の
號
を
得
。 

具
に
は
金
剛
頂
經
に
説
く
が
如
し
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
自
性
法
身
：
受
用
身
・
変
化
身
な
ど
あ
ら
ゆ
る
仏
身
の
本
性
・
本
源
の
仏
身
。
常
住
不
変
の
法
性
身
。 

 

【
私
訳
】 

喩
え
て
言
え
ば
、「
い
わ
ゆ
る
「
不
二
摩
訶
衍
」
と
か
円
融
無
礙
の
妨
げ
な
き
大
海
の
よ
う
な
仏
徳
を
持
つ
諸
仏
と
は
、（
私
が
言
う
）
自
性
法
身

で
あ
る
。
こ
れ
を
秘
密
蔵
と
言
い
、
ま
た
金
剛
頂
大
教
王
と
も
言
う
。「
等
覚
」
や
「
十
地
」
の
境
地
に
あ
る
菩
薩
で
も
、
見
聞
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
ら
、
秘
密
と
い
う
名
号
を
得
て
い
る
。 

具
体
的
に
は
『
金
剛
頂
経
」
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
」
と
。 

 



○
華
厳
宗
論
章
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

華
嚴
五
教
第
一
卷
云
。
今
將
開
釋
迦
佛
海
印
三
昧
一
乘
教
義
略
作
十
門
。
初
明
建
立
一
乘
者
。
然
此
一
乘
教
義
分
齊
開
爲
二
門
。
一
別
教
二
同
教
。

初
中
亦
二
。
一
是
性
海
果
分
。
當
是
不
可
説
義
。
何
以
故
。
不
與
教
相
應
故
。
即
十
佛
自
境
界
也
。
故
地
論
云
因
分
可
説
果
分
不
可
説
者
是
也
。

二
是
縁
起
因
分
即
普
賢
境
界
也
。 

 

【
書
き
下
し
】 

華
嚴
五
教
の
第
一
卷
に
云
わ
く
、「
今
、
將
に
釋
迦
佛
の
海
印
三
昧
、
一
乘
教
義
を
開
か
ん
に
、
略
し
て
十
門
を
作
る
。
初
め
に
建
立
一
乘
を
明
さ

ば
、
然
も
此
の
一
乘
教
義
の
分
齊
を
開
い
て
二
門
と
爲
す
。
一
に
別
教
、
二
に
同
教
な
り
。
初
の
中
に
亦
た
二
な
り
。
一
に
是
れ
性
海
果
分
、
是

れ
不
可
説
の
義
に
當
る
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
教
と
相
應
せ
ざ
る
が
故
に
。
即
ち
十
佛
の
自
境
界
な
り
。
故
に
地
論
に
「
因
分
は
可
説
に
し
て
、

果
分
は
不
可
説
な
り
」
と
云
う
は
是
れ
な
り
。
二
に
是
れ
縁
起
因
分
は
即
ち
普
賢
の
境
界
な
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
華
嚴
五
教
：『
華
厳
五
教
章
』。
中
国
華
厳
宗
の
第
三
祖
・
法
蔵
の
華
厳
論
書
。 

②
海
印
三
昧
：
前
述
。 

③
建
立
一
乗
：
華
厳
教
義
を
打
ち
立
て
る
。 

④
性
海
果
分
：
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
互
い
に
妨
げ
な
く
交
じ
り
合
っ
て
円
融
無
礙
の
大
海
の
よ
う
な
サ
ト
リ
の
境
地
。 

⑤
十
佛
：
華
厳
の
二
種
十
仏
説
。
華
厳
の
教
義
を
実
践
中
の
「
行
境
の
十
仏
」
と
、
サ
ト
リ
を
得
た
「
解
境
の
十
仏
」（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕

密
二
教
論
』）。
具
に
は
「
無
著
仏
」「
願
仏
」「
業
報
仏
」「
持
仏
」「
涅
槃
仏
」「
法
界
仏
」「
心
仏
」「
三
昧
仏
」「
性
仏
」「
如
意
仏
」。 

⑥
地
論
：
世
親
の
『
十
地
経
論
』。 



⑦
因
分
は
可
説
に
し
て
、
果
分
は
不
可
説
な
り
：
菩
薩
行
に
励
む
修
行
位
は
言
語
で
説
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
サ
ト
リ
の
境
地
は
言
語
で
表
現
で

き
な
い
。 

⑧
縁
起
因
分
：
言
語
に
よ
っ
て
は
表
現
で
き
な
い
サ
ト
リ
の
境
地
を
世
間
の
縁
起
生
に
よ
っ
て
説
く
こ
と
。 

 

【
私
訳
】 

中
国
華
厳
宗
の
第
三
祖
・
法
蔵
の
『
華
厳
五
教
章
』
の
第
一
卷
に
説
く
、「
今
ま
さ
に
釈
尊
の
姿
に
な
っ
た
盧
遮
那
仏
が
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
互
い

に
妨
げ
な
く
交
じ
り
合
っ
て
円
融
無
礙
の
大
海
の
よ
う
な
境
地
（
海
印
三
昧
）
に
入
っ
て
、
華
厳
一
乘
の
教
義
を
開
説
す
る
の
に
、
略
し
て
十
種

の
法
門
が
あ
る
。
初
め
に
華
厳
教
義
を
打
ち
立
て
る
こ
と
を
明
か
せ
ば
、
そ
れ
も
ま
た
、
こ
の
華
厳
教
義
の
内
容
を
開
説
す
る
に
二
種
の
法
門
が

あ
る
。
一
つ
は
三
乗
を
超
え
た
す
ぐ
れ
た
教
義
（
別
教
）
と
、
二
つ
目
は
三
乗
と
共
通
す
る
教
義
（
同
教
）
で
あ
る
。
別
教
に
ま
た
二
種
あ
る
。

一
つ
目
は
性
海
果
分
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
互
い
に
妨
げ
な
く
交
じ
り
合
っ
て
円
融
無
礙
の
大
海
の
よ
う
な
サ
ト
リ
の
境
地
。
こ
れ
は
言
語
で
は

表
現
で
き
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
な
ぜ
か
な
ら
ば
、
言
語
に
よ
る
教
法
の
次
元
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
（
盧
遮
那
仏
の
）
十
仏

自
ら
の
境
地
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
十
地
経
論
』
に
「
因
分
は
可
説
に
し
て
、
果
分
は
不
可
説
な
り
」
と
説
い
て
い
る
。
二
つ
目
は
縁
起
因
分
で
、

言
語
に
よ
っ
て
は
表
現
で
き
な
い
サ
ト
リ
の
境
地
を
世
間
の
縁
起
生
に
よ
っ
て
説
く
こ
と
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
は
華
厳
の
修
行
位

（
因
分
）
に
あ
る
普
賢
菩
薩
の
境
地
で
あ
る
」
と
。 

 

【
付
記
】 

こ
こ
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
華
厳
・
天
台
・
法
相
・
三
論
の
「
四
家
大
乗
」
を
論
拠
に
顕
密
の
ち
が
い
を
説
く
。
先
ず
最
初
に
華
厳
で
、
中
国
華
厳
宗

の
第
三
祖
法
蔵
の
『
華
厳
五
教
章
』
を
論
拠
に
、「
海
印
三
昧
一
乗
教
」（「
華
厳
の
仏
一
乗
教
」）
を
開
説
す
れ
ば
「
十
門
」
あ
り
、
そ
の
第
一
の

「
建
立
一
乗
」
を
開
け
ば
「
別
教
」「
同
教
」
が
あ
り
、
そ
の
「
別
教
」
一
乗
を
ひ
ら
く
と
「
性
海
果
分
」「
縁
起
因
分
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

「
性
海
果
分
」
こ
そ
が
華
厳
の
教
主
盧
遮
那
仏
の
自
内
証
で
あ
り
、
そ
れ
は
教
説
（
言
語
）
で
表
現
で
き
な
い
、
す
な
わ
ち
「
果
分
不
可
説
」
で



あ
る
と
説
く
。 

 

【
原
文
】 

又
中
卷
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
云
。
夫
法
界
縁
起
乃
自
在
無
窮
。
今
以
要
門
略
攝
爲
二
。
一
者
明
究
竟
果
證
義
。
即
十
佛
自
境
界
也
。
二
者
隨
縁

約
因
辯
教
義
。
即
普
賢
境
界
也
。
初
義
者
圓
融
自
在
一
即
一
切
一
切
即
一
。
不
可
説
其
状
相
耳
。
如
花
嚴
經
中
究
竟
果
分
國
土
海
及
十
佛
自
體
融

義
等
者
即
其
事
也
。
不
論
因
陀
羅
及
微
細
等
。
此
當
不
可
説
義
。
何
以
故
。
不
與
教
相
應
故
。
故
地
論
云
因
分
可
説
果
分
不
可
説
者
即
其
義
也
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
中
卷
の
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
に
云
わ
く
、「
夫
れ
、
法
界
の
縁
起
は
乃
ち
自
在
無
窮
な
り
。
今
、
要
門
を
以
っ
て
略
攝
し
て
二
と
爲
す
。

一
に
は
究
竟
果
證
の
義
を
明
か
す
。
即
ち
十
佛
の
自
境
界
な
り
。
二
に
は
縁
に
隨
縁
約
因
の
教
義
を
辯
ず
。
即
ち
普
賢
の
境
界
な
り
。
初
め
の
義

は
、
圓
融
自
在
に
し
て
一
即
一
切
、
一
切
即
一
な
り
。
其
の
状
相
を
説
く
べ
か
ら
ず
。
花
嚴
經
の
中
の
究
竟
果
分
の
國
土
海
及
び
十
佛
の
自
體
融

義
等
の
如
き
は
、
即
ち
其
の
事
な
り
。
因
陀
羅
及
び
微
細
等
を
論
ぜ
ず
。
此
れ
不
可
説
の
義
に
當
る
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
教
と
相
應
せ
ざ
る

が
故
に
。
故
に
地
論
に
因
分
可
説
・
果
分
不
可
説
と
云
う
は
、
即
ち
其
の
義
な
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
：「
因
陀
羅
網
境
界
門
」
な
ど
を
説
く
、
法
蔵
の
代
表
的
な
華
厳
思
想
。「
十
玄
縁
起
」「
十
玄
門
」。 

②
一
即
一
切
、
一
切
即
一
：
一
の
も
の
が
一
切
の
も
の
に
含
ま
れ
、
一
切
の
も
の
が
一
つ
の
も
の
に
包
摂
さ
れ
る
「
相
即
相
入
」
の
関
係
。 

③
自
體
融
義
：
十
仏
そ
れ
自
身
の
円
融
無
礙
の
境
地
。 

④
因
陀
羅
：
ヒ
ン
ド
ゥ
の
イ
ン
ド
ラ
天
が
発
す
る
稲
光
の
電
光
。
仏
教
に
転
じ
て
、
帝
釈
天
の
宮
殿
を
飾
る
網
状
の
宝
飾
。 

 



【
私
訳
】 

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
中
卷
の
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
に
説
く
、「
そ
も
そ
も
、
法
界
縁
起
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
妨
げ
な
く
交
じ
り
合
っ
て

円
融
自
在
に
し
て
窮
ま
り
が
な
い
。
今
、
要
約
し
簡
略
に
す
べ
て
を
含
ん
で
そ
れ
を
説
く
と
二
通
り
あ
る
。
一
つ
に
は
究
極
の
サ
ト
リ
の
果
分
の

境
地
（「
究
竟
果
證
」）
を
明
か
す
。
す
な
わ
ち
十
仏
自
ら
の
境
地
で
あ
る
。
二
つ
に
は
世
間
の
縁
起
生
に
よ
っ
て
華
厳
教
義
を
論
じ
る
。
す
な
わ

ち
菩
薩
行
に
励
む
普
賢
菩
薩
の
境
地
で
あ
る
。
最
初
の
内
容
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
妨
げ
な
く
交
じ
り
合
っ
て
円
融
自
在
に
し
て
、
一
は
即
ち
一

切
、
一
切
は
即
ち
一
で
あ
る
。
そ
の
在
り
様
は
言
語
で
は
表
現
で
き
な
い
。『
華
厳
経
』
で
は
こ
れ
を
、
究
極
の
サ
ト
リ
の
境
地
に
お
け
る
仏
国
土

及
び
十
仏
そ
れ
自
身
の
円
融
無
礙
の
境
地
は
、
そ
の
こ
と
で
あ
る
。（
そ
れ
は
）
帝
釈
天
の
宮
殿
を
飾
る
宝
飾
の
網
の
喩
え
で
も
、
極
め
て
微
細
な

毛
孔
に
三
千
世
界
が
詰
ま
っ
て
い
る
喩
え
に
よ
っ
て
も
、
言
語
で
は
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
不
可
説
の
意
味
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
言
う

と
。
言
語
に
よ
る
教
法
と
次
元
を
異
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
十
地
経
論
』
に
「
因
分
は
可
説
に
し
て
、
果
分
は
不
可
説
な
り
」
と
説
く

の
は
、
こ
の
意
味
で
あ
る
」
と
。 

 

【
付
記
】 

続
い
て
、『
華
厳
五
教
章
』
の
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
が
説
く
「
法
界
縁
起
」
に
「
究
竟
果
證
」（
十
仏
を
具
有
す
る
盧
遮
那
仏
の
自
内
証
の

境
地
）
と
「
隨
縁
約
因
」（
機
縁
に
随
い
修
行
位
に
集
約
し
て
法
を
説
く
境
地
）
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
究
竟
果
證
」
は
言
語
で
は
表
現
で

き
な
い
「
果
分
不
可
説
」
で
あ
り
、「
一
即
一
切
」「
一
切
即
一
」
の
相
即
相
入
の
法
性
法
界
で
あ
る
と
。 

 

【
原
文
】 

問
。
義
若
如
是
何
故
經
中
乃
説
佛
不
思
議
品
等
果
耶
答
。
此
果
義
是
約
縁
形
對
爲
成
因
故
説
此
果
。
非
據
究
竟
自
在
果
。
所
以
然
者
爲
不
思
議
法

品
等
與
因
位
同
會
而
説
故
。
知
形
對
耳
。
又
云
問
。
上
言
果
分
離
縁
不
可
説
相
但
論
因
分
者
。
何
故
十
信
終
心
即
辯
作
佛
得
果
法
也
答
。
今
言
作

佛
者
。
但
初
從
見
聞
已
去
。
乃
至
第
二
生
即
成
解
行
。
解
行
終
心
因
位
窮
滿
者
。
於
第
三
生
即
得
彼
究
竟
自
在
圓
融
果
矣
。
由
此
因
體
依
果
成
故
。



但
因
位
滿
者
勝
進
即
沒
於
果
海
中
。
爲
是
證
境
界
故
不
可
説
耳 

 

 

【
書
き
下
し
】 

問
う
、「
義
、
若
し
是
く
の
如
く
な
ら
ば
、
何
の
故
に
經
の
中
に
乃
ち
佛
不
思
議
品
等
の
果
を
説
く
や
」
と
。
答
う
、「
此
の
果
の
義
は
、
是
れ
縁

に
約
し
て
、
形
對

ぎ
ょ
う
た
い

し
て
因
を
成
ぜ
ん
が
爲
の
故
に
、
此
の
果
を
説
く
。
究
竟
自
在
の
果
に
據
る
に
非
ず
。
然
る
所
以
は
不
思
議
法
品
等
は
因
位
と

同
會

ど
う
え

に
し
て
説
く
が
爲
の
故
に
。
知
り
ぬ
、
形
對
す
る
の
み
」
と
。
又
、
云
わ
く
、
問
う
、「
上
に
果
分
は
縁
を
離
れ
て
不
可
説
の
相
な
り
、
但
し

因
分
を
論
ず
と
言
う
は
、
何
の
故
に
十
信
の
終
心
に
即
ち
作
佛
得
果
の
法
を
辯
ず
る
や
」
と
。
答
う
、「
今
、
作
佛
と
言
う
は
、
但
し
初
め
見
聞
從

り
已
去

い

こ

、
乃
し
第
二
生
に
至
っ
て
即
ち
解 げ

行
ぎ
ょ
う

を
成
じ
、
解
行
の
終
心
に
因
位
窮
滿

ぐ
う
ま
ん

す
る
者
、
第
三
生
に
於
い
て
即
ち
彼
の
究
竟
自
在
圓
融
の
果
を

得
。
此
の
因
の
體
は
果
に
依
っ
て
成
ず
る
に
由
る
が
故
に
、
但
し
因
位
の
滿
ず
る
者
は
勝
進
し
て
即
ち
果
海
に
中
に
沒
す
。
是
れ
證
の
境
界
爲
る

が
故
に
不
可
説
な
る
の
み
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
佛
不
思
議
品
等
：『
華
厳
経
』
の
「
仏
不
思
議
法
品
」「
如
来
十
身
相
海
品
」「
如
来
隨
好
光
明
功
徳
品
」「
普
賢
行
願
品
」「
如
来
出
現
品
」。 

②
形
對
：
対
比
、
比
べ
る
。 

③
究
竟
自
在
の
果
：
相
即
相
入
自
在
の
究
極
の
サ
ト
リ
の
境
地
。 

④
同
會
：
同
じ
会
座
。 

⑤
十
信
の
終
心
：
菩
薩
行
の
最
初
の
「
十
信
」
の
う
ち
最
後
の
「
信
心
」。 



⑥
作
佛
得
果
：
作
仏
は
「
仏
と
作
（
な
）
る
」
＝
「
成
仏
」。「
得
果
」
は
サ
ト
リ
の
境
地
を
得
る
こ
と
。 

⑦
解
行
：
思
考
に
よ
る
仏
法
理
解
と
菩
薩
行
。 

⑧
果
海
：
果
位
。
究
極
の
サ
ト
リ
の
境
地
。 

 

【
私
訳
】 

問
う
人
が
言
う
に
、「
そ
う
い
う
意
味
な
ら
ば
、
な
ぜ
『
華
厳
経
』「
仏
不
思
議
法
品
」
な
ど
に
サ
ト
リ
の
境
地
（
仏
果
）
を
説
く
の
か
」
と
。
答

え
て
言
う
に
、「
こ
の
サ
ト
リ
の
境
地
（
仏
果
）
の
意
味
は
、
機
縁
（
菩
薩
の
機
根
の
優
劣
）
に
応
じ
、
そ
れ
を
対
比
し
て
修
行
位
の
報
果
が
成
ぜ

ら
れ
る
こ
と
を
表
わ
す
た
め
に
、
こ
の
サ
ト
リ
の
境
地
（
因
分
可
説
）
を
説
い
た
の
で
あ
り
、
究
極
の
相
即
相
入
自
在
の
サ
ト
リ
の
境
地
（
果
分

不
可
説
）
に
よ
っ
て
言
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
の
わ
け
は
、「
仏
不
思
議
法
品
」
な
ど
は
修
行
の
段
階
（
因
位
）
を
説
く
品
（
章
）
と
同
じ
会
座
で

説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
菩
薩
の
機
縁
に
対
比
し
て
修
行
の
報
果
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
」
と
。 

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
巻
中
「
十
玄
縁
起
無
礙
法
門
義
」
第
三
「
諸
法
相
即
自
在
門
」
に
説
く
に
、
問
う
、「
前
に
言
っ
た
サ
ト
リ
の
境
地
は
、

相
対
的
な
因
縁
関
係
を
離
れ
、
言
語
で
は
表
現
で
き
な
い
境
地
で
あ
る
。
な
の
に
、
相
対
的
な
修
行
の
報
果
を
論
じ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
言
う

の
な
ら
、
ど
う
し
て
「
十
信
」
の
最
後
の
「
信
心
」
の
段
階
（
因
分
）
で
成
仏
し
サ
ト
リ
を
得
る
こ
と
（
果
分
）
を
論
じ
て
い
る
の
と
同
じ
で
は

な
い
か
」
と
。
答
え
て
言
う
に
、「
今
、
成
仏
と
言
う
の
は
、
こ
の
世
で
初
め
て
仏
法
を
見
聞
し
て
か
ら
、
次
に
生
ま
れ
た
第
二
生
で
思
考
に
よ
る

仏
法
理
解
と
修
行
を
成
就
し
、
そ
の
最
後
の
修
行
の
段
階
で
修
行
位
を
成
満
し
た
者
が
、
次
に
生
ま
れ
た
第
三
生
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が

相
即
相
入
自
在
で
あ
り
、
妨
げ
な
く
か
か
わ
り
合
っ
て
い
る
究
極
の
サ
ト
リ
の
境
地
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
修
行
位
の
本
性
は
修
行
の
結
果

サ
ト
リ
の
報
果
に
顕
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
修
行
位
を
成
滿
し
て
さ
ら
に
勝
進
す
る
者
だ
け
が
究
極
の
サ
ト
リ
の
境
地
に
沒
入
す
る
。
こ
れ
は

修
行
位
の
相
対
関
係
を
超
え
た
境
地
で
あ
る
か
ら
、
言
語
で
は
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
と
。 

 

【
原
文
】 



喩
曰
。
十
地
論
及
五
教
性
海
不
可
説
文
。
與
彼
龍
猛
菩
薩
不
二
摩
訶
衍
圓
圓
性
海
不
可
説
言
懸
會
。
所
謂
因
分
可
説
者
顯
教
分
齊
。
果
性
不
可
説

即
是
密
藏
本
分
也
。
何
以
知
然
。
金
剛
頂
經
分
明
説
故
。
有
智
者
審
思
之 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
十
地
論
及
び
五
教
の
性
海
不
可
説
の
文
と
、
彼
の
龍
猛
菩
薩
の
不
二
摩
訶
衍
の
圓
圓
性
海
不
可
説
の
言
と
、
懸 は

る

か
に
會 か

な

え
り
。

謂
わ
ゆ
る
、
因
分
可
説
と
は
顯
教
の
分
齊
、
果
性
不
可
説
は
即
ち
是
れ
密
藏
の
本
分
な
り
。
何
を
以
っ
て
か
然
る
を
知
る
と
な
ら
ば
、
金
剛
頂
經

に
分
明
に
説
く
が
故
に
、
有
智
の
者
は
審
か
に
之
を
思
え
。 

 

【
私
訳
】 

喩
し
て
言
う
に
、「『
十
地
経
論
』
及
び
『
華
厳
五
教
章
』
の
法
性
の
果
海
（
究
極
の
サ
ト
リ
の
境
地
）
は
言
語
で
説
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

文
と
、
龍
猛
菩
薩
（『
釈
摩
訶
衍
論
』）
の
「
不
二
摩
訶
衍
」
の
円
融
無
礙
の
妨
げ
な
き
大
海
は
不
可
説
で
あ
る
と
い
う
論
と
、
そ
の
立
場
は
遠
く

離
れ
て
い
て
も
意
味
は
一
致
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
修
行
位
の
境
地
は
言
語
で
説
く
こ
と
が
で
き
る
（
因
分
可
説
）
と
は
顕
教
の
レ
ベ
ル
で
あ

り
、
サ
ト
リ
の
境
地
は
言
語
で
は
表
現
で
き
な
い
（
果
性
不
可
説
）
と
は
密
教
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
な
ぜ
と
言
え
ば
、『
金
剛
頂
経
』
に
明
ら
か
に

説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
、
智
慧
あ
る
者
は
詳
し
く
こ
れ
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。 

 

【
付
記
】 

華
厳
の
最
後
で
、
こ
れ
ま
で
に
引
証
と
し
た
『
華
厳
五
教
章
』
な
ど
の
「
性
海
不
可
説
」
や
『
釈
摩
訶
衍
論
』）
の
「
不
二
摩
訶
衍
」、
す
な
わ
ち

「
果
分
不
可
説
」
は
密
教
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
と
。 

 



○
天
台
宗
論
疏
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

天
台
止
觀
第
三
卷
云
。
此
三
諦
理
不
可
思
議
無
決
定
性
實
不
可
説
。
若
爲
縁
説
不
出
三
意
。
一
隨
情
説
即
隨
他
意
語
二
隨
情
智
説
即
隨
自
他
意
語

三
隨
智
説
即
隨
自
意
語
云
何
隨
情
説
三
諦
。
如
盲
不
識
乳
爲
説
具
粖
雪
鶴
四
譬
。
四
盲
各
各
作
解
執
起
四
諍
。
凡
情
愚
翳
亦
復
如
是
。
不
識
三
諦

大
悲
方
便
而
爲
説
有
門
空
門
空
有
門
非
空
非
有
門
。
是
諸
凡
夫
終
不
能
見
常
樂
我
淨
眞
實
之
相
。
各
執
空
有
互
相
是
非
如
彼
四
盲
所
以
常
途
解
二

諦
者
二
十
三
家
。
家
家
不
同
各
各
異
見
執
自
非
他
。
雖
飮
甘
露
傷
命
早
夭
云
云 

 

【
書
き
下
し
】 

天
台
止
觀
の
第
三
卷
に
云
わ
く
、「
此
の
三
諦
の
理
は
、
不
可
思
議
に
し
て
決
定
の
性
無
し
。
實
に
不
可
説
な
り
。
若
し
縁
の
爲
に
説
か
ば
三
つ
の

意
を
出
ず
。
一
つ
は
隨
情
説
、
即
ち
隨
他
意
語
な
り
。
二
つ
は
隨
情
智
説
、
即
ち
隨
自
他
意
語
な
り
。
三
つ
は
隨
智
説
、
即
ち
隨
自
意
語
な
り
。

云
何
が
隨
情
説
の
三
諦
と
な
ら
ば
、
盲
の
乳
を
識
ら
ざ
れ
ば
、
爲
に
貝
・
粖
・
雪
・
鶴
の
四
つ
の
譬
え
を
説
く
に
、
四
盲
各
々
に
解
を
作
し
て
、

執
し
て
四
つ
の
諍
い
を
起
す
が
如
く
、
凡
情
の
愚 ぐ

翳 え
い

も
亦
た
復
た
是
く
の
如
し
。
三
諦
を
識
ら
ざ
れ
ば
大
悲
方
便
も
て
爲
に
有
門
・
空
門
・
空
有

門
・
非
空
非
有
門
を
説
く
。
是
の
諸
々
の
凡
夫
、
終
に
常
・
樂
・
我
・
淨
の
眞
實
の
相
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
。
各
々
空
有
に
執
し
互
相
に
是
非
す

る
こ
と
彼
の
四
盲
の
如
し
。
所
以
に
、
常

じ
ょ
う

途 づ

に
二
諦
を
解
す
る
者
は
二
十
三
家
な
り
。
家
家
不
同
に
し
て
各
々
に
異
見
し
自
に
執
し
て
他
を
非
す
。

甘
露
を
飲
む
と
雖
も
命
を
傷
つ
け
て
早
く
夭
ず
」
と
云
々
。 

 

【
註
記
】 

①
天
台
止
觀
：
天
台
宗
の
開
祖
・
智
者
大
師
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』。
イ
ン
ド
中
観
派
の
龍
樹
が
説
い
た
「
空
・
仮
・
中
」
の
「
三
諦
」
を
凡
夫
・



衆
生
の
日
常
心
（
一
心
）
に
観
じ
る
慧
文
の
「
一
心
三
観
」
を
も
と
に
し
た
「
一
念
三
千
」
を
説
く
。
一
念
は
凡
夫
・
衆
生
の
日
常
心
。
三
千

は
「
六
道
」
に
「
声
聞
」「
縁
覚
」「
菩
薩
」「
仏
」
の
「
十
界
」
が
各
々
他
の
九
界
を
含
ん
で
「
百
界
」。
そ
の
「
百
界
」
に
「
相
如
是
」「
性
如

是
」「
体
如
是
」
な
ど
の
「
十
如
是
」
が
あ
っ
て
「
千
界
」。
そ
の
「
千
界
」
が
三
種
世
間
ご
と
に
あ
っ
て
「
三
千
」。 

②
三
諦
：
龍
樹
の
『
中
論
』
に
説
か
れ
る
「
空
・
仮
・
中
」
の
「
三
諦
」。 

③
隨
情
説
：
聞
く
人
の
宗
教
的
な
心
情
に
従
っ
て
説
く
方
法
。 

④
隨
情
智
説
：
聞
く
人
の
宗
教
的
な
心
情
に
従
い
つ
つ
、
自
己
の
サ
ト
リ
の
智
慧
ま
で
導
く
方
法
。 

⑤
隨
智
説
：
自
己
の
サ
ト
リ
の
智
慧
ま
で
導
く
方
法
。 

⑥
貝
・
粖
・
雪
・
鶴
：
牛
乳
の
色
の
譬
え
。 

⑦
愚
翳
：
愚
か
で
陰
り
が
あ
る
人
。 

⑧
有
門
・
空
門
・
空
有
門
・
非
空
非
有
門
：
諸
法
は
「
有
」、
諸
法
は
一
切
「
空
」、「
空
有
」
の
「
仮
」、「
非
空
非
有
」
の
「
中
」。 

 

【
私
訳
】 

天
台
大
師
智
顗
の
『
摩
訶
止
觀
』
第
三
卷
に
説
く
に
、「
こ
の
「
空
・
仮
・
中
」
の
「
三
諦
」、
す
な
わ
ち
諸
法
は
無
自
性
・「
空
」
で
あ
る
と
い
う

「
空
諦
」、
諸
法
は
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
、
言
葉
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
は
じ
め
て
存
在
た
り
得
る
仮
構
と
い
う
意
味
で
「
仮
諦
」、
仮
構
で
あ
る

か
ら
「
有
」
る
の
で
も
な
く
「
無
」
い
の
で
も
な
い
「
中
諦
」
は
、
通
常
の
思
考
で
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
、
決
っ
た
本
性
が
あ
る
わ
け
で
も

な
く
、
言
語
で
は
表
現
で
き
な
い
。
も
し
、
機
縁
に
応
じ
て
こ
れ
を
説
く
と
す
れ
ば
三
つ
の
説
を
出
な
い
。
一
つ
は
聞
く
人
の
宗
教
的
な
心
情
に

従
っ
て
説
く
隨
情
説
（
隨
他
意
語
）。
二
つ
は
聞
く
人
の
宗
教
的
な
心
情
に
従
い
つ
つ
、
自
己
の
サ
ト
リ
の
智
慧
ま
で
導
く
隨
情
智
説
（
隨
自
他
意

語
）。
三
つ
は
自
己
の
サ
ト
リ
の
智
慧
ま
で
導
く
隨
智
説
（
隨
自
意
語
）
で
あ
る
。 

隨
情
説
の
「
三
諦
」
は
ど
う
か
と
言
う
と
、
例
え
ば
、
牛
乳
を
知
ら
な
い
盲
者
の
た
め
に
、
貝
や
米
粉
や
雪
や
鶴
と
い
っ
た
譬
え
を
説
い
て
も
、

四
種
を
そ
れ
ぞ
れ
に
盲
者
は
解
釈
し
、
そ
れ
に
執
着
し
て
四
つ
の
争
い
ご
と
を
起
す
よ
う
に
、
凡
夫
の
愚
か
で
陰
り
が
あ
る
人
も
こ
れ
と
同
じ
で



あ
る
。「
三
諦
」
を
知
ら
な
い
の
で
、
大
悲
方
便
に
よ
っ
て
、
諸
法
は
「
有
」、
諸
法
は
一
切
「
空
」、「
空
有
」
の
「
仮
」、「
非
空
非
有
」
の
「
中
」

が
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。（
こ
れ
に
対
し
）
こ
れ
ら
の
凡
夫
は
、
い
つ
に
な
っ
て
も
、
こ
の
現
象
世
界
は
「
無
常
」
で
は
な
く
「
常
」、「
苦
」
で
は

な
く
「
楽
」、「
無
我
」
で
は
な
く
「
我
」、「
不
浄
」
で
は
な
く
「
浄
」
だ
と
い
う
真
実
の
実
相
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
空
有
」

の
仮
構
に
執
着
し
、
お
互
い
に
肯
定
否
定
す
る
こ
と
四
盲
の
如
し
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
通
常
、「
空
諦
」「
仮
諦
」
の
二
諦
を
理
解
す
る
論
者

は
二
十
三
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
る
見
解
を
主
張
し
自
説
に
執
着
し
て
他
説
を
非
難
し
て
い
る
。
甘
露
水
（
正
し
い
教
え
）

を
飲
む
（
修
得
す
る
）
と
い
っ
て
も
、
命
を
傷
つ
け
て
早
逝
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
云
々
。 

 

【
付
記
】 

「
四
家
大
乗
」
の
二
番
目
の
天
台
で
あ
る
。
天
台
を
代
表
す
る
天
台
大
師
智
顗
の
『
摩
訶
止
観
』
を
も
と
に
、
イ
ン
ド
中
観
派
の
龍
樹
が
『
中
論
』

で
説
い
た
「
空
・
仮
・
中
」
を
「
隨
情
説
」「
隨
情
智
説
」「
隨
智
説
」
の
説
き
方
で
説
く
。 

先
ず
最
初
の
「
隨
情
説
」
で
は
、
愚
迷
の
凡
夫
・
衆
生
は
「
三
諦
」
の
真
実
相
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
大
悲
方
便
に
よ
っ
て
変
え
て
仮
に
「
諸
法

は
「
有
」、
諸
法
は
一
切
「
空
」、「
空
有
」
の
「
仮
」、「
非
空
非
有
」
の
「
中
」」
と
説
く
が
、
み
な
自
説
に
執
着
し
て
い
る
と
言
う
。 

 

【
原
文
】 

隨
智
説
三
諦
者
、
從
初
住
去
非
但
説
中
絶
於
視
聽
。
眞
俗
亦
然
。
三
諦
玄
微
唯
智
所
照
。
不
可
示
不
可
思
。
聞
者
驚
怪
。
非
内
非
外
非
難
非
易
。

非
相
非
非
相
非
是
世
法
無
有
相
貌
。
百
非
洞
遣
四
句
皆
亡
。
唯 

佛
與
佛
乃
能
究
盡
。
言
語
道
斷
心
行
處
滅
。
不
可
以
凡
情
圖
想
。
若
一
若
三
皆
絶

情
望
尚
非
二
乘
所
測
。
何
況
凡
夫
。
如
乳
眞
色
眼
開
乃
見
。
徒
費
言
語
盲
終
不
識
。
如
是
説
者
名
爲
隨
智
説
三
諦
相
。
即
是
隨
自
意
語
也 

 

【
書
き
下
し
】 



「
隨
智
説
の
三
諦
と
は
、
初
住
從
り

去
こ
の
か
た

、
但
し
中
を
説
く
に
視
聽
を
絶
す
る
の
み
に
非
ず
。
眞
と
俗
も
亦
た
然
り
。
三
諦
は
玄
微
に
し
て
唯
だ

智
の
照
ら
す
所
な
り
。
示
す
べ
か
ら
ず
、
思
う
べ
か
ら
ず
。
聞
く
者
驚
き
怪
し
ま
ん
。
内
に
非
ず
外
に
非
ず
、
難
に
非
ず
易
に
非
ず
。
相
に
非
ず

非
相
に
非
ず
。
是
れ
世
法
に
非
ず
、
相
貌
有
る
こ
と
無
し
。
百
非
洞
遣
し
四
句
皆
亡
す
。
唯
だ
佛
と
佛
の
み
乃
し
能
く
究
盡
す
。
言
語
道
斷
し
心

行
處
滅
す
。
凡
情
を
以
っ
て
圖
り
想
う
べ
か
ら
ず
。
若
し
は
一
、
若
し
は
三
、
皆
情
望
を
絶
つ
。
尚
し
二
乘
の
測
る
所
に
非
ず
。
何
ぞ
況
ん
や
凡

夫
を
や
。
乳
の
眞
色
を
眼
開
け
て
乃
ち
見
、
徒
に
言
語
を
費
す
も
、
盲
終
に
識
ら
ざ
る
が
如
し
。
如
是
く
の
如
く
の
説
を
、
名
づ
け
て
隨
智
説
の

三
諦
の
相
と
爲
す
。
即
ち
是
れ
隨
自
意
語
な
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
初
住
從
り
去
：
菩
薩
の
修
行
位
「
十
住
」
の
初
地
「
潅
頂
住
」
か
ら
五
十
二
位
の
「
妙
覚
」
ま
で
。 

②
玄
微
：
意
味
が
深
遠
で
微
妙
。 

③
百
非
洞
遣
：
百
回
否
定
し
て
拒
否
す
る
。 

④
四
句
：「
有
」「
無
」「
一
」「
異
」。 

 

【
私
訳
】 

「
隨
智
説
の
「
三
諦
」
と
言
う
の
は
、
菩
薩
の
修
行
位
「
十
住
」
の
初
地
「
潅
頂
住
」
か
ら
五
十
二
位
の
「
妙
覚
」
ま
で
の
段
階
で
、「
非
有
非
空
」

の
「
中
」
を
説
く
の
に
見
た
り
聞
い
た
り
を
超
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
真
、
す
な
わ
ち
「
空
」
も
、
俗
、
す
な
わ
ち
「
仮
」
も
同
様
に
言
語
を

超
え
て
い
る
。「
三
諦
」
は
、
意
味
が
深
遠
で
微
妙
で
あ
り
、
た
だ
仏
智
の
み
が
照
ら
出
せ
る
も
の
で
あ
る
。
仏
以
外
に
明
示
で
き
な
い
し
、
考
え

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
聞
く
人
は
驚
い
て
怪
し
む
に
ち
が
い
な
い
。
心
中
に
も
心
外
に
も
な
く
、（
理
解
が
）
難
し
い
と
か
易
し
い
と
い
う
も
の
で

も
な
く
、
姿
・
か
た
ち
を
持
っ
て
い
る
の
で
も
な
く
、
姿
・
か
た
ち
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
も
な
い
。
こ
れ
世
間
の
理
法
で
は
な
く
目
に
見
え
る



も
の
で
も
な
い
。
百
回
否
定
し
て
（
言
語
表
現
を
）
拒
否
し
（
百
非
洞
遣
）、「
有
」「
無
」「
一
」「
異
」
の
四
句
（
言
語
表
現
）
も
み
な
消
滅
す
る

（
四
句
皆
亡
）。
た
だ
仏
と
仏
の
間
の
み
（
唯
仏
与
仏
）
が
究
め
尽
く
せ
る
境
地
（
乃
能
究
盡
）
で
、
言
語
で
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
ず
（
言
語
道

断
）、
心
の
は
た
ら
き
も
み
な
消
滅
す
る
（
心
行
処
滅
）。
凡
夫
・
衆
生
な
ど
が
意
図
し
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
し
「
中
」
の
一
で
あ
っ

て
も
、「
空
・
仮
・
中
」
の
三
で
あ
っ
て
も
、
み
な
凡
夫
・
衆
生
の
情
欲
（
我
執
）
を
超
え
て
い
る
。
ま
し
て
や
「
声
聞
」「
縁
覚
」
二
乘
も
推
し

測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
凡
夫
・
衆
生
に
で
き
よ
う
か
。
牛
乳
の
ほ
ん
と
う
の
色
を
目
を
開
け
て
見
、
や
た
ら
コ
ト
バ
を
労
し
た
と
て
、

盲
者
は
と
う
と
う
知
ら
ず
に
終
わ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
説
を
、
隨
智
説
の
「
三
諦
」
の
様
相
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
隨
自

意
語
で
あ
る
」
と
。 

 

【
付
記
】 

二
番
目
の
「
随
情
智
説
」
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。「
空
・
仮
・
中
」
の
「
三
諦
」
は
「
言
語
道
断
」
で
言
語
表
現
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
此
宗
所
觀
不
過
三
諦
。
一
念
心
中
即
具
三
諦
。
以
此
爲
妙
。
至
如
彼
百
非
洞
遣
四
句
皆
亡
。
唯
佛
與
佛
乃
能
究
盡
。
此
宗
他
宗
以
此
爲
極
。

此
則
顯
教
關
楔
。
但
眞
言
藏
家
以
此
爲
入
道
初
門
不
是
祕
奥
。
仰
覺
薩
埵
不
可
不
思  

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
此
宗
の
所
觀
は
三
諦
を
過
ぎ
ず
。
一
念
の
心
中
に
即
ち
三
諦
を
具
す
。
此
れ
を
以
っ
て
妙
と
爲
す
。
彼
の
百
非
洞
遣
・
四
句
皆

亡
・
唯
佛
與
佛
・
乃
能
究
盡
の
如
く
に
至
っ
て
は
、
此
宗
・
他
宗
。
此
れ
を
以
っ
て
極
と
爲
す
。
此
れ
則
ち
顯
教
の
關 か

ん

楔 け
つ

な
り
。
但
し
眞
言
藏
家



に
は
此
れ
を
以
っ
て
入
道
の
初
門
と
爲
す
。
是
れ
祕
奥
な
ら
ず
。
仰
覺

ぎ
ょ
う
か
く

の
薩
埵
、
思
わ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。  

 

【
註
記
】 

①
一
念
の
心
中
に
即
ち
三
諦
を
具
す
： 

②
關
楔
：
關
は
か
ん
ぬ
き
、
楔
は
く
さ
び
。
要
所
・
要
点
・
要
件
。 

③
仰
覺
の
薩
埵
： 

 

【
私
訳
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
こ
の
天
台
宗
の
見
所
は
「
三
諦
」
を
超
え
ず
、
凡
夫
・
衆
生
の
日
常
の
一
念
の
な
か
に
「
空
・
仮
・
中
」
と
い
う
三
つ
の
真
実

「
三
諦
」
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
を
妙
境
と
言
う
。
今
述
べ
た
「
百
非
洞
遣
」「
四
句
皆
亡
」「
唯
佛
與
佛
」「
乃
能
究
盡
」

を
、
天
台
と
そ
の
他
の
宗
で
は
究
極
と
す
る
。
顕
教
の
要
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
言
宗
で
は
入
門
初
期
で
あ
る
。
こ
れ
は
秘
奥
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。
サ
ト
リ
を
求
め
て
修
行
す
る
凡
夫
・
衆
生
は
、
よ
く
よ
く
考
え
て
お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
。  

 

【
付
記
】 

『
摩
訶
止
観
』
に
説
か
れ
る
隨
智
説
の
「
三
諦
」（「
言
語
道
断
」）
を
「
果
分
不
可
説
」
と
見
て
、
宗
祖
大
師
は
真
言
の
入
門
初
期
だ
と
認
め
た
。

た
だ
こ
の
程
度
の
「
三
諦
」
の
論
述
で
は
、
中
観
派
（
三
論
）
が
説
く
「
三
諦
」
と
天
台
智
顗
が
言
う
「
三
諦
」
の
ど
こ
が
ち
が
う
の
か
、『
中
論
』

の
研
究
者
や
天
台
教
学
の
専
門
家
か
ら
見
る
と
首
を
か
し
げ
る
か
も
し
れ
な
い
。
天
台
の
「
一
心
三
観
」
や
「
一
念
三
千
」
は
ど
こ
に
い
っ
た
の

か
も
、
宗
祖
大
師
に
聞
い
て
み
た
い
。 

 



○
『
楞
伽
経
』
引
証
喩
釈
段
① 

【
原
文
】 

楞
伽
經
云
。
佛
告
大
惠
。
我
爲
曾
行
菩
薩
行
諸
聲
聞
等
依
無
餘
涅
槃
而
與
授
記
。
大
惠
我
與
聲
聞
授
記
者
。
爲
怯
弱
衆
生
生
勇
猛
心
。
大
惠
此
世

界
中
及
餘
佛
國
。
有
諸
衆
生
行
菩
薩
行
而
復
樂
聲
聞
法
行
。
爲
轉
彼
心
取
大
菩
提
。
應
化
身
佛
爲
應
化
聲
聞
授
記
。
非
報
佛
法
身
佛
而
授
記

 

 

【
書
き
下
し
】 

楞
伽
經

り
ょ
う
が
き
ょ
う

に
云
わ
く
、「
佛
、
大
惠
に
告
ぐ
。「
我
、
曾

む
か
し

、
菩
薩
行
を
行
ぜ
し
諸
聲
聞
等
の
無
餘

む

よ

涅
槃

ね
は
ん

に
依
る
が
爲
に
、
而
も
授
記

じ
ゅ
き

を
與
う
。
大
惠
、

我
、
聲
聞
に
授
記
を
與
う
る
は
、
怯
弱

こ
じ
ゃ
く

の
衆
生
に
勇
猛
心
を
生
ぜ
ん
が
爲
な
り
。
大
惠
、
此
の
世
界
中
及
び
餘
の
佛
國
に
、
諸
々
の
衆
生
、
菩
薩

行
を
行
じ
て
復
た
聲
聞
法
の
行
を
樂
う
も
の
有
り
。
彼
の
心
を
轉
じ
て
大
菩
提
を
取
ら
ん
が
爲
な
り
。
應
化
身
の
佛
、
應
化
の
聲
聞
の
爲
に
授
記

す
。
報
佛
・
法
身
佛
に
し
て
記
別
を
授
く
る
に
非
ず
」」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
楞
伽
經
：『
楞
伽
経
』。
唯
識
説
を
説
く
が
世
親
な
ど
の
イ
ン
ド
大
乗
の
唯
識
説
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
ア
ー
ラ
ヤ
識
と

如
来
蔵
を
同
一
視
す
る
な
ど
、
唯
識
と
如
来
蔵
を
融
合
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
声
聞
と
大
乗
を
一
貫
し
て
区
別
し
て
い
る
。 

 

漢
訳
に
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』（
求
那
跋
陀
羅
訳
）・『
入
楞
伽
経
』（
菩
提
流
支
訳
）・『
大
乗
入
楞
伽
経
』（
実
叉
難
陀
訳
）
の
三
本
が
あ
り
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
は
南
條
文
雄
博
士
校
訂
の
『
梵
文
入
楞
伽
経
』
が
あ
る
。 

②
大
惠
：
説
法
会
座
で
聴
衆
の
首
座
・
上
首
・
代
表
。
大
徳
。 

③
無
餘
涅
槃
：
煩
悩
か
ら
生
理
的
欲
求
ま
で
す
べ
て
が
生
滅
し
た
サ
ト
リ
の
境
地
。 



④
授
記
：
仏
が
弟
子
の
成
仏
に
つ
い
て
予
め
詳
し
く
書
き
記
す
こ
と
を
「
記
別
」
と
言
い
、「
記
別
」
を
弟
子
に
授
与
す
る
こ
と
。 

⑤
怯
弱
：
臆
病
。 

⑥
勇
猛
心
：
サ
ト
リ
を
求
め
て
励
む
心
。 

⑦
記
別
：
④
に
前
述
。 

 

【
私
訳
】 

（
声
聞
と
大
乗
を
一
貫
し
て
区
別
す
る
）『
入
楞
伽
経
』（
菩
提
流
支
訳
）
に
説
く
に
、「
仏
が
会
座
の
上
首
（
大
恵
）
に
告
げ
て
言
う
に
、「
私
は

昔
、、
す
で
に
大
乗
の
菩
薩
と
し
て
菩
薩
行
を
行
じ
な
が
ら
、
姿
は
小
乗
の
声
聞
と
な
っ
て
い
る
応
化
の
声
聞
が
、
煩
悩
も
生
理
的
欲
求
も
消
滅
し

た
サ
ト
リ
の
境
地
（
無
余
涅
槃
）
を
願
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
彼
ら
の
成
仏
を
予
め
詳
し
く
書
き
記
し
（「
記
別
」）、
そ
れ
を
授
与
（
授
記
）
し

た
。
大
恵
よ
、
私
が
小
乗
の
声
聞
に
（
本
来
や
る
べ
き
で
な
い
）「
授
記
」
を
与
え
た
の
は
、
意
志
薄
弱
な
凡
夫
・
衆
生
に
サ
ト
リ
を
求
め
て
励
む

心
（
勇
猛
心
）
を
起
す
た
め
で
あ
っ
た
。
大
恵
よ
、
こ
の
世
界
中
あ
る
い
は
他
の
仏
国
土
に
、
諸
々
の
凡
夫
・
衆
生
の
な
か
に
、
大
乗
の
菩
薩
行

を
行
じ
な
が
ら
小
乗
の
声
聞
の
教
法
の
修
行
を
願
う
者
が
い
る
の
で
、
彼
ら
の
心
を
転
換
し
て
大
い
な
る
サ
ト
リ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
あ
る
、
応
化
身
の
仏
が
、
応
化
身
の
声
聞
の
た
め
に
「
授
記
」
を
授
け
る
の
で
あ
っ
て
、
報
身
の
仏
や
法
身
の
仏
が
「
記
別
」
を
授
け
る
の
で

は
な
い
」」
と
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
依
此
文
法
華
經
者
是
應
化
佛
所
説
。
何
以
故
。
爲
應
化
聲
聞
等
佛
授
記

故
。
或
者
談
法
身
説
。
甚
誣
罔
而
已 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
此
の
文
に
依
ら
ば
、
法
華
經
は
是
れ
應
化
佛
の
所
説
な
り
。
何
を
以
っ
て
の
故
に
。
應
化
の
聲
聞
等
の
爲
に
、
佛
記
別
を
授
く



る
が
故
に
。
或
る
者
、
法
身
の
説
と
談
ず
。
甚
だ
誣
罔
な
る
の
み
。 

 

【
私
訳
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
こ
の
（『
入
楞
伽
経
』）
文
に
よ
れ
ば
、『
法
華
経
』
は
応
化
の
仏
の
所
説
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、（『
法
華
経
』「
授
記
品
」

に
）
姿
を
声
聞
に
変
え
た
弟
子
た
ち
に
釈
尊
が
「
記
別
」
を
授
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
人
は
、
法
身
の
説
と
言
う
が
、
甚
だ
し
い
い
つ
わ

り
で
あ
る
」
と
。 

 

【
付
記
】 

『
入
楞
伽
経
』「
変
化
品
」
が
説
く
仏
の
「
授
記
」
は
応
化
身
の
仏
の
大
悲
方
便
に
よ
る
も
の
で
、
法
身
の
説
法
で
は
な
い
こ
と
。
そ
れ
は
『
妙
法

蓮
華
経
』「
方
便
品
」
に
説
か
れ
る
釈
尊
の
弟
子
に
対
す
る
「
授
記
」
と
同
じ
で
、
応
化
身
の
慈
悲
行
で
あ
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
経
』

一
乗
を
説
く
天
台
は
応
化
身
の
仏
が
説
く
顕
教
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

 

○
法
相
宗
論
章
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

慈
恩
法
師
二
諦
義
云
。
瑜
伽
唯
識
二
諦
各
有
四
重
。
世
俗
諦
四
名
者
。
一
世
間
世
俗
諦
亦
名
有
名
無
實
諦
二
道
理
世
俗
諦
亦
名
隨
事
差
別
諦
三
證

得
世
俗
諦
亦
名
方
便
安
立
諦
四
勝
義
世
俗
諦
亦
名
假
名
非
安
立
諦
勝
義
諦
四
名
者
。
一
世
間
勝
義
諦
亦
名
體
用
顯
現
諦
二
道
理
勝
義
諦
亦
名
因
果

差
別
諦
三
證
得
勝
義
諦
亦
名
依
門
顯
實
諦
四
勝
義
勝
義
諦
亦
名
廢
詮
談
旨
諦
前
之
三
種
名
安
立
勝
義
諦
。
第
四
一
種
非
安
立
勝
義
諦
。
又
云
。
勝

義
勝
義
者
。
體
妙
離
言
逈
超
衆
法
名
爲
勝
義
。
聖
智
内
證
過
前
四
俗
復
名
勝
義
諦
。
又
云
。
第
四
勝
義
勝
義
諦
者
。
謂
非
安
立
廢
詮
談
旨
一
眞
法

界
也 
 

 



【
書
き
下
し
】 

慈
恩
法
師
の
二
諦
義
に
云
わ
く
、「
瑜
伽
・
唯
識
の
二
諦
に
各
々
四
重
有
り
。
世
俗
諦
の
四
名
と
は
、
一
つ
に
世
間
世
俗
諦
、
亦
た
有
名
無
實
諦
と

名
づ
く
。
二
つ
に
道
理
世
俗
諦
、
亦
た
隨
事
差
別
諦
と
名
づ
く
。
三
つ
に
證
得
世
俗
諦
、
亦
た
方
便
安
立
諦
と
名
づ
く
。
四
つ
に
勝
義
世
俗
諦
、

亦
た
假
名
非
安
立
諦
と
名
づ
く
。
勝
義
諦
の
四
名
と
は
、
一
つ
に
世
間
勝
義
諦
、
亦
た
體
用
顯
現
諦
と
名
づ
く
。
二
つ
に
道
理
勝
義
諦
、
亦
た
因

果
差
別
諦
と
名
づ
く
。
三
つ
に
證
得
勝
義
諦
、
亦
た
依
門
顯
實
諦
と
名
づ
く
。
四
つ
に
勝
義
勝
義
諦
、
亦
た
廢
詮
談
旨
諦
と
名
づ
く
。
前
の
三
種

を
安
立
勝
義
諦
と
名
づ
く
。
第
四
の
一
種
は
非
安
立
勝
義
諦
な
り
」
と
。
又
、
云
わ
く
、「
勝
義
勝
義
と
は
、
體
妙
離
言
に
し
て
逈 は

る

か
に
衆
法
を
超

え
た
る
を
名
づ
け
て
勝
義
と
爲
す
。
聖
智
の
内
證
に
し
て
前
の
四
俗
に
過
ぎ
た
る
を
復
た
勝
義
諦
と
名
づ
く
」
と
。
又
、
云
わ
く
、「
第
四
の
勝
義

勝
義
諦
と
は
、
謂
わ
く
非
安
立
・
廢
詮
談
旨
・
一
眞
法
界
な
り
」
と
。 

 

 

【
註
記
】 

①
慈
恩
法
師
：
中
国
法
相
宗
の
初
祖
・
慈
恩
大
師
窺
基
。『
成
唯
識
論
述
記
』『
瑜
伽
論
略
纂
』『
大
乗
法
苑
義
林
章
』『
因
明
入
正
理
論
疏
』
な
ど

の
注
釈
が
あ
る
。 

②
二
諦
義
：『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
二
の
「
二
諦
義
章
」。 

③
世
間
世
俗
諦
：
我
執
に
染
ま
る
世
法
に
執
着
す
る
人
間
の
経
験
世
界
と
い
う
真
実
理
。 

④
有
名
無
實
諦
：
無
実
体
・「
空
」
で
、
存
在
す
る
も
の
は
み
な
仮
名
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
真
実
理
。 

⑤
道
理
世
俗
諦
：「
五
蘊
」「
六
根
」「
十
二
処
」「
十
八
界
」
な
ど
因
縁
所
生
の
法
を
説
い
て
、
相
対
二
項
の
差
別
に
凡
夫
・
衆
生
が
執
着
し
て
い

る
こ
と
を
明
か
す
真
実
理
。 

⑥
隨
事
差
別
諦
：
⑤
に
同
じ
。 

⑦
證
得
世
俗
諦
：「
苦
」「
集
」「
滅
」「
道
」
の
「
四
諦
」。 



⑧
方
便
安
立
諦
：「
苦
」「
集
」「
滅
」「
道
」
が
凡
夫
・
衆
生
を
サ
ト
リ
に
導
く
方
便
だ
と
い
う
真
実
理
。 

⑨
勝
義
世
俗
諦
：「
人
法
二
空
」
な
ど
無
自
性
・「
空
」
を
説
く
が
、
仮
構
の
表
現
で
実
体
が
な
い
こ
と
を
明
か
す
真
実
理
。 

⑩
假
名
非
安
立
諦
：
⑨
に
同
じ
。 

⑪
世
間
勝
義
諦
：
人
間
の
経
験
世
界
を
無
自
性
・「
空
」
と
見
る
真
実
理
。 

⑫
體
用
顯
現
諦
：
無
自
性
・「
空
」
で
も
、
有
名
無
実
で
は
な
く
体
・
用
が
現
に
顕
わ
れ
て
い
る
と
い
う
真
実
理
。 

⑬
道
理
勝
義
諦
：「
苦
」「
集
」「
滅
」「
道
」
と
「
知
」「
断
」「
証
」「
修
」
の
因
果
差
別
相
を
明
か
す
真
実
理
。 

⑭
因
果
差
別
諦
：
⑬
に
同
じ
。 

⑮
證
得
勝
義
諦
：
⑨
に
同
じ
。 

⑯
依
門
顯
實
諦
：
⑨
に
同
じ
。 

⑰
勝
義
勝
義
諦
：
本
源
的
に
言
語
を
超
え
て
い
て
、
は
る
か
に
凡
夫
・
衆
生
の
世
法
を
超
え
、
仏
の
内
証
智
で
あ
り
前
の
四
つ
の
世
俗
諦
を
超
え

て
い
る
真
実
理
。 

⑱
廢
詮
談
旨
諦
：
相
対
的
な
詮
議
を
や
め
て
真
如
の
本
源
が
説
か
れ
る
と
い
う
真
実
理
。 

⑲
體
妙
離
言
：
本
源
的
に
言
語
を
超
え
て
い
る
。 

⑳
一
眞
法
界
：
唯
一
絶
対
の
真
実
の
法
性
世
界
。 

 

【
私
訳
】 

中
国
法
相
宗
の
初
祖
・
慈
恩
大
師
窺
基
の
、『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
二
の
「
二
諦
義
章
」
に
説
く
に
、「『
瑜
伽
師
地
論
』『
成
唯
識
論
』
が
説
く

「
世
俗
諦
（
俗
諦
）」
と
「
勝
義
諦
（
真
諦
）」
の
「（
真
俗
）
二
諦
」
に
そ
れ
ぞ
れ
四
種
が
あ
る
。（
そ
の
う
ち
）
世
俗
諦
の
四
つ
の
名
は
、
一
つ

に
「
世
間
世
俗
諦
」、「
有
名
無
實
諦
」
と
も
言
う
。
二
つ
に
「
道
理
世
俗
諦
」、「
隨
事
差
別
諦
」
と
も
言
う
。
三
つ
に
「
證
得
世
俗
諦
」、「
方
便

安
立
諦
」
と
も
言
う
。
四
つ
に
「
勝
義
世
俗
諦
」、「
假
名
非
安
立
諦
」
と
も
言
う
。
勝
義
諦
の
四
つ
の
名
は
、
一
つ
に
「
世
間
勝
義
諦
」、「
體
用



顯
現
諦
」
と
も
言
う
。
二
つ
に
「
道
理
勝
義
諦
」、「
因
果
差
別
諦
」
と
も
言
う
。
三
つ
に
「
證
得
勝
義
諦
」、「
依
門
顯
實
諦
」
と
も
言
う
。
四
つ

に
「
勝
義
勝
義
諦
」、「
廢
詮
談
旨
諦
」
と
も
言
う
。
前
の
三
種
を
「
安
立
勝
義
諦
」
と
言
い
、
第
四
の
一
種
を
「
非
安
立
勝
義
諦
」
と
言
う
」
と
。

ま
た
、
説
く
に
、「
勝
義
勝
義
と
い
う
の
は
、
本
源
的
に
言
語
を
超
え
て
い
て
（
體
妙
離
言
）、
は
る
か
に
凡
夫
・
衆
生
の
世
法
を
超
え
て
い
る
の

を
勝
義
と
言
う
。
仏
の
内
証
智
で
あ
り
前
の
四
つ
の
世
俗
諦
を
超
え
て
い
る
の
を
ま
た
勝
義
諦
と
言
う
」
と
。
ま
た
、
説
く
に
、「
第
四
の
勝
義
勝

義
諦
と
い
う
の
は
、
言
語
を
離
れ
、
主
観
客
観
を
離
れ
、
静
寂
無
為
（
非
安
立
）
で
あ
り
、
相
対
的
な
詮
議
を
や
め
て
真
如
の
本
源
が
説
か
れ
る

（
廢
詮
談
旨
）、
唯
一
絶
対
の
真
実
の
法
性
世
界
（
一
眞
法
界
）
で
あ
る
」
と
。 

 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
此
章
中
勝
義
勝
義
廢
詮
談
旨
聖
智
内
證
一
眞
法
界
體
妙
離
言
等
。
如
是
絶
離
即
是
顯
教
分
域
。
言
因
位
人
等
四
種
言
語
皆
不
能
及
。
唯
有

自
性
法
身
以
如
義
眞
實
言
能
説
是
絶
離
境
界
。
是
名
眞
言
祕
密
教
。
金
剛
頂
等
經
是
也 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
此
の
章
中
の
勝
義
勝
義
・
廢
詮
談
旨
・
聖
智
内
證
・
一
眞
法
界
・
體
妙
離
言
等
は
、
是
く
の
如
く
の
絶
離
は
即
ち
是
れ
顯
教
の

分
域
な
り
。
言
わ
く
、
因
位
に
人
等
の
四
種
の
言
語
、
皆
及
ぶ
こ
と
能
わ
ず
。
唯
だ
自
性
法
身
の
み
有
っ
て
、
如
義
眞
實
の
言
を
以
っ
て
能
く
是

れ
絶
離
の
境
界
を
説
く
。
是
れ
を
眞
言
祕
密
の
教
と
名
づ
く
。
金
剛
頂
等
の
經
、
是
れ
な
り
。 

 

【
私
訳
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
こ
の
『
二
諦
義
章
』
の
な
か
に
説
か
れ
る
「
勝
義
勝
義
」「
廢
詮
談
旨
」「
聖
智
内
證
」「
一
眞
法
界
」「
體
妙
離
言
」
な
ど
は
、

こ
の
よ
う
な
絶
離
は
す
な
わ
ち
、
顯
教
の
次
元
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
修
行
位
に
あ
る
人
た
ち
の
「
無
始
言
語
」「
相
言
語
」「
夢
言
語
」「
執
着
言
語
」

の
四
種
の
言
語
は
み
な
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
、
自
性
法
身
の
み
が
、（
第
五
の
）「
如
義
真
實
の
言
語
」
に
よ
っ
て
よ
く
こ
の
絶
離



の
境
界
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
真
言
秘
密
教
と
言
う
。『
金
剛
頂
経
』
な
ど
の
経
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
は
、
法
相
宗
の
論
拠
と
し
て
、
イ
ン
ド
大
乗
の
唯
識
論
で
は
な
く
、
中
国
法
相
宗
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』（
窺
基
）
の
「
二
諦
義
」
が

説
く
「
真
俗
二
諦
」
の
四
重
解
釈
を
用
い
、
最
上
の
「
勝
義
勝
義
諦
」
も
顕
教
の
レ
ベ
ル
だ
と
し
た
。
し
か
し
、
宗
祖
大
師
に
は
恐
縮
至
極
な
が

ら
、「
真
俗
二
諦
」
は
イ
ン
ド
中
観
派
（
龍
樹
の
『
中
論
』
ほ
か
）
や
中
国
三
論
宗
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
イ
ン
ド
瑜
伽
行
唯
識
派
・
中
国
法
相
宗
の

主
テ
ー
マ
は
ア
ー
ラ
ヤ
識
を
は
じ
め
と
す
る
「
有
と
無
と
の
対
論
」
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
例
え
ば
世
親
の
『
唯
識
三
十
頌
』『
三
性
論
』『
中
辺
分

別
論
』『
大
乗
荘
厳
経
論
』
の
「
三
性
」
と
か
、『
解
深
密
経
』
の
「
三
無
性
」
と
か
、「
有
相
唯
識
」「
無
相
唯
識
」
と
か
、『
大
乗
起
信
論
』
が
説

く
ア
ー
ラ
ヤ
識
の
和
合
識
の
よ
う
な
こ
と
が
説
か
れ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
応
化
仏
に
よ
っ
て
世
俗
の
言
説
で
説
か
れ
る
顕
教
の
同
じ
次
元

の
議
論
な
の
だ
か
ら
。 

 

○
三
論
宗
論
釈
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

智
度
論
第
五
云
。
不
生
不
滅
不
斷
不
常
不
一
不
異
不
去
不
來
。
因
縁
生
法
滅
諸
戲
論
。
佛
能
説
是
我
今
當
禮
。
乃
至
諸
法
不
生
不
滅
非
不
生
非 

不

滅
。
非
非
不
生
滅
亦
非
非
非
不
生
滅
。
已
得
解
脱
非
空
非
不
空
。
如
是
等
捨
滅
諸
戲
論
。
言
語
道
斷
深
入
佛
法
。
心
通
無
礙
不
動
不
退
名
無
生
忍
。

是
助
佛
道
初
門
又
三
十
一
云
。
復
次
離
有
爲
則
無
無
爲
。
所
以
者
何
。
有
爲
法
實
相
即
是
無
爲
。
無
爲
相
者
則
非
有
爲
。
但
爲
衆
生
顛
倒
故
。
分

別
説
有
爲
相
者
生
滅
住
異
。
無
爲
相
者
不
生
不
滅
不
住
不
異
。
是
爲
入
佛
法
之
初
門
。 

 

【
書
き
下
し
】 

智
度
論
の
第
五
に
云
わ
く
、「
不
生
不
滅
・
不
斷
不
常
・
不
一
不
異
・
不
去
不
來
な
り
。
因
縁
生
の
法
は
諸
々
の
戲
論
を
滅
す
。
佛
、
能
く
是
れ
を



説
く
。
我
、
今
、
當
に
禮
す
べ
し
。
乃
至
、
諸
法
は
生
ぜ
ず
滅
せ
ず
、
生
ぜ
ざ
る
に
非
ず
滅
せ
ざ
る
に
非
ず
。
生
滅
せ
ざ
る
に
非
ざ
る
に
非
ず
、

亦
た
生
滅
せ
ざ
る
に
非
ざ
る
に
非
ざ
る
に
非
ず
。
已
に
解
脱
を
得
た
れ
ば
、
空
に
非
ず
空
な
ら
ざ
る
に
非
ず
。
是
く
の
如
き
等
は
諸
々
の
戲
論
を

捨
滅
し
、
言
語
道
斷
し
て
深
く
佛
法
に
入
る
。
心
通
無
礙
に
し
て
不
動
不
退
な
り
、
無
生

む
し
ょ
う

忍 に
ん

と
名
づ
く
。
是
れ
助
佛
道
の
初
門
な
り
」
と
。
又
、

三
十
一
に
云
わ
く
、「
復
た
次
に
、
有
爲
を
離
れ
て
則
ち
無
爲
無
し
。
所
以
は
何
と
な
ら
ば
、
有
爲
法
の
實
相
は
即
ち
是
れ
無
爲
な
り
。
無
爲
の
相

は
則
ち
有
爲
に
非
ず
。
但
し
、
衆
生
は
顛
倒
す
る
が
爲
の
故
に
、
分
別
し
て
、
有
爲
の
相
は
生
・
滅
・
住
・
異
、
無
爲
の
相
は
不
生
・
不
滅
・
不

住
・
不
異
と
説
け
り
。
是
れ
を
入
佛
法
の
初
門
と
爲
す
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
智
度
論
：
龍
樹
の
『
大
智
度
論
』。『
二
万
五
千
頌
般
若
経
』（『
大
品
般
若
』）
の
注
釈
。 

②
不
生
不
滅
・
不
斷
不
常
・
不
一
不
異
・
不
去
不
來
：
龍
樹
の
『
中
論
』
に
説
か
れ
る
「
八
不
（
中
道
）」。 

③
心
通
無
礙
：
心
中
に
妨
げ
る
も
の
が
な
く
円
融
無
礙
の
境
地
。 

④
無
生
忍
：「
八
不
中
道
」
の
理
を
覚
る
智
慧
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』）。 

⑤
助
佛
道
：
仏
道
修
行
の
助
け
と
な
る
。 

⑥
生
・
滅
・
住
・
異
：「
生
」「
住
」「
異
」「
滅
」
の
「
四
相
」。 

 

【
私
訳
】 

龍
樹
の
『
大
智
度
論
』
の
第
五
に
説
く
に
、「（
諸
法
は
す
べ
か
ら
く
）
生
ぜ
ず
（
不
生
）
滅
せ
ず
（
不
滅
）・
断
た
れ
ず
（
不
断
）
常
な
ら
ず
（
不

常
）・
同
一
で
も
な
く
（
不
一
）
異
な
る
の
で
も
な
く
（
不
異
）・
行
く
の
で
も
な
く
（
不
去
）
来
る
の
で
も
な
い
（
不
来
）
の
で
あ
る
。
因
縁
に

よ
っ
て
生
ず
る
（
無
自
性
・「
空
」
の
）
諸
法
は
、
概
念
化
さ
れ
た
言
葉
の
仮
構
（
戲
論
）
を
否
定
す
る
。
仏
は
よ
く
こ
の
こ
と
を
説
か
れ
た
。
私



は
今
、
稽
首
礼
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
諸
法
は
（
そ
れ
自
ら
）
生
じ
る
こ
と
も
な
く
滅
す
る
こ
と
も
な
く
、
生
じ
な
い
の
で
も
な

く
滅
し
な
い
も
の
で
も
な
い
。
生
滅
し
な
い
も
の
で
も
な
く
は
な
い
し
、
生
滅
し
な
い
も
の
で
も
な
く
は
な
い
で
も
な
い
。
す
で
に
解
脱
を
得
て

い
る
か
ら
、
空
で
は
な
く
空
で
は
な
く
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
（「
八
不
（
中
道
）」
の
）
境
地
は
、
概
念
化
さ
れ
た
言
葉
の
仮
構
（
戲
論
）
を
捨

て
て
否
定
し
、
言
語
を
断
っ
て
奥
深
い
仏
法
の
真
実
に
迫
る
。
心
中
に
妨
げ
る
も
の
が
な
く
円
融
無
礙
の
境
地
で
あ
り
、
動
か
ず
退
か
ず
の
堅
固

な
境
地
で
、「
八
不
中
道
」
の
理
を
覚
る
智
慧
（
無
生
忍
）
と
も
言
う
。
こ
れ
は
仏
道
修
行
の
助
け
と
な
る
最
初
の
門
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、
同
じ

く
第
三
十
一
に
説
く
に
、「
ま
た
次
に
、
諸
法
が
因
縁
に
よ
っ
て
生
滅
す
る
私
た
ち
の
経
験
世
界
（
有
爲
）
を
離
れ
て
因
果
律
を
超
え
た
サ
ト
リ
の

境
地
（
無
爲
）
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
経
験
世
界
（
有
爲
法
）
の
真
実
の
在
り
様
は
、
因
果
律
を
離
れ
た
サ
ト
リ
の
境
地
（
無
爲
）
に
ほ
か
な

ら
な
い
。（
し
か
し
）
因
果
律
を
離
れ
た
サ
ト
リ
の
境
地
（
無
爲
）
の
在
り
様
を
経
験
世
界
（
有
爲
）
だ
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
凡
夫
・

衆
生
は
逆
さ
ま
に
モ
ノ
ゴ
ト
を
考
え
る
か
ら
、
区
分
け
し
て
、
経
験
世
界
（
有
爲
）
の
在
り
様
は
生
・
滅
・
住
・
異
、
サ
ト
リ
の
境
地
（
無
爲
）

の
在
り
様
は
不
生
・
不
滅
・
不
住
・
不
異
と
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
（
密
教
の
次
元
に
は
及
ば
な
い
が
）
仏
道
修
行
の
最
初
の
門
と
す
る
」
と
。 

 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
は
、
こ
の
三
論
宗
の
論
拠
に
イ
ン
ド
中
観
派
の
祖
・
龍
樹
の
『
大
智
度
論
』
第
五
に
説
か
れ
る
「
八
不
（
中
道
）」
を
引
い
た
。
前
段
の

法
相
の
論
拠
に
は
イ
ン
ド
大
乗
唯
識
派
の
論
書
で
は
な
く
中
国
法
相
宗
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
を
引
き
な
が
ら
、
こ
の
三
論
の
論
拠
に
お
い
て

は
中
国
三
論
宗
の
嘉
祥
大
師
吉
蔵
の
『
三
論
玄
義
』
や
『
大
乗
玄
論
』
な
ど
で
は
な
く
イ
ン
ド
中
観
派
の
龍
樹
の
論
書
を
用
い
る
。
私
は
イ
ン
ド

大
乗
の
唯
識
・
中
観
と
中
国
仏
教
の
法
相
・
三
論
の
根
本
的
な
ち
が
い
が
気
に
な
る
が
、
宗
祖
大
師
は
そ
ん
な
こ
と
に
は
無
関
心
の
よ
う
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
龍
樹
が
説
く
「
八
不
（
中
道
）」
は
『
中
論
』
の
冒
頭
に
説
か
れ
た
も
の
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、『
大
智
度
論
』
の
も
の
は
『
中
論
』
の

引
用
で
あ
る
。 

 

【
原
文
】 



龍
猛
菩
薩
般
若
燈
論
觀
涅
槃
品
頌
云
彼
第
一
義
中 

佛
本
不
説
法 

 
 

佛
無
分
別
者 

説
大
乘
不
然 

化
佛
説
法
者 

是
事
則
不
然 

佛
無
心
説
法 

化
者
非
是
佛 

於
第
一
義
中 

彼
亦
不
説
法 

無
分
別
性
空 

有
悲
心
不
然 

衆
生
無
體
故 

亦
無
有
佛
體 

彼
佛
無
體
故 
亦
無
悲
愍
心 

分
別
明
菩
薩
釋
云
。
此
中
明
第
一
義
者
。
一
相
故
所
謂
無
相
。
無
佛
亦
無
大
乘
。
第
一
義
者
是
不
二
智
境
界
。
汝
説
偈
者
正
是
説
我
佛
法
道
理
。

今
當
爲
汝
説
如
來
身
。
如
來
身
者
雖
無
分
別
。
以
先
種
利
他
願
力
。
爲
大
誓
莊
嚴
熏
修
故
。
能
攝
一
切
衆
生
。
於
一
切
時
起
化
佛
身
。
因
此
化
身

有
文
字
章
句
次
第
出
聲
。
不
共
一
切
外
道
聲
聞
辟
支
佛
故
。
而
爲
開
演
二
種
無
我
。
爲
欲
成
就
第
一
義
波
羅
蜜
故
。
爲
欲
成
就
最
上
乘
者
故
。
名

爲
大
乘
。
有
第
一
義
佛
故
。
依
止
彼
佛
而
起
化
身
。
從
此
化
身
起
於
説
法
。
由
第 

一
義
佛
爲
説
法
因
故
。
不
壞
我
所
立
義
。
亦
不
壞
世
間
所
欲
。

又
云
。
第
一
義
中
如
幻
如
化
。
誰
説
誰
聽
。
以
是
故
如
來
無
處
所
。
無
一
法
爲
説
。 

 

【
書
き
下
し
】 

龍
猛
菩
薩
の
般
若
燈
論
・
觀
涅
槃
品
の
頌
に
云
わ
く
、 

 

「
彼
の
第
一
義
の
中 

佛
は
本
よ
り
説
法
せ
ず 

佛
は
無
分
別
に
し
て 

大
乘
を
説
く
こ
と
然
ら
ず 

化
佛
の
説
法
は 

是
の
事
則
ち
然
ら
ず 

佛
は
心
に
説
法
無
し 
化
は
是
れ
佛
に
非
ず 

第
一
義
の
中
に
於
い
て 

彼
亦
た
説
法
せ
ず 

無
分
別
性
、
空
に
し
て 

悲
心
有
る
こ
と
然
ら
ず 

衆
生
は
無
體
の
故
に 

亦
た
佛
體
有
る
こ
と
無
し 

彼
の
佛
は
無
體
の
故
に 

亦
た
悲
愍
の
心
無
し
」
と
。 

 

分
別
明
菩
薩
の
釋
に
云
わ
く
、「
此
の
中
に
第
一
義
を
明
か
さ
ば
、
一
相
の
故
に
謂
わ
ゆ
る
無
相
な
り
。
佛
無
く
亦
た
大
乘
も
無
し
。
第
一
義
と
は
、



是
れ
不
二
智
の
境
界
な
り
。
汝
が
説
く
偈
は
、
正
し
く
是
れ
我
が
佛
法
の
道
理
を
説
く
。
今
當
に
、
汝
の
爲
に
如
來
の
身
を
説
く
べ
し
。
如
來
身

と
は
無
分
別
な
り
と
雖
も
、
先
に
利
他
の
願
力
を
種
え
た
る
を
以
っ
て
、
大
誓
の
莊
嚴
熏
修
す
る
が
爲
の
故
に
、
能
く
一
切
の
衆
生
を
攝
し
て
、

一
切
時
に
於
い
て
化
佛
の
身
を
起
す
。
此
の
化
身
に
因
っ
て
、
文
字
章
句
有
っ
て
次
第
に
聲
を
出
す
。
一
切
の
外
道
・
聲
聞
・
辟
支
佛
と
共
な
ら

ざ
る
が
故
に
、
而
も
爲
に
二
種
の
無
我
を
開
演
す
。
第
一
義
波
羅
蜜
を
成
就
せ
ん
と
欲
す
る
が
爲
の
故
に
、
最
上
乘
者
を
成
就
せ
ん
と
欲
す
る
が

爲
の
故
に
、
名
づ
け
て
大
乘
と
爲
す
。
第
一
義
の
佛
有
る
が
故
に
、
彼
の
佛
に
依
止
し
て
化
身
を
起
す
。
此
の
化
身
從
り
説
法
を
起
す
。
第
一
義

の
佛
、
説
法
の
因
と
爲
る
に
由
る
が
故
に
、
我
が
所
立
の
義
を
壞
せ
ず
。
亦
た
世
間
の
所
欲
も
壞
せ
ず
」
と
。
又
、
云
わ
く
、「
第
一
義
の
中
に
は
、

幻
の
如
く
化
の
如
く
、
誰
か
説
き
誰
か
聽
か
ん
。
是
れ
を
以
っ
て
の
故
に
如
來
は
處
所
無
し
。
一
法
爲
に
説
く
こ
と
無
し
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
龍
猛
菩
薩
の
般
若
燈
論
：
伝
統
教
学
で
は
、
龍
猛
菩
薩
（
お
そ
ら
く
真
言
付
法
の
第
三
祖
の
龍
猛
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の
初
祖
・

龍
樹
の
意
味
）
に
十
万
頌
の
『
大
無
畏
論
』
が
あ
り
、 

そ
れ
か
ら
五
百
行
の
偈
を
取
り
出
し
て
解
釈
し
た
も
の
に
青
目
の
『
中
論
』・
無
著
の

『
順
中
論
』（
無
著
）・
羅
睺
羅
跋
陀
羅
の
『
中
論
』・
清
弁
（
分
別
明
）
の
『
般
若
灯
論
』
が
あ
り
、
そ
の
『
般
若
灯
論
』
の
釈
の
本
頌
の
こ
と

を
指
す
と
言
う
。 

僭
越
な
が
ら
、『
般
若
灯
論
』
は
正
式
名
が
『
般
若
灯
論
釈

P
raj̀

q-p
rad

]p
a

』
で
、
イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の
初
祖
・
龍
樹
の
『
中
論
』（
正
式
に
は

『
根
本
中
頌M

[
la-m

ad
h
y
am

ak
a-k

qrik
q

』）
を
、
同
じ
中
観
派
の
論
師
清
弁
（B

h
qv

a-viv
ek

a

、
分
別
明
）
が
注
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。 

②
頌
：
龍
樹
の
『
中
論
』
に
あ
る
偈
。 

③
第
一
義
：
第
一
義
諦
・
勝
義
諦
。 

④
佛
：
法
身
。 

⑤
無
體
：
実
体
が
な
い
。 

⑥
分
別
明
菩
薩
：
清
弁
論
師
。 



⑦
一
相
：
相
対
的
二
項
対
立
の
な
い
一
な
る
在
り
様
。 

⑧
無
相
：
相
対
的
な
二
項
の
区
別
が
な
い
在
り
様
。 

⑨
如
來
身
：
如
来
（
法
身
）
の
身
体
。 

⑩
大
誓
：
大
誓
願
。 

⑪
二
種
の
無
我
：「
人
法
二
空
」。 

⑫
處
所
：
説
法
処
。 

⑬
一
法
：
わ
ず
か
な
教
法
。 

 

【
私
訳
】 

イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の
初
祖
・
龍
樹
の
『
中
論
』
を
同
じ
中
観
派
の
論
師
清
弁
（
分
別
明
）
が
注
釈
し
た
『
般
若
灯
論
釈
』「
観
涅
槃
品
」
の
頌
に

説
く
に
、 

 

「
こ
の
サ
ト
リ
の
境
地
の
真
実
理
（
第
一
義
諦
）
に
お
い
て
、
法
身
仏
は
も
と
も
と
説
法
を
し
な
い
。 

 

法
身
仏
は
モ
ノ
ゴ
ト
を
相
対
二
項
の
よ
う
に
対
立
的
に
見
ず
（
無
分
別
）、
大
乘
を
説
く
こ
と
も
な
い
。 

応
化
仏
が
大
乗
を
説
法
す
る
か
と
言
う
と
、
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。
法
身
仏
は
心
に
説
法
な
ど
な
く
、 

応
化
仏
は
化
身
で
あ
っ
て
実
身
の
仏
で
は
な
い
（
か
ら
大
乗
を
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
）。 

サ
ト
リ
の
境
地
の
真
実
理
（
第
一
義
諦
）
に
お
い
て
、
応
化
仏
が
説
法
す
る
こ
と
は
な
い
。 

モ
ノ
ゴ
ト
を
相
対
二
項
の
よ
う
に
対
立
的
に
見
ず
（
無
分
別
）、
無
自
性
・「
空
」
で
あ
り
、
慈
悲
心
も
実
体
と
し
て
な
い
。 

凡
夫
・
衆
生
は
実
体
が
な
い
か
ら
、
仏
の
実
体
も
な
い
。 

こ
の
応
化
仏
は
実
体
が
な
い
か
ら
、
悲
愍
の
心
も
実
体
と
し
て
な
い
」
と
（
龍
樹
の
『
中
論
』
に
説
く
外
道
の
説
）。 



清
弁
論
師
（
分
別
明
菩
薩
）
の
『
般
若
灯
論
釈
』
に
説
く
に
、「
こ
の
頌
の
な
か
の
「
第
一
義
」
と
い
う
語
を
明
か
す
と
、
相
対
的
な
二
項
対
立
の

な
い
一
な
る
在
り
様
で
あ
る
か
ら
、
相
対
的
な
二
項
の
区
別
が
な
い
。
生
仏
の
仏
も
な
く
小
乗
大
乘
の
大
乗
も
な
い
。
第
一
義
と
は
、
不
二
の
智

慧
の
境
地
で
あ
る
。
汝
（
外
道
の
論
師
）
が
説
く
偈
は
、
正
し
く
私
（
清
弁
）
の
仏
法
の
教
理
を
説
い
て
い
る
。
今
ま
さ
に
、
汝
の
た
め
に
如
來

の
身
体
に
つ
い
て
説
こ
う
と
思
う
。
如
來
の
身
体
と
は
（
真
如
を
そ
の
身
体
と
す
る
法
身
で
）
相
対
的
な
二
項
対
立
を
超
え
た
境
地
で
あ
る
が
、

修
行
の
段
階
に
お
い
て
利
他
の
願
力
を
身
に
植
え
付
け
、
大
誓
願
で
身
を
飾
っ
て
何
度
も
熏
じ
る
か
ら
、
一
切
の
凡
夫
・
衆
生
を
接
受
し
、
あ
ら

ゆ
る
時
に
応
化
の
仏
身
を
現
わ
す
。
こ
の
応
化
の
仏
身
に
よ
っ
て
文
字
や
章
句
を
用
い
、
次
第
に
説
法
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
外
道
・

声
聞
・
縁
覚
（
辟
支
仏
）
と
同
じ
よ
う
な
（「
空
」
の
）
説
法
で
は
な
く
、
二
種
の
無
我
（
人
法
二
空
）
を
開
陳
す
る
。（
こ
の
よ
う
に
）
第
一
義

の
彼
岸
の
境
地
を
（
凡
夫
・
衆
生
に
」
成
就
さ
せ
よ
う
と
願
う
か
ら
、
最
上
の
教
え
で
あ
る
大
乘
の
成
就
さ
せ
よ
う
と
願
う
か
ら
、
大
乘
と
言
う

の
で
あ
る
。
相
対
的
な
二
項
の
区
別
が
な
い
第
一
義
の
境
地
に
法
身
仏
が
お
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
法
身
仏
を
依
り
所
と
し
て
応
化
の
仏
身
を
現
わ

し
、
こ
の
応
化
の
仏
身
に
よ
っ
て
説
法
を
行
う
の
で
あ
る
。（
す
な
わ
ち
）
第
一
義
の
法
身
仏
を
説
法
の
拠
り
所
と
す
る
か
ら
、
私
た
ち
が
主
張
す

る
「
人
法
二
空
」
の
教
義
を
否
定
す
る
の
で
も
な
く
、
外
道
な
ど
世
間
の
依
り
所
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
。
ま
た
、
同
じ
く
「
観
邪
見

品
」
に
説
く
に
、「
相
対
的
な
二
項
の
区
別
が
な
い
第
一
義
の
境
地
は
、
幻
や
化
物
の
よ
う
で
実
体
が
な
い
か
ら
、
誰
が
説
き
誰
が
聴
く
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
法
身
仏
は
説
法
す
る
場
所
も
な
い
し
、
わ
ず
か
な
教
法
で
も
説
く
こ
と
は
な
い
」
と
。 

 

【
原
文
】 

又
觀
邪
見
品
云
。
般
若
中
説
。
佛
告
勇
猛
極
勇
猛
菩
薩
。
知
色
非
起
見
處
亦
非
斷
見
處
。
乃
至
受
想
行
識
非
起
見
處
亦
非
斷
見
處
者
。
是
名
般
若

波
羅
蜜
。
今
以
無
起
等
差
別
縁
起
令
開
解
者
。
所
謂
息
一
切
戲
論
及
一
異
等
種
種
見
悉
皆
寂
滅
。
是
自
覺
法
。
是
如
虚
空
法
。
是
無
分
別
法
。
是

第
一
義
境
界
法
。
以
如
是
等
眞 

實
甘
露
而
令
開
解
。
是
一
部
論
宗 

 

【
書
き
下
し
】 



又
、
觀
邪
見
品
に
云
わ
く
、「
般
若
の
中
に
説
く
。「
佛
、
勇
猛
極
勇
猛
菩
薩
に
告
ぐ
。「
色
は
見
を
起
す
處
に
非
ず
、
亦
た
見
を
斷
つ
處
に
非
ず
。

乃
至
、
受
・
想
・
行
・
識
も
見
を
起
す
處
に
非
ず
、
亦
た
見
を
斷
つ
處
に
非
ず
と
知
る
は
、
是
れ
を
般
若
波
羅
蜜
と
名
づ
く
」
と
。
今
、
起
等
の

差
別
縁
起
無
き
を
以
っ
て
開
解
せ
し
む
る
は
、
所
謂
、
一
切
の
戲
論
及
び
一
異
等
の
種
種
の
見
を
息
め
て
悉
く
皆
寂
滅
す
。
是
れ
自
覺
の
法
な
り
。

是
れ
如
虚
空
の
法
な
り
。
是
れ
無
分
別
の
法
な
り
。
是
れ
第
一
義
の
境
界
の
法
な
り
。
是
く
の
如
き
等
の
眞
實
の
甘
露
を
以
っ
て
、
開
解
せ
し
む
。

是
れ
一
部
の
論
宗
な
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
般
若
：
玄
奘
訳
の
『
大
般
若
経
』
六
百
巻
。 

②
起
等
の
差
別
縁
起
：
執
見
を
起
す
断
つ
と
い
っ
た
ち
が
い
の
因
果
関
係
。 

 

【
私
訳
】 

ま
た
、
同
じ
く
「
観
邪
見
品
」
に
説
く
に
、「『
大
般
若
経
』
の
な
か
に
（
取
意
的
に
）
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。「
仏
世
尊
が
、
勇
猛
菩
薩
や

極
勇
猛
菩
薩
に
告
げ
て
言
っ
た
。「
物
質
的
な
現
象
態
（
色
）
は
（
本
来
「
空
」
の
故
に
）
そ
れ
へ
の
執
見
を
起
す
所
で
は
な
く
、
ま
た
、
色
へ
の

執
見
を
断
つ
所
で
も
な
い
。
同
じ
く
、
受
も
想
も
行
も
識
も
執
見
を
起
す
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ら
へ
の
執
見
を
断
つ
所
で
も
な
い
と
知

る
の
を
、
般
若
波
羅
蜜
と
言
う
」
と
。
今
、
執
見
を
起
す
断
つ
と
い
っ
た
ち
が
い
の
因
果
関
係
は
な
い
こ
と
を
凡
夫
・
衆
生
に
開
示
し
て
わ
か
ら

さ
せ
る
こ
と
は
、
一
切
の
戲
論
や
一
と
異
な
ど
の
相
対
的
な
執
見
を
な
く
し
て
、
こ
と
ご
と
く
す
べ
て
を
寂
静
で
煩
悩
が
滅
し
た
境
地
に
す
る
。

こ
れ
が
自
ら
覺
る
教
法
で
あ
り
、
虚
空
の
よ
う
に
広
大
で
妨
げ
の
な
い
教
法
で
あ
り
、
相
対
的
な
二
項
対
立
を
超
え
た
教
法
で
あ
り
、
相
対
関
係

を
超
え
た
唯
一
不
二
の
境
地
（
第
一
義
）
の
教
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
真
實
の
教
法
に
よ
っ
て
、
凡
夫
・
衆
生
に
開
示
し
理
解
さ
せ
る
の
が

『
大
般
若
経
』
を
説
く
一
部
の
人
た
ち
（
宗
）
で
あ
る
」
と
。 

 



【
原
文
】 

喩
曰
。
今
依
斯
文
。
明
知
。
中
觀
等
息
諸
戲
論
寂
滅
絶
離
以
爲
宗
極
。
如
是
義
意
皆
是
遮
情
之
門
。
不
是
表
徳
之
謂
。
論
主
自
斷
入
道
初
門
。
有

意
智
者
留
心
九
思
之
。 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
今
、
斯
の
文
に
依
ら
ば
、
明
ら
か
に
知
り
ぬ
。
中
觀
等
は
諸
戲
論
を
息
め
て
寂
滅
絶
離
な
る
を
以
っ
て
宗
極
と
爲
す
。
是
く
の

如
き
の
義
の
意
は
、
皆
是
れ
遮
情
の
門
な
り
。
是
れ
表
徳
の
謂
な
ら
ず
。
論
主
自
ら
入
道
の
初
門
と
斷
ず
。
意
有
る
智
者
は
心
を
留
め
て
之
を
九

思
せ
よ
。 

 

【
註
記
】 

①
中
觀
：
中
観
派
。 

②
宗
極
：
宗
の
究
極
。 

③
遮
情
之
門
：
否
定
の
法
門
。 

④
表
徳
之
謂
：
高
低
の
説
。 

⑤
九
思
：
君
子
の
九
思
。
よ
く
よ
く
心
が
け
る
べ
き
こ
と
。 

 

【
私
訳
】 

喩
し
て
曰
う
に
、「
今
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
明
白
に
わ
か
っ
た
。
中
観
派
は
諸
々
の
概
念
化
さ
れ
た
言
葉
の
仮
構
を
や
め
、
寂
静
で
煩
悩
も
滅
し

我
執
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
こ
と
を
以
っ
て
自
分
た
ち
（
宗
）
の
究
極
と
し
て
い
る
。（
し
か
し
）
こ
の
よ
う
な
考
え
の
真
意
は
、
み
な
否
定
の
法

門
（
遮
情
門
）
で
あ
り
、
肯
定
の
説
（
表
徳
門
）
で
は
な
い
。（『
大
智
度
論
』
の
）
論
主
（
龍
猛
菩
薩
）
は
自
ら
入
仏
道
入
門
の
最
初
と
断
じ
て



い
る
。
心
あ
る
智
慧
者
は
、
こ
の
こ
と
に
留
意
し
て
君
子
の
よ
う
に
よ
く
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

【
付
記
】 

宗
祖
大
師
は
イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の
論
師
清
弁
の
『
般
若
灯
論
』
か
ら
論
拠
を
引
用
し
た
、
僭
越
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
中
観
派
に
は
清
弁
と
時
代

を
同
じ
く
し
て
月
称
（
チ
ャ
ン
ド
ラ
・
キ
ー
ル
テ
ィC

an
dra-k

]rti

）
と
い
う
論
師
が
い
て
、『
プ
ラ
サ
ン
ナ
・
パ
ダ
ー 

P
rasan

n
a-p

ad
q

』（『
浄
明
句
論
』）

と
い
う
有
名
な
『
中
論
』
注
を
残
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
中
観
派
は
そ
の
後
、
清
弁
の
論
証
方
法
を
継
ぐ
「
ス
ヴ
ァ
ー
タ
ン
ト
リ
カS

v
qtan

trik
a

自
立

論
証
派
」
と
、
月
称
の
論
法
を
継
承
す
る
「
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カP

rqsax
g
ik

a

帰
繆
論
証
派
」
と
が
競
い
合
っ
て
、
二
大
学
派
を
形
成
し
た
。
そ
ん
な

こ
と
は
宗
祖
大
師
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、
清
弁
を
出
し
て
月
称
を
出
さ
な
い
こ
と
は
、
私
に
は
不
可
解
で
あ
る
。 

 

○
『
大
智
度
論
』
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

龍
樹
菩
薩
大
智
度
論
三
十
八
云
。
佛
法
中
有
二
諦
。
一
者
世
諦
。
二
者
第
一
義
諦
。
爲
世
諦
故
説
有
衆
生
。
爲
第
一
義
諦
故
説
衆
生
無
所
有
。
復

有
二
種
。
有
知
名
字
相
。
有
不
知
名
字
相
。
譬
如
軍
立
密
號
有
知
者
有
不
知
者
。
復
有
二
種
。
有
初
習
行
有
久
習
行
。
有
著
者
有
不
著
者
。
有
知

他
意
有
不
知
他
意
者
離
有
言
辭
知
其
寄
言
以
自
宣
理
爲
不
知
名
字
相
初
習
行
著
者
不
知
他
意
者
故
説
無
衆
生
。
爲
知
名
字
相
久
習
行
不
著
知
他
意

者
故
説
言
有
衆
生 

 

【
書
き
下
し
】 

龍
樹
菩
薩
の
大
智
度
論
三
十
八
に
云
わ
く
、「
佛
法
の
中
に
二
諦
有
り
。
一
に
は
世
諦
、
二
に
は
第
一
義
諦
な
り
。
世
諦
の
爲
の
故
に
衆
生
有
る
を

説
き
、
第
一
義
諦
の
爲
の
故
に
衆
生
有
る
所
無
し
を
説
く
。
復
た
二
種
有
り
。
名
字
の
相
を
知
る
有
り
。
名
字
の
相
を
知
ら
ざ
る
有
り
。
譬
え
ば

軍
の
密
號
を
立
つ
る
に
、
知
る
者
有
り
、
知
ら
ざ
る
者
有
る
が
如
し
。
復
た
二
種
有
り
。
初
め
て
習
行
す
る
有
り
、
久
し
く
習
行
す
る
有
り
。
著



す
る
者
有
り
、
不
著
せ
ざ
る
者
有
り
。
他
意
を
知
る
有
り
、
他
意
を
知
ら
ざ
る
者
有
り
。
言
辭
を
知
る
あ
り
と
雖
も
、
其
の
言
に
寄
せ
て
以
っ
て

自
ら
理
を
宣
ぶ
。
名
字
の
相
を
知
ら
ず
、
初
め
て
習
行
し
、
著
す
る
者
、
他
意
を
知
ら
ざ
る
者
の
爲
の
故
に
衆
生
無
き
を
説
く
。
名
字
の
相
を
知

り
、
久
し
く
習
行
し
、
著
せ
ず
、
他
意
を
知
る
者
の
爲
の
故
に
、
説
い
て
衆
生
有
る
を
言
う
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
軍
の
密
號
：
軍
隊
の
秘
密
の
暗
号
。 

②
言
辭
：
他
者
の
言
葉
。 

 

【
私
訳
】 

イ
ン
ド
大
乗
中
観
派
の
論
師
龍
樹
の
『
大
智
度
論
』
第
三
十
八
に
説
く
に
、「
仏
法
の
な
か
に
二
種
類
の
真
実
理
（
二
諦
）
が
あ
る
。
一
つ
は
世
俗

の
言
葉
（
仮
構
）
で
表
現
す
る
真
実
理
（
世
諦
）、
二
つ
は
世
俗
の
言
葉
を
超
え
た
サ
ト
リ
の
境
地
の
真
実
理
（
第
一
義
諦
）
で
あ
る
。
世
俗
の
言

葉
で
説
く
世
諦
で
は
衆
生
が
存
在
す
る
と
説
き
、
サ
ト
リ
の
境
地
の
第
一
義
諦
で
は
衆
生
が
存
在
し
な
い
と
説
く
。
ま
た
二
種
類
あ
っ
て
、
言
葉

の
意
味
や
表
現
の
真
実
相
を
知
る
人
と
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
人
が
い
る
。
譬
え
ば
、
軍
隊
で
秘
密
の
暗
号
を
使
う
と
し
て
、
そ
れ
を
解
読
で
き
る

人
と
で
き
な
い
人
が
い
る
よ
う
に
。
ま
た
二
種
類
あ
っ
て
、
初
め
て
修
行
す
る
人
と
、
長
く
修
行
し
て
い
る
人
が
あ
り
、
モ
ノ
ゴ
ト
に
執
著
す
る

人
と
、
執
著
し
な
い
人
が
あ
り
、
他
者
の
心
中
が
わ
か
る
人
と
、
わ
か
ら
な
い
人
が
い
る
。
他
者
の
言
葉
を
知
っ
て
も
、
そ
の
言
葉
に
左
右
さ
れ

て
自
分
の
理
屈
を
言
う
。
言
葉
の
意
味
や
表
現
の
真
実
相
を
知
ら
ず
、
初
め
て
修
行
し
、
執
著
す
る
人
、
他
者
の
心
中
が
わ
か
ら
な
い
人
の
た
め

に
、
衆
生
は
存
在
し
な
い
と
説
き
、
言
葉
の
意
味
や
表
現
の
真
実
相
を
知
り
、
長
く
修
行
し
、
執
著
せ
ず
、
他
者
の
心
中
が
わ
か
る
人
の
た
め
に
、

（
仮
有
と
し
て
）
衆
生
は
存
在
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
」
と
。 

 

【
原
文
】 



喩
曰
。
初
重
二
諦
與
常
談
同
。
次
二
諦
有
八
種
人
。
爲
不
知
名
字
相
等
四
人
説
眞
諦
中
無
佛
無
衆
生
。
爲
後
四
人
故
説
眞
諦
中
有
佛
有
衆
生
。
審

思
之
。
所
謂
密
號
名
字
相
等
義
。
眞
言
教
中
分
明
説
之
。
故
菩
提
場
經
云
文
殊
白
佛
言
。
世
尊
以
幾
所
名
號
於
世
界
轉
。
佛
言
。
所
謂
名
帝
釋
名

梵
王
。
名
大
自
在
名
自
然
名
地
。
名
寂
靜
名
涅
槃
。
名
天
名
阿
蘇
羅
名
空
。
名
勝
名
義
名
不
實
名
三
摩
地
。
名
悲
者
名
慈
。
名
水
天
名
龍
名
藥
叉

名
仙
名
三
界
主
。
名
光
名
火
名
鬼
主
。
名
有
名
不
有
名
分
別
名
無
分
別
。
名
蘇
彌
盧
名
金
剛
。
名
常
名
無
常
。
名
眞
言
名
大
眞
言
。
名
海
名
大
海
。

名
日
名
月
名
雲
名
大
雲
。
名
人
主
名
大
人
主
。
名
龍
象
名
阿
羅
漢
害
煩
惱
。
名
非
異
名
非
不
異
。
名
命
名
非
命
名
山
名
大
山
。
名
不
滅
名
不
生
名

眞
如
名
眞
如
性
。
名
實
際
名
實
際
性
。
名
法
界
名
實
名
無
二
名
有
相
。
文
殊
師
利
。
我
於
此
世
界
成
就
五
阿
僧
祇
百
千
名
號
。
調
伏
成
就
諸
衆
生
。

如
來
無
功
用
無
量
種
眞
言
色
力
事
相
而
轉 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
初
重
の
二
諦
は
常
の
談
と
同
じ
な
り
。
次
の
二
諦
に
八
種
の
人 に

ん

有
り
。
名
字
の
相
を
知
ら
ざ
る
等
の
四
人
の
爲
に
、
眞
諦
の
中

に
佛
無
し
衆
生
無
し
と
説
く
。
後
の
四
人
の
爲
の
故
に
、
眞
諦
の
中
に
佛
有
り
衆
生
有
り
と
説
く
。

審
つ
ま
び
ら
か

に
之
を
思
え
。
所
謂
、
密
號
の
名
字
の

相
等
の
義
。
眞
言
教
の
中
に
分
明
に
之
を
説
く
。
故
に
菩
提
場
經
に
云
わ
く
、「
文
殊
、
佛
に
白
し
て
言
さ
く
。「
世
尊
、
幾
所

い
く
ば
く

の
名
號
を
以
っ
て

か
世
界
に
於
い
て
轉
ず
る
や
」
と
。
佛
、
言
わ
く
、「
謂
わ
ゆ
る
、
帝
釋
と
名
づ
け
、
梵
王
と
名
づ
け
、
大
自
在
と
名
づ
け
、
自
然
と
名
づ
け
、
地

と
名
づ
け
、
寂
靜
と
名
づ
け
、
涅
槃
と
名
づ
け
、
天
と
名
づ
け
、
阿
蘇
羅
と
名
づ
け
、
空
と
名
づ
け
、
勝
と
名
づ
け
、
義
と
名
づ
け
、
不
實
と
名

づ
け
、
三
摩
地
と
名
づ
け
、
悲
者
と
名
づ
け
、
慈
と
名
づ
け
、
水
天
と
名
づ
け
、
龍
と
名
づ
け
、
藥
叉
と
名
づ
け
、
仙
と
名
づ
け
、
三
界
主
と
名

づ
け
。
光
と
名
づ
け
、
火
と
名
づ
け
、
鬼
主
と
名
づ
け
、
有
と
名
づ
け
、
不
有
と
名
づ
け
、
分
別
と
名
づ
け
、
無
分
別
と
名
づ
け
、
蘇
彌
盧
と
名

づ
け
、
金
剛
と
名
づ
け
、
常
と
名
づ
け
、
無
常
と
名
づ
け
、
眞
言
と
名
づ
け
、
大
眞
言
と
名
づ
け
、
海
と
名
づ
け
、
大
海
と
名
づ
け
、
日
と
名
づ



け
、
月
と
名
づ
け
、
雲
と
名
づ
け
、
大
雲
と
名
づ
け
、
人
主
と
名
づ
け
、
大
人
主
と
名
づ
け
。
龍
象
と
名
づ
け
、
阿
羅
漢
（
害
煩
惱
）
と
名
づ
け
、

非
異
と
名
づ
け
、
非
不
異
と
名
づ
け
、
命
と
名
づ
け
、
非
命
と
名
づ
け
、
山
と
名
づ
け
、
大
山
と
名
づ
け
、
不
滅
と
名
づ
け
、
不
生
と
名
づ
け
、

眞
如
と
名
づ
け
、
眞
如
性
と
名
づ
け
、
實
際
と
名
づ
け
、
實
際
性
と
名
づ
け
、
法
界
と
名
づ
け
、
實
と
名
づ
け
、
無
二
と
名
づ
け
、
有
相
と
名
づ

く
。
文
殊
師
利
、
我
、
此
の
世
界
に
於
い
て
五
阿
僧
祇
百
千
の
名
號
を
成
就
し
、
諸
衆
生
を
調
伏
し
成
就
す
。
如
來
は
功
用
無
く
と
も
無
量
種
の

眞
言
色
力
の
事
相
も
て
轉
ず
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
自
然
：
造
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
ず
か
ら
の
法
爾
自
然
。 

②
地
：
万
物
の
拠
り
所
。
能
生
。 

③
天
：
光
明
が
自
在
に
照
ら
す
。 

④
阿
蘇
羅
：
阿
修
羅
・
ア
ス
ラ
。
非
天
・
天
に
似
て
い
る
が
天
で
は
な
い
。 

⑤
空
：
妨
げ
が
な
い
・
無
礙
。 

⑥
勝
：
最
勝
。 

⑦
義
：
法
性
の
真
実
義
。 

⑧
不
實
：
法
性
の
真
実
に
非
ざ
る
こ
と
。 

⑨
藥
叉
：
ヒ
ン
ド
ゥ
の
鬼
神
。
仏
教
の
護
法
神
。 

⑩
三
界
主
：
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
主
。 

⑪
鬼
主
：
餓
鬼
道
の
主
・
閻
魔
王
。 

⑫
有
：
実
有
。 

⑬
不
有
：
空
。 



⑭
蘇
彌
盧
：
須
弥
山
・
ス
メ
ー
ル
。 

⑮
金
剛
：
須
弥
山
を
囲
む
八
金
山
。 

⑯
常
：
無
為
。 

⑰
無
常
：
有
為
。 

⑱
眞
言
：
転
輪
王
（
応
化
身
）
の
真
言
。 

⑲
大
眞
言
：
究
極
の
法
身
の
真
言
。 

⑳
海
・
大
海
：
須
弥
山
を
囲
む
海
。 

㉑
日
・
月
：
日
天
、
月
天
。 

㉒
雲
・
大
雲
：
顕
色
の
一
つ
。 

㉓
人
主
・
大
人
主
：
王
と
大
王
。 

㉔
龍
象
：
徳
の
あ
る
賢
聖
。 

㉕
非
異
・
非
不
異
：
同
異
。 

㉖
命
・
非
命
：
有
情
と
無
情
。 

㉗
實
際
・
實
際
性
：
真
実
の
辺
際
と
そ
の
本
性
。 

㉘
實
：
真
実
。 

㉙
有
相
：
森
羅
万
象
の
在
り
様
。 

㉙
五
阿
僧
祇
百
千
：
果
て
し
な
く
多
く
の
。 

㉚
功
用
：
救
済
の
は
た
ら
き
。 

㉛
眞
言
色
力
：『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
で
は
「
色
身
」
と
あ
っ
て
誤
写
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
伝
統
教
学
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』）。 



㉜
事
相
：
現
在
言
わ
れ
る
「
教
相
」「
事
相
」
の
「
事
相
」
で
は
な
い
（
前
掲
書
）。
私
は
「
現
実
化
」
と
し
た
。 

 

【
私
訳
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
初
め
の
二
諦
は
通
常
の
解
釈
で
い
い
。
次
の
二
諦
に
八
種
の
人
が
あ
り
、
名
字
の
相
を
知
ら
ざ
る
人
な
ど
の
四
人
に
は
、
真
諦

（
第
一
義
諦
）
に
お
い
て
は
仏
も
衆
生
も
存
在
し
な
い
と
説
き
、
名
字
の
相
を
知
る
人
な
ど
後
の
四
人
に
は
、
真
諦
に
お
い
て
は
仏
も
衆
生
も
存

在
す
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
び
ら
か
に
こ
れ
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
秘
密
の
名
号
の
意
味
や
表
現
の
真
実
相
の
深
い
内
容
に

つ
い
て
は
。
真
言
密
教
が
明
ら
か
に
説
い
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
、
不
空
訳
の
『
菩
提
場
所
説
一
字
頂
輪
王
経
』
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
、

「
文
殊
菩
薩
が
仏
世
尊
に
問
う
に
は
、「
世
尊
よ
、（
あ
な
た
は
）
い
く
つ
の
名
号
に
よ
っ
て
世
俗
の
世
界
で
説
法
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
。
仏
が

答
え
て
言
う
に
、「
言
っ
て
み
れ
ば
、
帝
釈
天
・
梵
天
・
大
自
在
天
、
自
然
・
大
地
、
寂
靜
・
涅
槃
、
天
・
阿
修
羅
、
空
・
勝
、
義
・
不
實
、
三
摩

地
、
悲
者
・
慈
、
水
天
・
龍
・
藥
叉
、
仙
・
三
界
主
、
光
・
火
、
鬼
主
、
有
・
不
有
、
分
別
・
無
分
別
、
蘇
彌
盧
、
金
剛
、
常
・
無
常
、
真
言
・

大
真
言
、
海
・
大
海
、
日
・
月
、
雲
・
大
雲
、
人
主
・
大
人
主
、
龍
象
・
阿
羅
漢
・
害
煩
惱
、
非
異
・
非
不
異
、
命
・
非
命
、
山
・
大
山
、
不
滅
・

不
生
、
眞
如
・
眞
如
性
、
實
際
・
實
際
性
、
法
界
、
實
、
無
二
、
有
相
と
い
う
名
号
（
は
そ
の
ほ
ん
の
一
部
）
で
あ
る
。
文
殊
師
利
よ
、
私
は
、

こ
の
世
俗
の
世
界
で
果
て
し
な
く
多
く
（
五
阿
僧
祇
百
千
）
の
名
号
を
身
に
付
け
、
諸
々
の
凡
夫
・
衆
生
を
化
導
し
た
の
で
あ
る
。
如
來
は
真
如

そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
直
接
的
な
救
済
の
は
た
ら
き
（
功
用
）
が
見
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
か
ぎ
り
な
く
多
く
の
種
類
の
真
言
の
具
体
的
な

威
力
の
功
用
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。 

 

○
『
釈
摩
訶
衍
論
』
引
証
喩
釈
段
③ 

【
原
文
】 

龍
樹
釋
大
衍
論
云
。
言
説
有
五
種
。
名
字
有
二
種
。
心
量
有
十
種
。
契
經
異
説
故
。
論
曰
。
言
説
有
五
。
云
何
爲
五
。
一
者
相
言
説
。
二
者
夢
言

説
。
三
者
妄
執
言
説
。
四
者
無
始
言
説
。
五
者
如
義
言
説
。
楞
伽
契
經
中
作
如
是
説
。
大
慧
相
言
説
者
。
所
謂
執
著
色
等
諸
相
而
生
。
大
慧
夢
言



説
者
。
念
本
受
用
虚
妄
境
界
依
境
界
夢
。
覺
已
知
依
虚
妄
境
界
不
實
而
生
。
大
慧
執
著
言
説
者
。
念
本
所
聞
所
作
業
生
。
大
慧
無
始
言
説
者
。
從

無
始
來
執
著
戲
論
煩
惱
種
子
勳
習
而
生
。
三
昧
契
經
中
作
如
是
説
。
舍
利
弗
言
。
一
切
萬
法
皆
悉
言
文
。
言
文
之
相
即
非
爲
義
。
如
實
之
義
不
可

言
説
。
今
者
如
來
云
何
説
法
佛
言
我
説
法
者
。
以
汝
衆
生
在
生
説
故
説
不
可
説
。
是
故
説
之
。
我
所
説
者
義
語
非
文
。
衆
生
説
者
文
語
非
義
。
非

義
語
者
皆
悉
空
無
。
空
無
之
言
無
言
於
義
。
不
言
義
者
皆
是
妄
語
。
如
義
語
者
。
實
空
不
空
。
空
實
不
實
。
離
於
二
相
中
間
不
中
。
不
中
之
法
離

於
三
相
。
不
見
處
所
。
如
如
如
説
故
。
如
是
五
中
前
四
言
説
虚
妄
説
故
不
能
談
眞
。
後
一
言
説
如
實
説
故
得
談
眞
理
。
馬
鳴
菩
薩
據
前
四
故
作
如

是
説
離
言
説
相
。
心
量
有
十
。
云
何
爲
十
。
一
者
眼
識
心
。
二
者
耳
識
心
。
三
鼻
識
心
。
四
舌
識
心
。
五
身
識
心
。
六
意
識
心
。
七
末
那
識
心
。

八
阿
梨
耶
識
心
。
九
者
多
一
識
心
十
一
一
識
心
。
如
是
十
中
初
九
種
心
不
縁
眞
理
。
後
一
種
心
得
縁
眞
理
而
爲
境
界
。
今
據
前
九
作
如
是
説
離
心

縁
相 

 

【
書
き
下
し
】 

龍
樹
の
釋
大
衍
論
に
説
く
に
、「
言
説
に
五
種
有
り
。
名
字
に
二
種
有
り
。
心
量
に
十
種
あ
り
。
契
經
の
異
説
の
故
に
。
論
じ
て
曰
わ
く
。
言
説
に

五
有
り
。
云
何
が
五
と
爲
す
や
。
一
に
は
相
言
説
、
二
に
は
夢
言
説
、
三
に
は
妄
執
言
説
、
四
に
は
無
始
言
説
、
五
に
は
如
義
言
説
な
り
。
楞
伽

契
經
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
作
す
。「
大
慧
、
相
言
説
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
、
色
等
の
諸
相
に
執
著
し
。
而
も
生
ず
。
大
慧
、
夢
言
説
と
は
、
本

受
用
虚
妄
の
境
界
を
念
じ
、
境
界
に
依
っ
て
夢
み
る
。
覺
り
已
っ
て
虚
妄
の
境
界
に
依
っ
て
不
實
を
知
り
、
而
も
生
ず
。
大
慧
、
執
著
言
説
と
は
、

本
所
聞
所
作
の
業
を
念
じ
て
、
生
ず
。
大
慧
、
無
始
言
説
と
は
、
無
始
從
り

來
こ
の
か
た

、
戲
論
に
執
著
し
、
煩
惱
の
種
子
勳
習
し
、
而
も
生
ず
」
と
。 

三
昧
契
經
の
中
に
是
く
の
如
く
の
説
を
作
す
。「
舍
利
弗
の
言
さ
く
、「
一
切
の
萬
法
は
皆
、
悉
く
言
文

ご
ん
も
ん

な
り
。
言
文
の
相
は
即
ち
義
と
爲
る
に
非

ず
。
如
實
の
義
は
言
説
す
べ
か
ら
ず
。
今
、
如
來
は
云
何
が
説
法
す
る
や
」
と
。
佛
、
言
わ
く
、「
我
が
説
法
と
は
、
汝
、
衆
生
は
生
に
在
っ
て
説

く
を
以
っ
て
の
故
に
不
可
説
と
説
く
。
是
の
故
に
之
を
説
く
。
我
が
所
説
と
は
義
語
に
し
て
文
に
非
ず
。
衆
生
の
説
と
は
文
語
に
し
て
義
に
非
ず
。



義
語
に
非
ざ
る
は
皆
、
悉
く
空
無
な
り
。
空
無
の
言
は
義
を
言
う
こ
と
無
し
。
義
を
言
わ
ざ
る
は
皆
、
是
れ
妄
語
な
り
。
如
義
語
と
は
、
實
空
に

し
て
不
空
な
り
。
空
、
實
に
し
て
不
實
な
り
。
二
相
を
離
れ
て
中
間
に
中 あ

た

ら
ず
、
不
中
の
法
は
三
相
を
離
れ
た
り
。
處
所
を
見
ず
、
如
如
如
説
の

故
に
。
是
く
の
如
く
の
五
つ
の
中
の
前
の
四
言
説
は
虚
妄
の
説
な
る
が
故
に
、
眞
を
談
ず
る
こ
と
能
わ
ず
。
後
の
一
言
の
説
は
如
實
の
説
な
る
が

故
に
、
眞
理
を
談
ず
る
こ
と
を
得
。
馬
鳴
菩
薩
は
前
の
四
つ
に
據
る
が
故
に
、
是
く
の
如
く
の
説
を
作
し
、
言
説
の
相
を
離
れ
た
り
。
心
量
に
十

有
り
、
云
何
が
十
と
爲
す
。
一
に
は
眼
識
心
、
二
に
は
耳
識
心
、
三
に
は
鼻
識
心
、
四
に
は
舌
識
心
、
五
に
は
身
識
心
、
六
に
は
意
識
心
、
七
に

は
末
那
識
心
、
八
に
は
阿
梨
耶
識
心
、
九
に
は
多
一
識
心
、
十
に
は
一
一
識
心
な
り
。
是
く
の
如
く
の
十
の
中
の
初
め
の
九
種
心
は
、
眞
理
を
縁

ぜ
ず
。
後
の
一
種
心
は
眞
理
を
縁
じ
て
、
而
も
境
界
と
爲
す
こ
と
を
得
。
今
、
前
の
九
に
據
っ
て
是
く
の
如
く
の
説
を
作
し
、
心
縁
の
相
を
離
れ

た
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
釋
大
衍
論
：『
釈
摩
訶
衍
論
』。 

②
楞
伽
契
經
：『
入
楞
伽
経
』（
菩
提
流
支
訳
）。 

③
本
受
用
虚
妄
：
過
去
に
経
験
し
た
事
実
で
は
な
い
幻
想
。 

④
本
所
聞
所
作
の
業
：
過
去
に
聞
い
た
り
行
っ
た
り
し
た
行
為
。 

⑤
三
昧
契
經
：『
金
剛
三
昧
経
』。
水
野
弘
元
博
士
に
中
国
撰
述
の
偽
経
説
が
あ
る
。 

⑥
義
語
：
真
実
義
を
言
い
表
す
言
葉
。
如
義
語
。 

⑦
文
語
：
人
為
的
に
つ
く
ら
れ
た
仮
構
の
言
葉
。 

⑧
二
相
：
空
の
実
と
不
実
。 

⑩
三
相
：
実
と
不
実
と
中
間
。 



⑪
如
如
如
説
：
そ
う
あ
る
べ
く
し
て
あ
る
法
如
を
説
く
。 

⑫
馬
鳴
菩
薩
：『
大
乗
起
信
論
』
の
作
者
と
さ
れ
る
が
、
古
く
か
ら
疑
義
が
あ
る
。『
大
乗
起
信
論
』
に
つ
い
て
は
前
述
。 

⑬
眼
識
心
：「
六
識
」
の
境
地
。 

⑭
末
那
識
心
：「
末
那
識
」
の
境
地
。 

⑮
阿
梨
耶
識
心
：「
ア
ー
ラ
ヤ
識
」
の
境
地
。 

⑯
多
一
識
心
：「
多
即
一
」「
一
即
多
」
の
相
対
的
一
如
の
境
地
。『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
「
八
識
」
の
上
に
「
多
一
識
心
」
と
「
一
一
識
心
」
を
説
く
。 

⑰
一
一
識
心
：
絶
対
的
な
不
二
一
如
の
真
如
の
境
地
。 

 

【
私
訳
】 

龍
樹
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。「
人
の
言
説
に
は
五
種
類
が
あ
り
、
そ
の
言
説
の
意
味
や
表
現
に
は
二
種
類
が
あ
り
、

心
の
在
り
様
に
は
十
種
類
が
あ
る
。
仏
教
経
典
に
は
異
っ
た
説
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
説
明
す
れ
ば
、
先
ず
言
説
に
五
種
類

が
あ
り
、
何
か
と
言
う
と
、
一
に
相
言
説
、
二
に
夢
言
説
、
三
に
妄
執
言
説
、
四
に
無
始
言
説
、
五
に
如
義
言
説
で
あ
る
。（
そ
れ
に
つ
い
て
は
）

『
楞
伽
経
』
巻
三
に
次
ぎ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。「
大
慧
よ
、
相
言
説
と
は
物
質
的
な
も
の
の
形
や
色
な
ど
目
に
見
え
る
姿
（
色
）
に
執
著
し

て
生
じ
る
。
大
慧
よ
、
夢
言
説
と
は
過
去
に
経
験
し
た
事
実
で
は
な
い
幻
想
を
思
い
浮
か
べ
、
覚
っ
た
あ
と
で
そ
の
幻
想
は
事
実
で
は
な
い
と
知

っ
て
生
じ
る
。
大
慧
よ
、
執
著
言
説
と
は
、
過
去
に
聞
い
た
り
行
っ
た
り
し
た
行
為
を
思
い
浮
か
べ
て
生
じ
る
。
大
慧
よ
、
無
始
言
説
と
は
始
め

の
な
い
の
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
概
念
化
さ
れ
た
仮
構
の
言
葉
に
執
著
し
、
煩
悩
の
種
子
が
そ
の
匂
い
が
染
み
込
ん
だ
深
層
意
識
か
ら
生

じ
る
」
と
。（
ま
た
）『
金
剛
三
昧
経
』「
真
性
空
品
」
に
は
こ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。「
舍
利
弗
が
言
う
に
、「
あ
ら
ゆ
る
法
門
は
、
こ
と
ご
と

く
言
葉
や
文
字
で
説
か
れ
て
い
る
。
言
葉
や
文
字
は
外
見
で
は
そ
の
意
味
を
表
わ
し
て
は
い
な
い
。（
そ
の
言
葉
や
文
字
の
）
真
実
（
如
實
）
義
は

言
説
で
は
表
現
で
き
な
い
。（
で
あ
る
が
）
今
、
如
來
は
ど
の
よ
う
に
し
て
説
法
を
す
る
の
か
」
と
。
仏
、
答
え
て
言
い
う
に
、「
私
の
説
法
と
は
、

あ
な
た
は
、
凡
夫
・
衆
生
は
今
、
現
実
世
界
生
に
生
き
て
い
て
世
俗
の
言
葉
で
説
く
と
考
え
る
か
ら
、
真
実
（
如
實
）
義
は
説
く
こ
と
が
で
き
な



い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
の
所
説
は
真
実
そ
の
ま
ま
を
言
う
言
葉
で
、
人
為
的
な
仮
構

の
文
句
で
は
な
い
。
凡
夫
・
衆
生
の
所
説
は
人
為
的
な
仮
構
の
文
句
で
あ
っ
て
、
真
実
義
を
表
現
し
て
い
な
い
。
真
実
そ
の
ま
ま
を
言
う
言
葉
で

な
い
も
の
は
、
こ
と
ご
く
空
虚
で
あ
る
。
空
虚
は
言
葉
は
真
実
義
を
言
い
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
真
実
義
を
言
い
表
せ
な
い
も
の
み
な
妄
語
で

あ
る
。
真
実
義
を
言
い
表
す
言
葉
と
は
、
絶
対
空
（
真
空
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
妙
有
（
不
空
）
で
も
な
い
。
空
と
言
っ
て
も
、
絶
対
空
に
即
し
た

実
有
（
実
）
で
あ
っ
て
固
定
的
な
実
有
で
は
な
い
（
不
実
）。（
ま
た
、
実
と
不
実
の
）
二
相
を
離
れ
た
中
間
で
も
な
く
、
こ
の
不
中
の
法
は
（
実
・

不
実
・
中
間
の
）
三
相
も
離
れ
て
い
る
。
拠
り
所
も
な
い
。（
た
だ
そ
の
よ
う
に
あ
る
べ
く
し
て
あ
る
）
法
如
を
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
五
種
類
の
言
説
の
う
ち
、
前
の
四
つ
の
言
説
は
虚
偽
の
説
で
あ
る
か
ら
、
真
実
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
と
の
一
つ
の
言
説
は

真
実
義
を
説
く
か
ら
、
真
実
義
を
説
く
こ
と
が
で
き
る
。
馬
鳴
菩
薩
は
『
大
乗
起
信
論
』
で
、
前
の
四
つ
の
言
説
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
説
い

て
、
如
来
は
言
説
の
外
見
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
心
の
在
り
様
に
十
種
類
が
あ
る
と
言
っ
た
が
、
何
が
十
か
と
言
う
と
、
一
に
眼
識
心
、

二
に
耳
識
心
、
三
に
鼻
識
心
、
四
に
舌
識
心
、
五
に
身
識
心
、
六
に
意
識
心
、
七
に
末
那
識
心
、
八
に
阿
梨
耶
識
心
、
九
に
多
一
識
心
、
十
に
は

一
一
識
心
で
あ
る
。
こ
の
十
の
う
ち
初
め
の
九
種
の
心
は
、（
相
対
的
な
対
立
関
係
の
立
場
な
の
で
）
真
実
義
を
縁
と
せ
ず
、
あ
と
の
一
種
心
の
み

が
真
実
義
を
縁
と
し
て
、
サ
ト
リ
の
境
地
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
は
、
前
の
九
種
心
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
説
い
た
が
、
心
縁
の
相
を
離
れ

る
（
離
心
縁
相
）
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
言
語
心
量
等
離
不
離
之
義
此
論
明
説
。
顯
教
智
者
詳
而
解
迷
。 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
言
語
と
心
量
等
の
離
・
不
離
の
義
は
、
此
の
論
に
明
ら
か
に
説
け
り
。
顯
教
の
智
者
は
詳
に
し
て
迷
い
を
解
け
。 

 



【
私
訳
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
言
葉
と
心
の
在
り
様
と
の
離
・
不
離
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
こ
の
『
大
乗
起
信
論
』
に
明
ら
か
に
説
か
れ
て
い
る
。
顕
教
の

智
慧
あ
る
人
は
、
そ
れ
ら
を
詳
し
く
考
え
て
迷
い
を
解
く
こ
と
で
あ
る
。 

 

○
『
菩
提
心
論
』
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

金
剛
頂
發
菩
提
心
論
云
。
諸
佛
菩
薩
昔
在
因
地
發
是
心
已
。
勝
義
行
願
三 

摩
地
爲
戒
。
乃
至
成
佛
無
時
暫
忘
。
惟
眞
言
法
中
即
身
成
佛
故
是
説
三

摩
地
法
。
於
諸
教
中
闕
而
不
書 

 

 

【
書
き
下
し
】 

金
剛
頂
發
菩
提
心
論
に
云
わ
く
、「
諸
々
の
佛
・
菩
薩
、
昔
、
因
地
に
在 い

ま

し
て
是
の
心
を
發
し
已
わ
り
、
勝
義
・
行
願
・
三
摩
地
を
戒
と
爲
し
、
乃

し
成
佛
に
至
る
ま
で
、
時
と
し
て
暫
ら
く
忘
る
る
こ
と
無
し
。
惟
し
眞
言
法
の
中
に
の
み
即
身
成
佛
す
る
が
故
に
、
是
れ
三
摩
地
の
法
を
説
く
。

諸
教
の
中
に
於
い
て
闕
し
て
書
か
ず
。 

 

【
註
記
】 

①
金
剛
頂
發
菩
提
心
論
：
通
称
、
龍
樹
作
『
菩
提
心
論
』（
不
空
訳
）。
不
空
作
と
い
う
説
も
あ
る
。 

②
因
地
：
菩
薩
の
修
行
位
。 

③
勝
義
・
行
願
・
三
摩
地
：『
菩
提
心
論
』
が
言
う
修
行
者
の
戒
。
真
実
義
・
大
悲
利
他
・
三
昧
の
境
地
。 

 



【
私
訳
】 

『
金
剛
頂
発
菩
提
心
論
』（
通
称
『
菩
提
心
論
』）
に
説
く
に
、「
諸
々
の
仏
・
菩
薩
が
、
昔
、
修
行
位
に
在
っ
た
時
こ
の
菩
提
心
を
発
し
て
以
来
、

真
実
義
（
勝
義
）・
大
悲
利
他
（
行
願
）・
三
昧
の
境
地
（
三
摩
地
）
を
持
戒
と
し
、
成
仏
す
る
ま
で
一
時
も
忘
れ
た
こ
と
が
な
い
。
た
だ
真
言
の

教
法
に
よ
っ
て
の
み
即
身
成
仏
す
る
か
ら
瑜
伽
観
法
を
説
く
が
、
顕
教
に
お
い
て
は
こ
れ
を
欠
い
て
い
て
ど
こ
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
此
論
者
龍
樹
大
聖
所
造
千
部
論
中
密
藏
肝
心
論
也
。
是
故
顯
密
二
教
差
別
淺
深
。
及
成
佛
遲
速
勝
劣
皆
説
此
中
。
謂
諸
教
者
他
受
用
身
及

變
化
身
等
所
説
諸
顯
教
也
。
是
説
三
摩
地
法
者
。
自
性
法
身
所
説
祕
密
眞
言
三
摩
地
門
是
也
。
所
謂
金
剛
頂
十
萬
頌
經
等
是
也 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
此
の
論
は
、
龍
樹
大
聖
所
造
の
千
部
の
論
の
中
の
密
藏
肝
心
の
論
な
り
。
是
の
故
に
顯
密
二
教
の
差
別
・
淺
深
。
及
び
成
佛
の

遲
速
・
勝
劣
、
皆
此
の
中
に
説
け
り
。
謂
わ
く
、
諸
教
と
は
他
受
用
身
及
び
變
化
身
等
所
説
の
諸
々
の
顯
教
な
り
。
是
れ
三
摩
地
の
法
を
説
く
と

は
、
自
性
法
身
所
説
の
祕
密
眞
言
三
摩
地
門
、
是
れ
な
り
。
謂
わ
ゆ
る
、
金
剛
頂
十
萬
頌
經
等
、
是
れ
な
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
金
剛
頂
十
萬
頌
經
：
十
万
頌
の
『
金
剛
頂
経
』、
す
な
わ
ち
「
広
本
」。 

 

【
私
釈
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
こ
の
『
菩
提
心
論
』
は
、
偉
大
な
龍
樹
論
師
が
著
し
た
千
部
か
ら
の
論
書
の
な
か
で
、
密
教
の
肝
要
な
部
分
を
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
だ
か
ら
顯
密
二
教
の
教
理
の
ち
が
い
や
深
い
浅
い
、
及
び
成
仏
の
速
い
遅
い
や
優
劣
が
み
な
、
こ
の
な
か
に
説
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、



諸
教
と
は
、
他
受
用
身
や
変
化
身
等
が
説
く
諸
々
の
顯
教
で
あ
り
、
瑜
伽
観
法
を
説
く
と
は
、
自
性
法
身
が
説
く
秘
密
の
真
言
法
の
三
摩
地
の
法

門
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
十
万
頌
の
『
金
剛
頂
経
』
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
」
と
。 

 

■
「
弁
顕
密
二
教
論
」
巻
下 

 

○
『
六
波
羅
蜜
経
』
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

六
波
羅
蜜
經
云
法
寶
自
性
恒
清
淨 
諸
佛
世
尊
如
是
説 

 
 
 
 

客
塵
煩
惱
之
所
覆 

如
雲
能
翳
日
光
明 

 
 
 
 

無
垢
法
寶
衆
徳
備 

常
樂
我
淨
悉
圓
滿 

 
 
 
 

法
性
清
淨
云
何
求 

無
分
別
智
而
能
證 

第
一
法
寶
即
是
摩
訶
般
若
解
脱
法
身
。
第
二
法
寶
謂
戒
定
智
慧
諸
妙
功
徳
。
所
謂
三
十
七
菩
提
分
法
。
乃
至
以
修
此
法
而
能
證
彼
清
淨
法
身
。
第

三
法
寶
者
所
謂
過
去
無
量
諸
佛
所
説
正
法
及
我
今
所
説
。
所
謂
八
萬
四
千
諸
妙
法
蘊
。
乃
至
調
伏
純
熟
有
縁
衆
生
。
而
令
阿
難
陀
等
諸
大
弟
子
一

聞
於
耳
皆
悉
憶
持
。
攝
爲
五
分
。
一
素
呾
纜
。
二
毘
奈
耶
。
三
阿
毘
達
磨
。
四
般
若
波
羅
蜜
多
。
五
陀
羅
尼
門
。
此
五
種
藏
教
化
有
情
。
隨
所
應

度
而
爲
説
之
。
若
彼
有
情
樂
處
山
林
常
居
閑
寂
修
靜
慮
者
。
而
爲
彼
説
素
呾
纜
藏
。
若
彼
有
情
樂
習
威
儀
護
持
正
法
。
一
味
和
合
令
得
久
住
。
而

爲
彼
説
毘
奈
耶
藏
。
若
彼
有
情
樂
説
正
法
分
別
性
相
。
循
環
研
覈
究
竟
甚
深
。
而
爲
彼
説
阿
毘
達
磨
藏
。
若
彼
有
情
樂
習
大
乘
眞
實
智
慧
離
於
我

法
執
著
分
別
。
而
爲
彼
説
般
若
波
羅
蜜
多
藏
。
若
彼
有
情
不
能
受
持
契
經
調
伏
對
法
般
若
。
或
復
有
情
造
諸
惡
業
四
重
八
重
五
無
間
罪
謗
方
等
經

一
闡
提
等
種
種
重
罪
使
得
銷
滅
。
速
疾
解
脱
頓
悟
涅
槃
。
而
爲
彼 

説
諸
陀
羅
尼
藏
。
此
五
法
藏
譬
如
乳
酪
生
蘇
熟
蘇
及
妙
醍
醐
。
契
經
如
乳
調
伏

如
酪
。
對
法
教
者
如
彼
生
蘇
。
大
乘
般
若
猶
如
熟
蘇
。
總
持
門
者
譬
如
醍
醐
。
醍
醐
之
味
乳
酪
蘇
中
微
妙
第
一
。
能
除
諸
病
令
諸
有
情
身
心
安
樂
。

總
持
門
者
契
經
等
中
最
爲
第
一
。
能
除
重
罪
令
諸
衆
生
解
脱
生
死
速
證
涅
槃
安
樂
法
身
。
復
次
慈
氏
我
滅
度
後
。
令
阿
難
陀
受
持
所
説
素
呾
纜
藏
。



其
鄔
波
離
受
持
所
説
毘
奈
耶
藏
。
迦
多
衍
那
受
持
所
説
阿
毘
達
磨
藏
。
曼
殊
室
利
菩
薩
受
持
所
説 

大
乘
般
若
波
羅
蜜
多
。
其
金
剛
手
菩
薩
受
持
所

説
甚
深
微
妙
諸
總
持
門 

 

【
書
き
下
し
】 

六
波
羅
蜜
經
に
云
わ
く
、 

 

「
法
寶
の
自
性
は
恒
に
清
淨
な
り
、
諸
佛
世
尊
は
是
く
の
如
く
説
け
り
。 

 
 
 

客
塵
煩
惱
の
覆
う
所
は
、
雲
の
能
く
日
の
光
明
を
翳 か

く

す
が
如
し
、 

 
 
 

無
垢
の
法
寶
は
衆
徳
備
わ
り
、
常
・
樂
・
我
・
淨
は
悉
く
圓
滿
す
。 

 
 
 

法
性
の
清
淨
な
る
を
云
何
が
求
め
ん
、
無
分
別
智
の
み
而
も
能
く
證
す
。 

 

第
一
の
法
寶
と
は
、
即
ち
是
れ
摩
訶
般
若
解
脱
法
身
な
り
。
第
二
の
法
寶
と
は
、
謂
わ
く
戒
・
定
・
智
慧
の
諸
々
の
妙
功
徳
な
り
。
謂
わ
ゆ
る
、

三
十
七
菩
提
分
法
な
り
。
乃
至
、
此
の
法
を
修
す
る
を
以
っ
て
、
而
も
能
く
彼
の
清
淨
法
身
を
證
す
。
第
三
の
法
寶
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
、
過
去
の

無
量
の
諸
佛
所
説
の
正
法
、
及
び
我
が
今
の
所
説
な
り
。
謂
わ
ゆ
る
八
萬
四
千
の
諸
々
の
妙
法
蘊
な
り
。
乃
至
、
有
縁
の
衆
生
を
調
伏
し
純
熟
す
。

而
も
阿
難
陀
等
の
諸
大
弟
子
を
し
て
一
た
び
耳
に
聞
い
て
み
な
悉
く
憶
持
せ
し
む
。
攝
し
て
五
分
と
爲
す
。
一
に
素
怛

そ

た

纜 ら
ん

、
二
に
毘
奈
耶

び

な

や

、
三
に

阿
毘
達
磨
、
四
に
般
若
波
羅
蜜
多
、
五
に
陀
羅
尼
門
な
り
。
此
の
五
種
藏
も
て
有
情
を
教
化
し
、
度
す
べ
き
所
に
隨
っ
て
而
も
爲
に
之
を
説
く
。

若
し
彼
の
有
情
、
山
林
に
處
し
、
常
に
閑
寂
に
居
し
て
靜
慮
を
修
す
る
を
樂
わ
ば
、
彼
の
爲
に
素
怛
纜
藏
を
説
く
。
若
し
彼
の
有
情
、
威
儀
を
習

っ
て
正
法
を
護
持
し
、
一
味
和
合
し
て
久
住
す
る
を
得
せ
し
め
ん
と
樂
わ
ば
、
彼
の
爲
に
毘
奈
耶
藏
を
説
く
。
若
し
彼
の
有
情
、
正
法
を
説
い
て



性
相

し
ょ
う
ぞ
う

を
分
別
し
、
循
環
研
覈

け
ん
き
ゃ
く

し
て
甚
深
究
竟
せ
ん
と
樂
わ
ば
、
彼
の
爲
に
阿
毘
達
磨
藏
を
説
く
。
若
し
彼
の
有
情
、
大
乘
眞
實
の
智
慧
を
習
い
、

我
法
の
執
著
の
分
別
を
離
れ
ん
と
樂
わ
ば
、
彼
の
爲
に
般
若
波
羅
蜜
多
藏
を
説
く
。
若
し
彼
の
有
情
、
契
經
・
調
伏
・
對
法
・
般
若
を
受
持
す
る

こ
と
能
わ
ず
、
或
い
は
復
た
有
情
、
諸
々
の
惡
業
の
四
重
・
八
重
・
五
無
間
罪
・
謗
方
等
經
・
一
闡
提

い
っ
せ
ん
だ
い

等
の
種
種
の
重
罪
を
造
る
を
銷
滅

し
ょ
う
め
つ

す
る

こ
と
を
得
せ
し
め
、
速
疾
に
解
脱
し
涅
槃
を
頓
悟
す
る
を
樂
わ
ば
、
彼
の
爲
に
諸
陀
羅
尼
藏
を
説
く
。
此
の
五
つ
の
法
藏
は
、
譬
え
ば
、
乳
・
酪
・

生
蘇
・
熟
蘇
及
び
妙
醍
醐
の
如
し
。
契
經
は
乳
の
如
く
、
調
伏
は
酪
の
如
く
、
對
法
教
は
彼
の
生
蘇
の
如
く
、
大
乘
般
若
は
猶
し
熟
蘇
の
如
く
、

總
持
門
は
譬
え
ば
醍
醐
の
如
し
。
醍
醐
の
味
は
乳
・
酪
・
蘇
の
な
か
の
微
妙
第
一
に
し
て
、
能
く
諸
病
を
除
き
、
諸
々
の
有
情
を
し
て
身
心
安
樂

な
ら
し
む
。
總
持
門
は
契
經
等
の
な
か
の
最
も
第
一
爲
り
。
能
く
重
罪
を
除
き
、
諸
々
の
衆
生
を
し
て
生
死
を
解
脱
し
、
速
か
に
涅
槃
の
安
樂
の

法
身
を
證
せ
し
む
。
復
た
次
に
、
慈
氏
、
我
が
滅
度
の
の
ち
に
、
阿
難
陀
を
し
て
所
説
の
素
怛
纜
藏
を
受
持
せ
し
め
、
其
の
鄔
波
離

う

ぱ

り

を
し
て
所
説

の
毘
奈
耶
藏
を
受
持
せ
し
め
、
迦
多
衍
那

か

た

え

ん

な

を
し
て
所
説
の
阿
毘
達
磨
藏
を
受
持
せ
し
め
、
曼
殊
室
利
菩
薩
を
し
て
所
説
の
大
乘
般
若
波
羅
蜜
多
を

受
持
せ
し
め
、
其
の
金
剛
手
菩
薩
を
し
て
所
説
の
甚
深
微
妙
の
諸
々
の
總
持
門
を
受
持
せ
し
む
。 

 

【
註
記
】 

①
六
波
羅
蜜
經
：
般
若
三
蔵
訳
『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
の
「
帰
依
三
宝
品
」。「
三
宝
」
の
う
ち
三
種
の
「
法
宝
」
を
説
く
。
囲
繞
さ

れ
た
二
頌
八
句
は
、
経
全
体
に
説
か
れ
る
二
十
二
頌
の
う
ち
の
第
十
九
と
第
二
十
の
頌
文
で
あ
る
。
第
十
九
の
「
法
宝
の
自
性
～
」
は
「
客
塵

覆
浄
」
と
科
す
。「
在
纏
本
有
」（
凡
夫
・
衆
生
が
本
来
具
有
し
て
い
る
法
宝
）
と
い
う
意
味
。
第
二
十
の
「
無
垢
の
法
宝
～
」
は
「
智
能
証
理
」

と
科
す
。「
出
纏
修
生
」（
ま
と
わ
り
つ
く
煩
悩
か
ら
解
脱
し
た
法
宝
）
で
あ
る
（
那
須
政
隆
博
士
『《
弁
顕
密
二
教
論
》
の
解
説
』）。 



②
法
寶
：「
三
宝
」
の
「
法
宝
」。
凡
夫
・
衆
生
に
本
来
具
有
さ
れ
て
い
る
仏
性
。 

③
常
・
樂
・
我
・
淨
：
涅
槃
の
「
四
徳
」。 

④
法
性
：
こ
こ
は
仏
性
と
同
義
。 

⑤
無
分
別
智
：
相
対
的
な
二
項
の
対
立
関
係
を
超
え
た
区
別
意
識
の
な
い
智
慧
。 

⑥
摩
訶
般
若
解
脱
法
身
：
摩
訶
般
若
は
サ
ト
リ
の
智
慧
。
解
脱
法
身
は
一
切
の
煩
悩
を
解
脱
し
て
サ
ト
リ
の
境
地
に
あ
る
真
実
を
体
と
す
る
法
身
。 

⑦
戒
・
定
・
智
慧
：「
戒
・
定
・
慧
」
の
「
三
学
」。 

⑧
三
十
七
菩
提
分
法
：
サ
ト
リ
を
得
る
行
法
の
徳
目
。
具
に
は
「
四
念
処
」「
四
正
断
」「
四
神
足
」「
五
根
」「
五
力
」「
七
覚
支
」「
八
聖
道
」。 

 

「
四
念
処
」
は
、「
身
念
処
」「
受
念
処
」「
心
念
処
」「
法
念
処
」。 

「
四
正
断
（
四
正
勤
）」
は
、「
断
断
」「
律
儀
断
」「
随
護
断
（
防
護
断
）」「
修
断
」。 

「
四
神
足
」
は
、「
欲
神
足
」「
勤
神
足
」「
心
神
足
」「
観
神
足
」。 

「
五
根
」
は
、「
信
根
」「
精
進
根
」「
念
根
」「
定
根
」「
慧
根
」。 

「
五
力
」
は
。「
信
力
」「
精
進
力
」「
念
力
」「
定
力
」「
慧
力
」。 

「
七
覚
支
」
は
、「
念
覚
支
」「
択
法
覚
支
」「
精
進
覚
支
」「
喜
覚
支
」「
軽
安
覚
支
」「
定
覚
支
」「
捨
覚
支
」。 

「
八
聖
道
」
は
、「
正
見
」「
正
思
惟
」「
正
語
」「
正
業
」「
正
命
」「
正
精
進
」「
正
念
」「
正
定
」。 

⑨
八
萬
四
千
：
多
く
の
。 

⑩
妙
法
蘊
：
す
ぐ
れ
た
法
門
の
集
り
。 

⑪
阿
難
陀
：
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
一
人
、
阿
難
。 

⑫
素
怛
纜
：
ス
ー
ト
ラ
（s[

tra

）、
経
蔵
。 

⑬
毘
奈
耶
：
ヴ
ィ
ナ
ヤ
（v

in
ay

a

）、
律
蔵
。 

⑭
阿
毘
達
磨
：
ア
ビ
ダ
ル
マ
（ab

h
id

h
arm

a

）、
論
蔵
。 



⑮
般
若
波
羅
蜜
多
：
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
パ
ー
ラ
ミ
タ
ー
（p

raj`
q-p

qram
itq

）、
般
若
蔵
、
大
乗
。 

⑯
陀
羅
尼
門
：
ダ
ー
ラ
ニ
ー
（d

h
qraz

]

）、
真
言
蔵
、
密
教
。 

⑰
一
味
和
合
：
一
致
協
力
。 

⑱
性
相
：
諸
法
の
本
性
と
現
実
の
在
り
様
。 

⑲
循
環
研
覈
：
く
り
返
し
詳
し
く
調
べ
る
。 

⑳
對
法
：
阿
毘
達
磨
。「
對
」
は
阿
毘
（
ア
ビab

h
i

）、「
法
」
は
達
磨
（
ダ
ル
マd

h
arm

a

）。 

㉑
四
重
・
八
重
：
比
丘
の
「
四
重
禁
戒
」・
比
丘
尼
の
「
八
重
禁
戒
」。 

 

「
四
重
禁
戒
」
は
、「
淫
」「
盗
」「
殺
人
」「
大
妄
語
」。 

 

「
八
重
禁
戒
」
は
、「
四
重
禁
戒
」
に
「
摩
触
」（
愛
欲
に
よ
っ
て
男
の
身
体
に
触
れ
る
こ
と
）・「
八
事
」（
愛
欲
に
よ
っ
て
男
と
手
を
つ
な
ぐ
な

ど
八
つ
の
こ
と
）・「
覆
尼
」（
他
の
比
丘
尼
の
破
戒
を
知
っ
て
も
言
わ
な
い
こ
と
）・「
随
拳
（
芯
蒭
）」（
諌
め
ら
れ
て
も
悪
見
の
男
に
従
う
こ
と
）

を
加
え
た
も
の
。 

㉓
五
無
間
罪
：
母
を
殺
す
こ
と
・
父
を
殺
す
こ
と
・
阿
羅
漢
を
殺
す
こ
と
・
僧
伽
（
サ
ン
ガ
）
の
和
合
を
破
る
こ
と
・
仏
身
を
傷
つ
け
る
こ
と
。 

㉔
一
闡
提
：
仏
法
を
誹
謗
し
た
り
し
て
成
仏
に
縁
な
き
者
。 

㉕
慈
氏
：
弥
勒
菩
薩
。 

㉖
鄔
波
離
：
釈
尊
の
弟
子
ウ
パ
リ
。 

㉗
迦
多
衍
那
：
釈
尊
の
弟
子 

㉘
曼
殊
室
利
菩
薩
：
文
殊
菩
薩
。 

㉙
金
剛
手
菩
薩
：
金
剛
薩
埵
。 

 

【
私
釈
】 



『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
』
巻
一
の
「
帰
依
三
宝
品
」
に
説
く
に
、 

 
「
凡
夫
・
衆
生
に
本
来
具
有
さ
れ
て
い
る
仏
性
の
本
性
は
常
に
清
浄
で
あ
る
と
、
諸
々
の
仏
世
尊
は
そ
の
よ
う
に
説
く
。 

 
 

六
塵
（
認
識
対
象
）
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
た
煩
悩
に
（
仏
性
が
）
覆
わ
れ
の
は
、
雲
が
太
陽
の
光
り
を
隠
し
て
し
ま
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。 

 
 

無
垢
な
る
仏
性
は
（
世
俗
に
在
っ
て
）
多
く
の
徳
が
備
わ
り
、
涅
槃
の
境
地
の
常
・
楽
・
我
・
浄
の
「
四
徳
」
も
み
な
成
就
し
て
い
る
。 

 
 

こ
の
清
浄
な
仏
性
（
法
宝
）
を
い
か
に
し
て
求
め
る
か
、
相
対
的
な
二
項
の
対
立
関
係
を
超
え
た
智
慧
だ
け
が
そ
れ
を
成
就
す
る
。 

 

第
一
の
仏
性
（
法
宝
）
と
は
、
す
な
わ
ち
、
一
切
の
煩
悩
を
解
脱
し
て
サ
ト
リ
の
境
地
に
あ
る
真
実
を
体
と
す
る
法
身
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の

仏
性
（
法
宝
）
と
は
、
い
わ
ゆ
る
戒
・
定
・
慧
の
「
三
学
」
の
諸
々
の
す
ぐ
れ
た
功
徳
の
こ
と
で
あ
る
。（
別
な
言
い
方
で
言
う
な
ら
）
サ
ト
リ
を

得
る
行
法
の
三
十
七
の
徳
目
（「
三
十
七
菩
提
分
法
」）
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
三
十
七
菩
提
分
法
」
を
修
す
る
こ
と
で
、
先
に
言
っ
た
清
浄
の

法
身
を
よ
く
成
就
す
る
。
第
三
の
法
宝
と
は
、
過
去
の
限
り
な
い
諸
々
の
仏
が
説
く
正
法
、
及
び
私
（
釈
尊
）
が
今
説
く
所
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

八
万
四
千
の
諸
々
の
す
ぐ
れ
た
法
門
の
集
り
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
仏
道
に
関
心
を
持
っ
た
凡
夫
・
衆
生
を
化
導
し
よ
く
馴
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
法
門
を
阿
難
（
ア
ー
ナ
ン
ダ
）
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
弟
子
た
ち
に
聞
か
せ
、
一
度
聞
い
た
ら
こ
と
ご
と
く
憶
え
る
よ
う
に
し
た
。
そ
れ
ら

を
集
約
し
て
五
種
類
に
分
け
た
。
一
に
は
経
蔵
（
素
怛
纜
）、
二
に
は
律
蔵
（
毘
奈
耶
）、
三
に
は
論
蔵
（
阿
毘
達
磨
）、
四
に
は
般
若
蔵
（
大
乗
、

般
若
波
羅
蜜
多
）、
五
に
は
真
言
蔵
（
密
教
、
陀
羅
尼
門
）
で
あ
る
。
こ
の
五
種
の
蔵
に
よ
っ
て
生
あ
る
者
（
有
情
）
を
教
化
し
、
導
く
べ
き
機
根

に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
説
い
た
。
す
な
わ
ち
、
も
し
そ
の
有
情
が
、
山
林
に
棲
み
常
に
閑
寂
に
住
し
て
、
一
点
集
中
の
禅
定
（
靜
慮
）
を
行
い
た
い

と
願
う
な
ら
、
彼
の
た
め
に
経
蔵
を
説
き
、
も
し
彼
が
、
行
・
住
・
坐
・
臥
の
規
範
を
習
得
し
正
し
い
教
法
を
護
り
身
に
付
け
て
、
僧
の
集
団
（
僧

伽
・
サ
ン
ガ
）
が
一
致
（
一
味
和
合
）
し
て
永
く
存
続
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
願
う
な
ら
、
彼
の
た
め
に
律
蔵
を
説
き
、
も
し
彼
が
、
正
法
を
説

い
て
諸
法
の
本
性
と
現
実
の
在
り
様
（
性
相
）
を
分
析
し
、
く
り
返
し
詳
し
く
調
べ
て
諸
法
の
実
相
を
明
か
そ
う
と
願
う
の
な
ら
、
彼
の
た
め
に

論
蔵
（
阿
毘
達
磨
藏
）
を
説
き
、
も
し
彼
が
、
大
乘
の
真
実
の
智
慧
を
習
得
し
、
我
執
に
よ
る
相
対
的
な
二
項
対
立
の
意
識
を
離
れ
た
い
と
願
う



な
ら
、
彼
の
た
め
に
般
若
蔵
（
大
乗
、
般
若
波
羅
蜜
多
藏
）
を
説
き
、
も
し
彼
が
、
今
言
っ
た
経
蔵
（
契
経
）・
律
蔵
（
調
伏
）・
論
蔵
（
阿
毘
達

磨
、
對
法
）・
般
若
蔵
を
受
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
あ
る
い
は
ま
た
彼
が
、
諸
々
の
悪
業
、
す
な
わ
ち
四
重
禁
戒
・
八
重
禁
戒
・
五
無
間
罪
な
ど

を
犯
し
、
あ
る
い
は
大
乗
経
典
（
方
等
経
）
を
謗
り
、
あ
る
い
は
仏
法
を
謗
っ
た
り
し
て
仏
法
に
縁
が
な
い
な
ど
、
種
々
の
重
罪
を
犯
す
こ
と
を

抑
滅
し
て
、
速
か
に
煩
悩
か
ら
解
脱
し
涅
槃
を
す
ば
や
く
得
た
い
と
願
う
な
ら
、
彼
の
た
め
に
諸
々
の
真
言
蔵
（
陀
羅
尼
藏
）
を
説
く
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
五
つ
の
法
蔵
は
、
譬
え
ば
、
乳
・
酪
・
生
蘇
・
熟
蘇
と
妙
醍
醐
の
よ
う
で
あ
る
。
経
蔵
（
契
経
）
は
牛
乳
の
よ
う
で
あ
り
、
律
蔵
（
調
伏
）

は
バ
タ
ー
（
酪
）
の
よ
う
で
あ
り
、
論
蔵
（
阿
毘
達
磨
、
対
法
教
）
は
生
チ
ー
ズ
（
生
蘇
）
の
よ
う
で
あ
り
、
大
乘
の
般
若
蔵
は
熟
成
の
チ
ー
ズ

（
熟
蘇
）
の
よ
う
で
あ
り
、
真
言
蔵
（
総
持
門
）
は
醍
醐
の
よ
う
で
あ
る
。
醍
醐
の
味
は
乳
・
酪
・
蘇
の
な
か
で
は
美
味
第
一
で
、
よ
く
諸
々
の

病
を
除
き
、
諸
々
の
生
あ
る
者
の
身
心
を
安
楽
に
さ
せ
る
。
真
言
蔵
（
総
持
門
）
は
、
経
蔵
（
契
経
）
な
ど
の
な
か
で
第
一
で
あ
る
。
よ
く
重
罪

を
除
き
、
諸
々
の
凡
夫
・
衆
生
を
生
死
の
輪
廻
か
ら
解
脱
さ
せ
、
速
か
に
涅
槃
の
安
楽
の
境
地
の
法
身
を
成
就
さ
せ
る
。 

ま
た
次
に
、
弥
勒
菩
薩
は
、
私
（
釈
尊
）
が
こ
の
世
を
去
っ
た
の
ち
に
、
阿
難
（
ア
ー
ナ
ン
ダ
）
に
所
説
の
経
蔵
を
受
持
せ
し
め
、
優
波
離
（
ウ

パ
リ
）
に
所
説
の
律
蔵
を
受
持
せ
し
め
、
迦
旃
延
（
カ
ー
テ
ィ
ヤ
ー
ヤ
ナ
）
に
所
説
の
論
蔵
（
阿
毘
達
磨
藏
）
を
受
持
せ
し
め
、
文
殊
室
利
菩
薩

に
所
説
の
般
若
蔵
（
大
乘
、
般
若
波
羅
蜜
多
）
を
受
持
せ
し
め
、
金
剛
薩
埵
に
所
説
の
甚
だ
秘
奥
で
す
ぐ
れ
た
諸
々
の
真
言
蔵
（
総
持
門
）
を
受

持
せ
し
む
」
と
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
今
依
斯
經
文
。
佛
以
五
味
配
當
五
藏
。
總
持
稱
醍
醐
四
味
譬
四
藏
。
振
旦
人
師
等
。
爭
盜
醍
醐
各
名
自
宗
。
若
鑒
斯
經
則
掩
耳
之
智
不
待

剖
割
。 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、
今
、
斯
の
經
文
に
依
ら
ば
、
佛
は
五
味
を
以
っ
て
五
藏
に
配
當
す
。
總
持
を
醍
醐
と
稱
し
、
四
味
を
四
藏
に
譬
え
た
り
。
振
旦



の
人
師
等
、
爭
っ
て
醍
醐
を
盜
み
、
各
々
自
宗
と
名
づ
く
。
若
し
斯
の
經
に
鑒
れ
ば
則
ち
掩 え

ん

耳 じ

の
智
、
剖 ぼ

う

割 か
つ

を
待
た
ず
。 

 

【
註
記
】 

①
振
旦
：
中
国
。 

②
掩
耳
：
掩
耳
盗
鐘
の
譬
え
。
鐘
を
盗
ん
で
も
鐘
が
鳴
る
の
を
耳
を
ふ
さ
い
で
恐
れ
る
こ
と
。 

③
剖
割
：
断
ち
割
る
。 

 

【
私
釈
】 

喩
し
て
言
う
に
、
今
、
こ
の
経
文
に
依
れ
ば
、
仏
は
乳
な
ど
の
五
味
を
経
蔵
な
ど
の
五
蔵
に
配
当
し
た
。
真
言
蔵
（
総
持
門
）
を
醍
醐
と
言
い
、

四
つ
の
味
を
律
蔵
な
ど
四
蔵
に
譬
え
た
。
中
国
の
論
師
た
ち
は
、
競
っ
て
醍
醐
を
盜
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
宗
と
言
っ
た
。
も
し
、
こ
の
経
に
鑑
み

れ
ば
、
鐘
を
盗
ん
で
も
鐘
が
鳴
る
の
を
耳
を
ふ
さ
い
で
恐
れ
る
よ
う
な
も
の
（「
掩
耳
盗
鐘
」）
で
、
そ
の
よ
う
な
智
慧
は
断
ち
割
る
必
要
も
な
い
」

と
。 

 

○
『
楞
伽
経
』
引
証
喩
釈
段
② 

【
原
文
】 

楞
伽
經
云
。
我
乘
内
證
智
。
妄
覺
非
境
界
。
如
來
滅
世
後
。
誰
持
爲
我
説
。
如
來
滅
度
後
。
未
來
當
有
人
。
大
慧
汝
諦
聽
。
有
人
持
我
法
。
於
南

大
國
中
。
有
大
徳
比
丘
。
名
龍
樹
菩
薩
。
能
破
有
無
見
。
爲
人
説
我
乘
。
大
乘
無
上
法 

 

 

【
書
き
下
し
】 



楞
伽
經
に
云
わ
く
、「
我
が
乘
た
る
内
證
智
は
、
妄
覺
の
境
界
に
非
ず
。
如
來
滅
世
の
後
、
誰
か
持
し
て
我
が
爲
に
説
か
ん
。
如
來
滅
度
の
後
、
未

來
に
當
に
人
有
る
べ
し
。
大
慧
、
汝
、
諦
か
に
聽
け
。
人
有
り
て
我
が
法
を
持
す
。
南
大
國
の
中
に
於
い
て
、
大
徳
比
丘
有
り
。
龍
樹
菩
薩
と
名

づ
く
。
能
く
有
無
の
見
を
破
し
、
人
の
爲
に
我
が
乘
を
説
く
。
大
乘
の
無
上
の
法
な
り
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
内
證
智
：
法
身
如
来
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

②
誰
か
持
し
て
「
我
」
が
爲
に
説
か
ん
：
こ
の
「
我
」
と
は
誰
か
、
古
来
二
説
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
部
分
を
次
に
出
て
く
る
「
大
慧
」
の
問
い

と
解
釈
し
、「
我
」
即
ち
「
大
慧
」
と
と
る
。
二
つ
目
は
、「
我
」
を
最
初
の
「
我
の
乗
た
る
」
の
「
我
」
と
同
じ
く
「
法
身
」
と
と
る
（
那
須

政
隆
『《
弁
顕
密
二
教
論
》
の
解
説
』）。
私
は
前
者
を
と
っ
た
。 

③
如
來
滅
度
の
後
：
仏
滅
後
八
百
年
頃
（
前
掲
書
）。 

④
南
大
國
：
南
イ
ン
ド
。 

⑤
龍
樹
菩
薩
：「
人
有
り
て
我
（
法
身
如
来
）
が
法
を
持
す
」
は
真
言
付
法
の
第
三
祖
・
龍
猛
を
思
わ
せ
、「
能
く
有
無
の
見
を
破
し
」
は
イ
ン
ド

大
乗
中
観
派
の
祖
・
龍
樹
を
思
わ
せ
る
。
二
人
は
本
来
別
人
で
あ
る
が
、
真
言
付
法
の
第
三
祖
・
龍
猛
を
意
味
し
て
い
る
気
配
が
あ
る
。 

⑥
有
無
の
見
：「
実
有
」
と
「
実
無
」
の
相
対
的
二
項
対
立
の
妄
見
。 

 

【
私
釈
】 

『
入
楞
伽
経
』
の
第
九
に
説
く
に
、「
私
（
法
身
大
日
）
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
は
、
相
対
的
な
二
項
対
立
を
覚
っ
た
境
地
で
は
な
い
。（
大
慧

が
法
身
如
来
に
問
う
て
言
う
に
）「
如
來
（
釈
尊
）
が
世
を
去
っ
た
の
ち
、
誰
が
（
そ
の
智
慧
を
）
受
持
し
て
私
（
大
慧
）
の
た
め
に
説
い
て
く
れ

る
の
だ
ろ
う
か
」
と
。（
法
身
如
来
が
答
え
て
言
う
に
）「
如
來
（
釈
尊
）
が
世
を
去
っ
て
の
ち
、
先
の
世
に
か
な
ら
ず
然
る
べ
き
人
が
現
わ
れ
る

に
ち
が
い
な
い
。
大
慧
よ
、
よ
く
よ
く
聴
き
な
さ
い
。（
実
際
に
）
然
る
べ
き
人
が
出
て
、
私
（
法
身
大
日
）
の
教
法
を
受
持
し
た
。
南
イ
ン
ド
に



広
大
な
徳
を
具
え
た
比
丘
が
現
わ
れ
、
そ
の
名
を
龍
樹
菩
薩
と
言
う
。
よ
く
「
実
有
」
と
「
実
無
」
の
相
対
的
二
項
対
立
の
妄
見
を
退
け
、
人
の

た
め
に
私
（
法
身
如
来
）
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
を
説
い
た
。
す
な
わ
ち
大
乘
の
こ
の
上
な
い
教
法
で
あ
る
」」
と
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
言
我
乘
内
證
智
者
。
是
則
示
眞
言
祕
密
藏
。
如
來
明
記
若
人
説
通
。
有
智
之
人
不
須
狐
疑 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
我
が
乘
た
る
内
證
智
と
は
、
是
れ
則
ち
眞
言
祕
密
藏
を
示
す
。
如
來
明
ら
か
に
記
す
、
若
く
の
如
き
人
、
説
通
ず
べ
し
、
と
。

有
智
の
人
、
狐
疑
す
べ
か
ら
ず
。 

 

【
註
記
】 

①
狐
疑
：
疑
い
深
い
キ
ツ
ネ
の
よ
う
に
疑
う
。 

 

【
私
釈
】 

喩
し
て
言
う
に
、「「
我
が
乘
た
る
内
證
智
」
と
は
、
す
な
わ
ち
真
言
秘
密
蔵
の
こ
と
で
あ
る
。
如
來
（
法
身
大
日
）
が
明
ら
か
に
予
言
し
た
通
り
、

こ
の
（
龍
樹
の
）
よ
う
な
然
る
べ
き
人
が
現
わ
れ
て
、
如
来
と
同
じ
説
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
智
慧
あ
る
人
は
こ
そ
こ
そ
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

○
『
楞
伽
経
』
引
証
喩
釈
段
③ 

【
原
文
】 

楞
伽
第
二
又
云
。
復
次
大
惠
法
佛
報
佛
説
。
一
切
法
自
相
同
相
故
。
以
執
著
虚
妄
體
相
因
分
別
心
勳
習
故
。
大
惠
是
名
分
別
虚
妄
體
相
。
大
惠
是



名
報
佛
説
法
之
相
。
大
惠
法
佛
説
法
者
。
離
心
相
應
體
故
。
内
證
聖
行
境
界
故
。
大
惠
是
名
法 

佛
説
法
之
相
。
大
惠
應
化
佛
所
作
應
佛
説
。
施
戒

忍
精
進
禪
定
智
慧
故
。
陰
界
入
解
脱
故
。
建
立
識
想
差
別
行
故
。
説
諸
外
道
無
色
三
摩
拔
提
次
第
相
故
。
大
惠
是
名
應
佛
所
作
應
佛
説
法
相
。
復

次
大
惠
法
佛
説
法
者
。
離
攀
縁
離
能
觀
所
觀
故
。
離
所
作
相
量
相
故
。
非
諸
聲
聞
縁
覺
外
道
境
界
故
又
第
十
卷
云
。
大
惠
應
化
佛
作
化
衆
生
事
異

眞
實
相
説
法
。
不
説
内
所
證
法
聖
智
境
界 

 

【
書
き
下
し
】 

楞
伽
第
二
に
、
又
、
云
わ
く
、「
復
た
次
に
、
大
惠
、
法
佛
の
報
佛
は
一
切
法
の
自
相
・
同
相
を
説
く
が
故
に
、
虚
妄
の
體
相
に
執
著
す
る
を
以
っ

て
、
分
別
の
心
勳
習
す
る
に
因
る
が
故
に
、
大
惠
、
是
れ
を
分
別
虚
妄
の
體
相
と
名
づ
く
。
大
惠
、
是
れ
を
報
佛
説
法
の
相
と
名
づ
く
。
大
惠
、

法
佛
の
説
法
と
は
、
心
相
應
の
體
を
離
る
る
が
故
に
、
内
證
・
聖
行
の
境
界
な
る
が
故
に
、
大
惠
、
是
れ
を
法
佛
説
法
の
相
と
名
づ
く
。
大
惠
、

應
化
佛
の
所
作
、
應
佛
の
説
は
、
施
・
戒
・
忍
・
精
進
・
禪
定
・
智
慧
の
故
に
、
陰
界
入
解
脱
の
故
に
、
識
想
の
差
別
の
行
を
建
立
す
る
が
故
に
、

諸
々
の
外
道
の
無
色
三
摩
拔
提
の
次
第
の
相
を
説
く
が
故
に
、
大
惠
、
是
れ
を
應
佛
の
所
作
、
應
佛
説
法
の
相
と
名
づ
く
。
復
た
次
に
、
大
惠
、

法
佛
の
説
法
と
は
、
攀 へ

ん

縁 ね
ん

を
離
れ
能
觀
・
所
觀
を
離
る
る
が
故
に
、
所
作
の
相
と
量
の
相
を
離
る
る
が
故
に
、
諸
々
の
聲
聞
・
縁
覺
・
外
道
の
境

界
に
非
ざ
る
が
故
に
」
と
。 

又
、
第
十
卷
に
云
わ
く
、「
大
惠
、
應
化
佛
は
化
衆
生
の
事
を
作
す
こ
と
、
眞
實
相
の
説
法
に
異
り
、
内
所
證
の
法
、
聖
智
の
境
界
を
説
か
ず
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
楞
伽
：『
入
楞
伽
経
』。 

②
聖
行
：
大
悲
利
他
行
。 

③
無
色
三
摩
拔
提
：
無
色
は
「
無
色
定
」、「
三
摩
拔
提
」
は
「
等
至

sam
qp

atti

」。「
禅
定
」
を
色
界
と
無
色
界
の
二
つ
に
分
け
、
色
界
を
「
初
禅
」



「
二
禅
」「
三
禅
」「
四
禅
」
の
四
段
階
に
、「
無
色
界
」
を
「
空
無
辺
処
」「
識
無
辺
処
」「
無
所
有
処
」「
非
想
非
非
想
処
」
の
「
無
色
定
」
四

段
階
と
す
る
。「
無
色
定
」
の
「
等
至
」（
心
一
境
性
）
の
意
。 

④
攀
縁
：
執
著
や
執
念
の
対
象
。 

 

【
私
釈
】 

『
入
楞
伽
経
』
の
第
二
に
、
ま
た
説
く
に
、「
ま
た
次
に
、
大
恵
よ
、
法
身
仏
か
ら
変
化
し
た
報
身
仏
は
、
一
切
諸
法
の
独
自
の
外
見
や
共
通
の
外

見
を
相
対
的
に
説
く
か
ら
、
ま
た
相
対
的
な
二
項
対
立
の
本
性
や
外
見
に
執
著
す
る
か
ら
、
さ
ら
に
相
対
的
な
対
立
意
識
が
深
層
の
潜
在
意
識
に

染
み
込
む
か
ら
、
大
恵
よ
、
こ
れ
を
相
対
的
な
二
項
対
立
の
本
性
や
外
見
と
言
う
。
大
恵
よ
、
こ
れ
を
報
身
仏
の
説
法
の
特
徴
と
言
う
。
大
恵
よ
、

法
身
仏
の
説
法
と
は
、
心
の
変
化
に
相
応
す
る
本
性
を
離
れ
て
い
る
か
ら
、
ま
た
（
法
身
）
の
内
な
る
サ
ト
リ
や
そ
れ
に
基
づ
く
大
悲
利
他
行
の

境
地
で
あ
る
か
ら
、
大
恵
よ
、
こ
れ
を
法
身
仏
の
説
法
の
特
徴
と
言
う
。
大
恵
よ
、
応
化
身
仏
の
利
他
行
、
あ
る
い
は
説
法
は
、（
具
に
言
え
ば
）

布
施
・
持
戒
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
の
「
六
波
羅
蜜
」、
す
な
わ
ち
利
他
の
菩
薩
行
で
あ
り
、
五
蘊
（
陰
）・
十
八
界
（
界
）・
十
二
処
（
入
）・

八
解
脱
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
た
「
六
識
」・
末
那
識
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
、
以
上
八
識
の
概
念
の
異
な
っ
た
意
識
作
用
を
明
か
す
の
で
あ
る
か
ら
、

さ
ら
に
は
、
諸
々
の
外
道
が
説
く
「
無
色
定
」
の
「
等
至
」
の
修
習
次
第
の
特
徴
を
説
く
の
だ
か
ら
、
大
恵
よ
、
こ
れ
を
応
化
身
仏
の
利
他
行
、

あ
る
い
は
説
法
の
特
徴
と
言
う
。
ま
た
次
に
、
大
恵
よ
、
法
身
仏
の
説
法
と
は
、
執
著
や
執
念
の
対
象
を
離
れ
、
観
じ
る
主
体
と
観
じ
ら
れ
る
客

体
の
相
対
関
係
を
離
れ
る
か
ら
、
利
他
行
（
所
量
）
と
思
量
（
能
量
）
の
特
徴
を
離
れ
る
か
ら
、
諸
々
の
声
聞
・
縁
覚
・
外
道
の
境
地
で
は
な
い

か
ら
で
あ
る
」
と
。 

ま
た
、
同
じ
く
『
入
楞
伽
経
』
の
第
十
に
説
く
に
、「
大
恵
よ
、
応
化
身
仏
は
衆
生
の
化
導
を
現
実
化
す
る
た
め
、
真
実
の
特
性
に
つ
い
て
は
説
法

せ
ず
、
法
身
仏
の
自
内
証
の
教
法
で
あ
る
無
分
別
智
の
境
地
も
説
か
な
い
」
と
。 

 

【
原
文
】 



喩
曰
。
今
依
此
經
。
三
身
説
法
各
有
分
齊
。
應
化 

佛
者
不
説
内
證
智
境
界
明
也
。
唯
有
法
身
佛
説
此
内
證
智
。
若
攬
後
文
斯
理
即
決
之 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
今
、
此
の
經
に
依
ら
ば
、
三
身
の
説
法
に
各
々
分
齊

ぶ
ん
ざ
い

有
り
。
應
化
佛
は
内
證
智
の
境
界
を
説
か
ざ
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
た
だ

法
身
佛
の
み
有
っ
て
此
の
内
證
智
を
説
く
。
若
し
後
の
文
を
攬 と

れ
ば
、
斯
の
理
即
ち
之
を
決
す
べ
し
。」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
分
齊
：
内
容
・
範
囲
・
程
度
。 

 

【
私
釈
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
今
、
こ
の
『
入
楞
伽
経
』
に
よ
れ
ば
、
法
・
報
・
応
の
「
三
身
」
の
説
法
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
内
容
や
程
度
が
あ
る
。

応
化
身
仏
は
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
の
境
地
を
説
か
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
た
だ
法
身
仏
だ
け
が
こ
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
の
境
地
を

説
く
。
も
し
、
あ
と
に
引
用
す
る
文
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
こ
の
道
理
を
納
得
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。」
と
。 

 

○
『
五
秘
密
経
』
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

金
剛
頂
五
祕
密
經
説
。
若
於
顯
教
修
行
者
。
久
經
三
大
無
數
劫
然
後
證
成
無
上
菩
提
。
於
其
中
間
十
進
九
退
。
或
證
七
地
以
所
集
福
徳
智
慧
迴
向

聲
聞
縁
覺
道
果
。
仍
不
能
證
無
上
菩
提
。
若
依
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
所
説
内
證
自
覺
聖
智
法
。
及
大
普
賢
金
剛
薩
埵
他
受
用
身
智
。
則
於
現
生



遇
逢
曼
荼
羅
阿
闍
梨
。
得
入
曼
荼 

羅
。
爲
具
足
羯
磨
以
普
賢
三
摩
地
引
入
金
剛
薩
埵
入
其
身
中
。
由
加
持
威
徳
力
故
。
於
須
臾
頃
當
證
無
量
三
昧

耶
無
量
陀
羅
尼
門
。
以
不
思
議
法
能
變
易
弟
子
倶
生
我
執
種
子
。
應
時
集
得
身
中
一
大
阿
僧
祇
劫
所
集
福
徳
智
慧
。
則
爲
生
在
佛
處
。
纔
見
曼
荼

羅
則
種
金
剛
界
種
子
。
具
受
灌
頂
受
職
金
剛
名
號
。
從
此
已
後
受
得
廣
大
甚
深
不
思
議
法
。
超
越
二
乘
十
地
。 

 

【
書
き
下
し
】 

『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（
通
称
『
五
秘
密
儀
軌
』）
に
説
く
に
、「
若
し
顯
教
に
於
い
て
修
行
す
る
者
は
、
久
し
く
三
大

無
數
劫
を
經
て
、
然
る
後
に
無
上
の
菩
提
を
證
成
す
。
其
の
中
間
に
於
い
て
十
進
ん
で
九
退
く
。
或
い
は
、
七
地
を
證
し
て
集
む
る
所
の
福
徳
・

智
慧
を
以
っ
て
聲
聞
・
縁
覺
の
道
果
に
迴
向
し
、
仍
し
無
上
菩
提
を
證
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
若
し
、
毘
盧
遮
那
佛
の
自
受
用
身
説
く
所
の
内
證
自

覺
の
聖
智
の
法
、
及
び
大
普
賢
金
剛
薩
埵
の
他
受
用
身
の
智
に
依
ら
ば
、
則
ち
現
生
に
於
い
て
曼
荼
羅
阿
闍
梨
に
遇
逢
し
、
曼
荼
羅
に
入
る
こ
と

を
得
て
、
羯
磨

こ
ん
ま

を
具
足
す
る
こ
と
を
爲
し
、
普
賢
三
摩
地
を
以
っ
て
金
剛
薩
埵
を
引
入
し
、
其
の
身
中
に
入
る
。
加
持
の
威
徳
力
に
依
る
が
故
に
、

須
臾

し
ゅ
ゆ

の
頃

あ
い
だ

に
於
い
て
、
當
に
無
量
の
三
昧
耶
、
無
量
の
陀
羅
尼
門
を
證
す
べ
し
。
不
思
議
の
法
を
以
っ
て
、
能
く
弟
子
の
倶
生
の
我
執
の
種
子
を

變
易
し
、
時
に
應
じ
て
身
中
に
一
大
阿
僧
祇
劫
に
集
め
し
所
の
福
徳
・
智
慧
を
集
得
す
れ
ば
、
則
ち
佛
處
に
生
在
す
る
と
爲
す
。
纔
に
曼
荼
羅
を

見
れ
ば
則
ち
金
剛
界
の
種
子
を
種
え
、
具
に
灌
頂
受
職
の
金
剛
名
號

こ
ん
ご
う
み
ょ
う
ご
う

を
受
く
。
此
れ
從
り
已
後
、
廣
大
甚
深
の
不
思
議
の
法
を
受
得
し
て
、
二
乘
・

十
地
を
超
越
す
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
金
剛
頂
五
祕
密
經
：
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（
通
称
『
五
秘
密
儀
軌
』）。 



②
三
大
無
數
劫
：
三
大
阿
僧
祇
劫
。
果
て
し
な
く
長
い
時
間
。 

③
七
地
：
菩
薩
の
「
十
地
」
の
第
七
「
遠
行
地
」。
凡
夫
・
衆
生
の
世
間
や
声
聞
・
縁
覚
の
二
乗
の
境
地
を
遠
く
超
え
た
段
階
。 

④
道
果
：
修
行
の
報
果
。 

⑤
大
普
賢
：
堅
固
な
菩
提
心
を
持
つ
、
の
意
。 

⑥
曼
荼
羅
阿
闍
梨
：
行
者
を
曼
荼
羅
に
導
き
入
れ
る
阿
闍
梨
。
大
阿
。 

⑦
羯
磨
：
受
戒
作
法
。
潅
頂
の
際
の
「
三
昧
耶
戒
」。 

⑧
普
賢
三
摩
地
：
普
賢
三
昧
耶
。 

⑨
須
臾
の
頃
：
少
し
の
間
・
し
ば
ら
く
の
間
。 

⑩
佛
處
：
仏
の
境
地
。 

⑪
灌
頂
受
職
：
潅
頂
を
受
け
た
証
し
。 

⑫
金
剛
名
號
：
潅
頂
名
。 

 

【
私
釈
】 

『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（
通
称
『
五
秘
密
儀
軌
』）
に
説
く
に
、「
も
し
顯
教
で
修
行
す
る
人
は
、
三
大
阿
僧
祇
劫
と
い

う
果
て
し
な
く
長
い
時
間
を
経
て
、
そ
の
の
ち
に
無
上
の
菩
提
を
成
就
す
る
。
そ
の
長
い
期
間
の
中
間
で
は
十
歩
進
ん
で
も
九
歩
退
く
よ
う
な
困

難
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
菩
薩
の
「
十
地
」
の
第
七
段
階
「
遠
行
地
」
を
成
就
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た
福
徳
や
智
慧
を
声
聞
・

縁
覚
の
報
果
と
し
て
回
し
て
し
ま
い
、
よ
っ
て
こ
の
上
な
い
サ
ト
リ
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
も
し
、
毘
盧
遮
那
仏
（
大
日
如
来
）
の
自
受
用

身
が
説
く
自
ら
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
す
ぐ
れ
た
智
慧
の
教
法
や
、
堅
固
な
菩
提
心
を
持
つ
金
剛
薩
埵
の
他
受
用
身
の
智
慧
に
よ
れ
ば
、
こ
の
今
生

に
お
い
て
曼
荼
羅
に
導
き
入
れ
て
く
れ
る
潅
頂
阿
闍
梨
に
遇
い
逢
う
て
、
曼
荼
羅
に
入
る
こ
と
が
で
き
、（
三
昧
耶
戒
の
）
受
戒
作
法
（
羯
磨
）
を

身
に
付
け
、
普
賢
三
昧
耶
の
印
言
を
も
っ
て
金
剛
薩
埵
を
曼
荼
羅
海
会
に
引
入
し
、
金
剛
薩
埵
の
身
中
に
入
る
。
金
剛
薩
埵
が
行
者
に
成
就
の
力



を
加
え
る
加
持
の
威
徳
力
に
よ
っ
て
、
速
や
か
に
、
限
り
な
い
「
生
仏
一
如
」（
三
昧
耶
）
や
無
数
の
真
言
の
法
門
（
陀
羅
尼
門
）
を
成
就
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
顕
教
で
は
あ
り
得
な
い
不
思
議
な
教
法
に
よ
っ
て
、
弟
子
が
生
き
る
と
共
に
生
起
す
る
我
執
の
種
子
を
よ
く
変
質
さ

せ
、
時
に
応
じ
て
身
中
に
一
大
阿
僧
祇
劫
の
時
間
を
か
け
て
集
め
た
福
徳
や
智
慧
を
積
み
重
ね
れ
ば
、
仏
の
境
地
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。（
潅

頂
道
場
に
入
っ
て
）
わ
ず
か
で
も
曼
荼
羅
を
見
れ
ば
、
す
な
わ
ち
金
剛
界
の
種
子
が
弟
子
の
心
中
に
種
え
ら
れ
、
具
に
潅
頂
を
受
け
た
証
し
と
し

て
の
潅
頂
名
を
授
か
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
は
、
広
大
に
し
て
奥
深
い
不
思
議
な
教
法
を
受
持
し
て
、
二
乘
の
声
聞
・
縁
覚
や
「
十
地
」
の
菩

薩
の
境
地
を
超
え
て
い
く
」
と
。 

 

【
付
記
】 

こ
こ
に
説
か
れ
た
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』（
通
称
『
五
秘
密
儀
軌
』）
の
引
用
部
分
（「
若
依
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
～

超
越
二
乘
十
地
」）
は
、
潅
頂
な
ど
の
秘
儀
（
事
作
法
）
に
言
及
す
る
の
で
、
伝
統
教
学
で
は
「
不
読
段
」
と
す
る
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
顯
教
所
談
言
斷
心
滅
之
境
者
。
所
謂
法
身
毘
盧
遮
那
内
證
智
境
界
也
。
若
依
瓔
珞
經
。
毘
盧 

遮
那
是
理
法
身
。
盧
遮
那
則
智
法
身
。
釋
迦
名

化
身
。
然
則
是
金
剛
頂
經
所
談
毘
盧
遮
那
佛
自
受
用
身
所
説
内
證
自
覺
聖
智
法
者
。
此
則
理
智
法
身
之
境
界
也 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
顯
教
の
談
ず
る
所
の
言
斷
心
滅
の
境
と
は
、
謂
わ
ゆ
る
、
法
身
毘
盧
遮
那
の
内
證
智
の
境
界
な
り
。
若
し
瓔
珞
經
に
依
れ
ば
、

毘
盧
遮
那
は
理
法
身
、
盧
遮
那
は
則
ち
智
法
身
、
釋
迦
を
化
身
と
名
づ
く
。
然
れ
ば
則
ち
、
是
の
金
剛
頂
經
の
談
ず
る
所
の
毘
盧
遮
那
佛
の
自
受

用
身
説
く
所
の
内
證
自
覺
の
聖
智
の
法
と
は
、
此
れ
則
ち
理
智
法
身
の
境
界
な
り
。 

 



【
註
記
】 

①
瓔
珞
經
：『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』。
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
偽
経
説
が
あ
る
。 

②
理
法
身
：
胎
蔵
界
大
日
如
来
。
現
象
世
界
の
背
後
に
あ
る
宇
宙
的
な
真
理
と
、
そ
の
真
理
に
よ
っ
て
凡
夫
・
衆
生
を
化
導
す
る
大
悲
心
を
胎
蔵

す
る
法
身
。 

③
智
法
身
：
金
剛
界
大
日
如
来
。
現
象
世
界
の
背
後
に
あ
る
宇
宙
的
な
真
理
で
あ
る
「
法
界
体
性
智
」「
大
円
鏡
智
」「
平
等
性
智
」「
妙
観
察
智
」

「
成
所
作
智
」
の
「
五
智
」
を
具
有
す
る
法
身
。 

宗
祖
大
師
の
『
秘
蔵
記
』
に
、「
胎
蔵
と
は
理
な
り
、
金
剛
と
は
智
な
り
」「
理
智
相
離
れ
ず
、
理
よ
り
智
用
起
こ
り
、
智
よ
り
大
悲
起
こ
る
」

と
あ
る
。 

 

【
私
釈
】 

喩
し
て
説
く
に
、「
顯
教
が
言
う
言
葉
で
は
言
い
表
せ
ず
心
意
識
も
滅
し
た
境
地
と
は
、
い
わ
ゆ
る
、
法
身
毘
盧
遮
那
（
大
日
如
来
）
の
内
な
る
サ

ト
リ
の
智
慧
の
境
地
で
あ
る
。
も
し
、『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
に
よ
れ
ば
、
毘
盧
遮
那
は
理
法
身
、
盧
遮
那
は
智
法
身
、
釈
尊
を
変
化
身
と
言
う
。

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
『
金
剛
頂
瑜
伽
金
剛
薩
埵
五
秘
密
修
行
念
誦
儀
軌
』
が
説
く
毘
盧
遮
那
仏
の
自
受
用
身
の
自
ら
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
の

境
地
の
教
法
と
は
、
す
な
わ
ち
理
法
身
と
智
法
身
の
境
地
の
両
方
で
あ
る
」
と
。 

 

【
原
文
】 

又
金
剛
頂
瑜
祇
經
云
。「
金
剛
界
遍
照
如
來
以
五
智
所
成
四
種
法
身
。
於
本
有
金
剛
界
金
剛
心
殿
中
。
與
自
性
所
成
眷
屬
乃
至
微
細
法
身
祕
密
心
地

超
過
十
地
身
語
心
金
剛
等
云
云
又
云
。
諸
地
菩
薩
無
有
能
見
倶
不
覺
知
云
云
。
又
分
別
聖
位
經
云
。
自
受
用
佛
從
心
流
出
無
量
菩
薩
皆
同
一
性
。

謂
金
剛
性
。
如
是
諸
佛
菩
薩
自
受
法
樂
故
各
説
自
證
三
密
門
云
云
。
如
是
等
文
並
是
自
性
自
用
理
智
法
身
之
境
。
是
法
身
等
自
受
法
樂
故
説
此
内

證
智
境
界
。
與
彼
楞
伽
法
身
説
内
證
智
境
應
化
不
説
文
冥
會
也
。
此
則
顯
教
所
絶
離
之
處
也
。
若
有
智
人
纔
目
斯
文
。
雲
霧
忽
朗
關
鑰
自
開
。
井



底
之
鱗
逸
泳
巨
海
。
蕃
蘺
之
翼
翰
飛
寥
廓
。
百
年
生
盲
乍
辨
乳
色
。
萬
劫
暗
夜
頓
搴
日
光
。 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
金
剛
頂
瑜
祇
經
に
云
わ
く
、「
金
剛
界
遍
照
如
來
、
五
智
所
成
の
四
種
法
身
を
以
っ
て
、
本
有
の
金
剛
界
金
剛
心
殿
の
中
に
於
い
て
、
自
性
所

成
の
眷
屬
、
乃
至
微
細
法
身
の
祕
密
心
地
の
十
地
を
超
過
せ
る
身
・
語
・
心
の
金
剛
等
と
與
な
り
き
」
云
云
と
。
又
、
云
わ
く
、「
諸
地
の
菩
薩
も

能
く
見
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。
倶
に
覺
知
せ
ず
」
云
云
と
。
又
、
分
別
聖
位
經
に
云
わ
く
、「
自
受
用
佛
は
、
心
從
り
無
量
の
菩
薩
を
流
出
す
。

皆
、
同
一
の
性
な
り
。
謂
わ
く
、
金
剛
の
性
な
り
。
是
く
の
如
く
の
諸
佛
・
菩
薩
は
、
自
受
法
樂
の
故
に
各
々
自
證
の
三
密
門
を
説
く
」
云
云
。 

是
く
の
如
く
等
の
文
は
、
並
び
に
是
れ
自
性
・
自
用
の
理
智
法
身
の
境
な
り
。
是
の
法
身
等
は
自
受
法
樂
の
故
に
、
此
の
内
證
智
の
境
界
を
説
く
。

彼
の
楞
伽
の
「
法
身
は
内
證
智
の
境
を
説
き
、
應
化
は
説
か
ず
」
の
文
と
冥
會
な
り
。
此
れ
則
ち
顯
教
の
絶
離
す
る
所
の
處
な
り
。
若
し
有
智
の

人
、
纔
に
斯
の
文
を
目
せ
ば
、
雲 く

も

霧 ぶ

忽
ち
朗
か
ん
じ
關 か

ん

鑰 や
く

自
ら
開
く
。
井
底

せ
い
て
い

の
鱗
、

逸
ほ
し
い
ま
ま

に
巨
海
を
泳
ぐ
。
蕃
籬

は
ん
り

の
翼
、
翰 た

か

く
寥

り
ょ
う

廓 か
く

に
飛
ぶ
。

百
年

は
く
ね
ん

の
生

し
ょ
う

盲 も
う

、
乍

た
ち
ま

ち
乳
の
色
を
辨

わ
き
ま

え
、
萬
劫
の
暗
夜
、
頓
に
日
光
を
搴 か

か

ぐ
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
金
剛
頂
瑜
祇
經
：
金
剛
智
訳
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』。 

②
遍
照
如
來
：
大
日
如
来
。 

③
金
剛
心
殿
：
堅
固
な
菩
提
心
の
楼
閣
。 

④
分
別
聖
位
經
：
伝
不
空
訳
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』。
大
正
蔵
経
で
は
不
空
訳
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
修
證
法
門
儀
』。 

⑤
楞
伽
：『
入
楞
伽
経
』。 



⑥
關
鑰
：
疑
問
の
鍵
。 

⑦
蕃
籬
：
駕
篭
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

【
私
釈
】 

ま
た
、『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
通
称
『
瑜
祇
経
』）
に
説
く
に
、《
金
剛
界
の
遍
照
如
來
（
大
日
如
来
）
は
、「
法
界
体
性
智
」「
大
円

鏡
智
」「
平
等
性
智
」「
妙
観
察
智
」「
成
所
作
智
」
の
「
五
智
」
か
ら
成
る
「
四
種
法
身
」（「
自
性
身
」「
受
用
身
」「
変
化
身
」「
等
流
身
」）
に
よ

っ
て
、
金
剛
界
の
本
来
具
有
の
堅
固
な
菩
提
心
の
楼
閣
の
な
か
で
、
自
性
身
か
ら
生
じ
た
脇
侍
仏
や
極
め
て
微
細
な
法
身
の
秘
密
の
境
地
で
、
菩

薩
の
「
十
地
」
を
は
る
か
に
超
え
た
段
階
の
、
堅
固
な
身
・
語
・
心
の
「
三
密
」
に
住
し
て
い
る
」
云
云
と
。
ま
た
、
同
じ
く
説
く
に
、「「
十
地
」

の
諸
々
の
修
行
段
階
に
あ
る
菩
薩
も
そ
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
覚
る
こ
と
も
な
い
」
云
云
と
。
ま
た
、『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊

分
別
聖
位
法
門
』
に
説
く
に
、「
自
受
用
身
の
法
身
仏
は
、
心
中
か
ら
数
限
り
な
い
（
十
六
大
菩
薩
な
ど
の
）
菩
薩
を
流
出
す
る
。
み
な
、
同
一
の

本
性
を
持
ち
、
堅
固
な
本
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
諸
々
の
仏
・
菩
薩
は
、
自
ら
の
サ
ト
リ
を
楽
し
む
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
サ

ト
リ
の
身
・
語
・
心
を
説
く
」
と
、
云
云
。 

以
上
の
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
性
身
・
自
受
用
身
の
理
法
身
・
智
法
身
の
境
地
を
言
っ
て
い
る
。
こ
の
法
身
は
自
ら
の
サ
ト
リ
を
楽
し
む
た
め
に
、

こ
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
の
境
地
を
説
く
。
あ
の
『
入
楞
伽
経
』
の
「
法
身
は
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
の
境
地
を
説
き
、
応
化
身
は
説
か
な
い
」

と
い
う
文
と
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
顕
教
が
は
る
か
に
か
け
離
れ
て
い
る
次
元
で
あ
る
。
も
し
、
智
慧
あ
る
人
な
ら
、
わ
す
か
で

も
こ
の
文
を
目
に
す
れ
ば
、
雲
や
霧
が
た
ち
ま
ち
晴
れ
、
疑
問
の
鍵
は
自
ら
開
く
。
井
戸
の
底
の
魚
た
ち
も
、
ほ
し
い
ま
ま
に
大
海
を
泳
ぐ
。
駕

篭
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
鳥
た
ち
も
、
高
く
広
大
な
空
を
飛
ぶ
。
生
ま
れ
つ
き
目
が
見
え
な
い
人
も
、
た
ち
ま
ち
に
乳
の
色
を
さ
ぐ
り
当
て
、

久
し
く
長
い
暗
夜
も
、
す
ぐ
に
日
の
光
が
差
す
」
と
。 

 

【
付
記
】 



こ
こ
に
説
か
れ
た
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
通
称
『
瑜
祇
経
』）
の
引
用
部
分
（「
金
剛
界
遍
照
如
来
～
身
語
心
金
剛
等
」）
な
ら
び
に

「
諸
地
菩
薩
～
俱
不
覚
知
」）
は
、
潅
頂
な
ど
の
秘
儀
（
事
作
法
）
に
言
及
す
る
の
で
、
伝
統
教
学
で
は
「
不
読
段
」
と
す
る
。 

 

○
『
聖
位
経
』
引
証
喩
釈
段 

【
原
文
】 

金
剛
頂
分
別
聖
位
經
云
。
眞
言
陀
羅
尼
宗
者
。
一
切
如
來
祕
奥 

之
教
自
覺
聖
智
修
證
法
門
。
亦
是
入
一
切
如
來
海
會
壇
受
菩
薩
職
位
。
超
過
三
界

受
佛
教
勅
三
摩
地
門
。
具
是
因
縁
頓
集
功
徳
廣
大
智
慧
。
於
無
上
菩
提
皆
不
退
轉
。
離
諸
天
魔
一
切
煩
惱
及
諸
罪
障
。
念
念
消
融
證
佛
四
種
身
。

謂
自
性
身
受
用
身
變
化
身
等
流
身
。
滿
足
五
智
三
十
七
等
不
共
佛
法
門
此
標
宗
大
意
然
如
來
變
化
身
於
閻
浮
提
摩
掲
陀
國
菩
提
道
場
成
等
正
覺
。

爲
地
前
菩
薩
聲
聞
縁
覺
凡
夫
説
三
乘
教
法
。
或
依
他
意
趣
説
。
或
依
自
意
趣
説
。
種
種
根
器
種
種
方
便
如
説
修
行
得
人
天
果
報
。
或
得
三
乘
解
脱

果
。
或
進
或
退
於
無
上
菩
提
。
三
無
數
大
劫
修
行
勤
苦
方
得
成
佛
。
王
宮
生
雙
樹
滅
遺
身
舍
利
。
起
塔
供
養
感
受
人
天
勝
妙
果
報
及
涅
槃
因
此
略

表
釋
迦
如
來
之
教
及
得
益
文
。
不
同
報
身
毘
盧
遮
那
於
色
界
頂
第
四
禪
阿
迦
尼
吒
天
宮
。
雲
集
盡
虚
空
遍
法
界
一
切
諸
佛
。
十
地
滿
足
諸
大
菩
薩

證
明
。
驚
覺
身
心
頓
證
無
上
菩
提
此
表
他
受
用
身
説
法
得
益
自
受
用
佛
從
心
流
出
無
量
菩
薩
皆
同
一
性
。
謂
金
剛
性
。
對
遍
照
如
來
受
灌
頂
職
位
。

彼
等
菩
薩
各
説 

三
密
門
。
以
獻
毘
盧
遮
那
及
一
切
如
來
。
便
請
加
持
教
勅
。
毘
盧
遮
那
佛
言
。
汝
等
將
來
於
無
量
世
界
爲
最
上
乘
者
。
令
得
現
生

世
出
世
間
悉
地
成
就
。
彼
諸
菩
薩
受
如
來
勅
已
。
頂
禮
佛
足
圍
繞
毘
盧
遮
那
佛
已
。
各
還
本
方
本
位
成
爲
五
輪
持
本
標
幟
。
若
見
若
聞
若
入
輪
壇
。

能
斷
有
情
五
趣
輪
轉
生
死
業
障
。
於
五
解
脱
輪
中
從
一
佛
至
一
佛
供
養
承
事
。
皆
令
獲
得
無
上
菩
提
成
決
定
性
。
猶
如
金
剛
不
可
沮
壞
。
此
即
毘

盧
遮
那
聖
衆
集
會
。
便
爲
現
證
窣
都
婆
塔
。
一
一
菩
薩
一
一
金
剛
各
住
本
三
昧
住
自
解
脱
。
皆
住
大
悲
願
力
廣
利
有
情
。
若
見
若
聞
悉
證
三
昧
。

功
徳
智
慧
頓
集
成
就
矣 

 

【
書
き
下
し
】 

金
剛
頂
分
別
聖
位
經
に
云
わ
く
、「
眞
言
陀
羅
尼
宗
と
は
、
一
切
如
來
の
祕
奥
の
教
、
自
覺
聖
智
の
修
證
の
法
門
な
り
。「
亦
た
、
是
れ
一
切
如
來



の
海
會
の
壇
に
入
っ
て
菩
薩
の
職
位

し
き
い

を
受
け
、
三
界
を
超
過
し
て
佛
の
教
勅
を
受
く
る
三
摩
地
門
な
り
。
是
の
因
縁
を
具
す
れ
ば
頓
に
功
徳
廣
大

の
智
慧
を
集
め
、
無
上
菩
提
に
於
い
て
皆
、
退
轉
せ
ず
。
諸
々
の
天
魔
、
一
切
の
煩
惱
、
及
び
諸
々
の
罪
障
を
離
れ
、
念
念
に
消
融
し
佛
の
四
種

身
を
證
す
。
謂
わ
く
、
自
性
身
・
受
用
身
・
變
化
身
・
等
流
身
な
り
。
五
智
・
三
十
七
等
の
不
共
の
佛
の
法
門
を
滿
足
す
」（「
亦
是
～
仏
法
門
」、

不
読
段
、
此
れ
宗
の
大
意
を
標
す
）。 

然
も
、
如
來
の
變
化
身
は
、
閻
浮
提
、
摩
掲
陀
國
の
菩
提
道
場
に
於
い
て
等
正
覺
を
成
じ
、
地
前
の
菩
薩
・
聲
聞
・
縁
覺
・
凡
夫
の
爲
に
三
乘
の

教
法
を
説
く
。
或
い
は
他
意
趣
に
依
っ
て
説
き
、
或
い
は
自
意
趣
に
依
っ
て
説
く
。
種
種
の
根
器
・
種
種
方
便
も
て
説
の
如
く
修
行
す
れ
ば
人
天

の
果
報
を
得
。
或
い
は
三
乘
の
解
脱
の
果
を
得
。
或
い
は
進
み
或
い
は
退
い
て
、
無
上
菩
提
に
於
い
て
、
三
無
數
大
劫
に
修
行
し
、
勤
苦
し
て
方

に
成
佛
を
得
。
王
宮
に
生
ま
れ
雙
樹
に
滅
し
て
身
の
舍
利
を
遺
す
。
塔
を
起
て
て
供
養
す
れ
ば
、
人
天
の
勝
妙
の
果
報
、
及
び
涅
槃
の
因
を
感
受

す
（
此
れ
、
略
し
て
釋
迦
如
來
の
教
及
び
得
益
を
表
わ
す
文
な
り
）。 

報
身
毘
盧
遮
那
の
色
界
の
頂
、
第
四
禪
の
阿
迦
尼
吒
天
宮
に
於
い
て
、
雲
集
せ
る
盡
虚
空
・
遍
法
界
の
一
切
の
諸
佛
、
十
地
を
滿
足
せ
る
諸
大
菩

薩
を
證
明
と
し
、
身
心
を
驚
覺
し
て
頓
に
無
上
菩
提
を
證
す
る
に
同
じ
か
ら
ず
（
此
れ
、
他
受
用
身
の
説
法
の
得
益
を
表
わ
す
）。 

「
自
受
用
佛
は
心
從
り
無
量
の
菩
薩
を
流
出
す
、
皆
同
一
の
性
な
り
。
謂
わ
ゆ
る
金
剛
の
性
な
り
。
遍
照
如
來
に
對
し
て
灌
頂
の
職
位
を
受
く
。

彼
等
の
菩
薩
、
各
々
三
密
門
を
説
い
て
以
っ
て
毘
盧
遮
那
及
び
一
切
如
來
に
獻
じ
、
便
ち
加
持
・
教
勅
を
請
う
。
毘
盧
遮
那
佛
が
言
さ
く
、「
汝
等
、

將
來
無
量
の
世
界
に
於
い
て
、
最
上
の
乘
者
の
爲
に
、
現
生
に
世
出
世
間
の
悉
地
成
就
を
得
せ
し
む
べ
し
」
と
。
彼
の
諸
々
の
菩
薩
、
如
來
の
勅

を
受
け
已
っ
て
佛
足
に
頂
禮
し
、
毘
盧
遮
那
佛
を
圍
繞
し
已
っ
て
、
各
々
本
方
本
位
に
還
り
五
輪
た
る
を
成
じ
本
標
幟
を
持
す
。
若
し
見
、
若
し

聞
き
、
若
し
輪
壇
に
入
ら
ば
、
能
く
有
情
の
五
趣
輪
轉
の
生
死
の
業
障
を
斷
じ
、
五
解
脱
輪
の
中
に
於
い
て
一
佛
從
り
一
佛
に
至
る
ま
で
供
養
承

事
し
て
、
皆
、
無
上
菩
提
を
獲
得
し
決
定
の
性
を
成
ぜ
せ
し
む
。
猶
、
金
剛
の
沮
壞

そ

え

す
べ
か
ら
ざ
る
が
如
し
。
此
れ
即
ち
毘
盧
遮
那
聖
衆
の
集
會

な
り
。
便
ち
現
證
の
窣
都
婆
塔
と
爲
る
。
一
一
の
菩
薩
、
一
一
の
金
剛
、
各
々
本
三
昧
に
住
し
自
解
脱
に
住
す
。
皆
、
大
悲
願
力
に
住
し
て
廣
く



有
情
を
利
す
。
若
し
は
見
、
若
し
は
聞
き
、
悉
く
三
昧
を
證
し
、
功
徳
・
智
慧
、
頓
に
集
っ
て
成
就
す
」
と
。（
此
れ
、
自
性
身
・
自
受
用
身
の
説

法
及
び
得
益
を
説
く
）。 

 

【
註
記
】 

①
眞
言
陀
羅
尼
宗
：
真
言
・
陀
羅
尼
を
説
き
唱
え
る
宗
。
真
言
密
教
。
真
言
宗
。 

②
一
切
如
來
：
大
日
如
来
。 

③
自
覺
聖
智
：
自
内
証
智
。
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
。 

④
修
證
の
法
門
：
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
を
実
際
に
説
き
明
か
す
法
門
。 

⑤
海
會
の
壇
：
曼
荼
羅
（
海
会
）
の
壇
。 

⑥
菩
薩
の
職
位
：
菩
薩
と
い
う
修
行
位
階
。 

⑦
三
摩
地
門
：
本
尊
と
行
者
が
無
二
一
体
（
三
昧
耶
）
と
な
る
法
門
。 

⑧
因
縁
：
因
果
律
・
因
果
関
係
。 

⑨
天
魔
：
欲
界
の
「
六
欲
天
」
の
第
六
「
魔
王
波
旬
」。「
他
化
自
在
天
」。 

⑩
四
種
身
：「
四
種
法
身
」。 

⑪
三
十
七
：
金
剛
界
三
十
七
尊
。 

⑫
閻
浮
提
：
人
間
が
住
む
大
陸
。
須
弥
山
の
南
方
に
あ
る
島
、
南
閻
浮
提
。 

⑬
地
前
：
菩
薩
の
「
十
地
」
よ
り
以
前
の
修
行
位
。 

⑭
王
宮
：
釈
尊
が
生
ま
れ
た
イ
ン
ド
・
コ
ー
サ
ラ
国
の
属
国
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
の
王
宮
。 

⑮
雙
樹
：
イ
ン
ド
・
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
、
釈
尊
入
滅
の
地
の
沙
羅
双
樹
。 

⑯
塔
：
仏
舎
利
塔
。 



⑰
阿
迦
尼
吒
天
宮
：
色
界
の
最
上
「
色
究
竟
天
」。 

⑱
本
方
本
位
：
曼
荼
羅
の
本
来
の
位
置
。 

⑱
五
輪
：
五
解
脱
輪
。
五
仏
の
円
輪
（
月
輪
）。 

⑳
本
標
識
：
五
鈷
杵
な
ど
自
ら
を
象
徴
す
る
持
物
。 

㉑
沮
壞
：
壊
す
。 

㉒
現
證
の
窣
都
婆
塔
：
金
剛
界
大
日
如
来
が
現
に
顕
わ
れ
た
窣
都
婆
塔
（
法
界
塔
婆
） 

 

【
私
釈
】 

『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』（
通
称
《
分
別
聖
位
経
》）
に
説
く
に
、「
真
言
陀
羅
尼
宗
と
言
う
の
は
、
大
日
如
来
（
一
切
如
来
）
の

奥
深
い
深
秘
の
教
法
で
あ
り
、
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
を
実
際
に
説
き
明
か
す
法
門
で
あ
る
。《
ま
た
、
こ
れ
は
大
日
如
来
の
曼
荼
羅
（
海
会
）
の

壇
に
入
っ
て
、
菩
薩
と
い
う
修
行
位
階
を
受
け
、
三
界
を
超
え
て
、
仏
の
教
勅
を
受
け
る
生
仏
不
二
の
法
門
で
あ
る
。
こ
の
因
果
律
を
保
持
す
れ

ば
、
す
み
や
か
に
そ
の
功
徳
が
広
大
な
智
慧
を
積
み
重
ね
、
こ
の
上
な
い
サ
ト
リ
の
境
地
に
在
っ
て
元
に
は
戻
ら
な
い
。
諸
々
の
天
魔
や
、
あ
ら

ゆ
る
煩
悩
や
、
諸
々
の
罪
障
を
離
れ
、
時
々
刻
々
そ
れ
ら
は
消
え
て
な
く
な
り
。
四
種
の
仏
身
を
成
就
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
性
身
・
受
用
身
・

変
化
身
・
等
流
身
で
あ
る
。「
五
智
」
や
「
金
剛
界
三
十
七
尊
」
と
い
っ
た
顕
教
に
は
な
い
仏
の
法
門
を
滿
た
し
て
い
る
」
と
。 

然
る
に
、
法
身
如
來
の
変
化
身
（
釈
尊
）
は
、
人
間
が
住
む
南
閻
浮
提
の
、（
イ
ン
ド
の
）
マ
ガ
ダ
（
摩
掲
陀
）
国
の
菩
提
道
場
に
お
い
て
サ
ト
リ

（
等
正
覺
）
を
開
き
、「
十
地
」
以
前
の
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
・
凡
夫
の
た
め
に
三
乘
の
教
法
を
説
い
た
。
時
に
は
自
分
以
外
の
人
の
意
向
に
沿
っ

て
説
き
、
時
に
は
自
ら
の
意
向
に
従
っ
て
説
い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
機
根
に
随
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
便
に
よ
っ
て
、
釈
尊
の
説
く
所
の
通
り
に
修
行

す
れ
ば
、
人
間
界
や
天
界
に
生
じ
る
報
果
が
得
ら
れ
、
あ
る
い
は
「
三
乘
」
の
段
階
に
お
い
て
解
脱
の
報
果
が
得
ら
れ
る
。（
そ
の
修
行
は
）
あ
る

い
は
進
み
あ
る
い
は
退
い
て
、
こ
の
上
な
い
サ
ト
リ
の
境
地
を
め
ざ
し
、
三
大
阿
僧
祇
劫
の
果
て
し
な
く
長
い
時
間
を
修
行
し
、
刻
苦
勉
励
し
て

ま
さ
に
成
仏
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。（
釈
尊
は
）
イ
ン
ド
・
コ
ー
サ
ラ
国
の
属
国
カ
ピ
ラ
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
の
王
宮
に
生
ま
れ
、
ク
シ
ナ
ガ
ラ
の
沙



羅
双
樹
の
下
で
入
滅
し
、
そ
の
身
体
の
骨
（
舍
利
）
を
遺
し
た
。
仏
舍
利
塔
を
建
て
て
供
養
す
れ
ば
、
人
間
界
・
天
界
の
す
ぐ
れ
た
報
果
や
、
涅

槃
の
因
種
を
感
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
こ
れ
は
、
略
し
て
釈
迦
如
來
の
教
法
と
得
益
を
表
わ
す
文
で
あ
る
）。 

報
身
の
毘
盧
遮
那
は
、
色
界
の
頂
き
に
あ
る
第
四
禅
「
色
究
竟
天
」（
阿
迦
尼
吒
天
宮
）
に
お
い
て
、
涌
き
出
る
雲
の
よ
う
に
集
ま
っ
た
、
虚
空
を

尽
く
し
（
盡
虚
空
）
遍
く
法
界
を
満
た
す
（
遍
法
界
）
あ
ら
ゆ
る
仏
や
、「
十
地
」
を
成
就
し
た
菩
薩
た
ち
を
そ
の
証
明
と
し
、
そ
の
仏
・
菩
薩
の

身
心
を
奮
い
起
こ
さ
せ
、
速
や
か
に
こ
の
上
な
い
サ
ト
リ
の
境
地
を
成
就
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
今
述
べ
た
釈
尊
の
変
化
身
の
こ
と
と
同
じ
で
は
な

い
（
こ
れ
は
、
他
受
用
身
の
説
法
の
得
益
を
表
わ
す
）。「
自
受
用
身
仏
は
、
心
中
か
ら
限
り
な
く
多
く
の
菩
薩
を
流
出
す
る
。
み
な
同
一
の
本
性

を
持
ち
、
堅
固
な
本
性
を
持
っ
て
い
る
。
大
日
如
來
に
よ
っ
て
潅
頂
を
受
け
る
資
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
菩
薩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生

仏
一
如
の
「
三
密
」
の
法
門
を
説
い
て
、
大
日
如
来
や
一
切
の
如
来
た
ち
に
献
じ
、
加
持
と
教
勅
を
請
う
の
で
あ
る
。
大
日
如
来
が
言
う
に
、「
あ

な
た
方
は
、
将
来
の
限
り
な
く
多
く
の
世
界
に
お
い
て
、
最
上
の
教
法
を
修
学
す
る
人
の
た
め
に
、
今
の
生
に
お
い
て
、
世
俗
と
世
俗
を
超
え
た

煩
悩
の
な
い
世
界
に
お
け
る
サ
ト
リ
の
境
地
を
成
就
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
こ
の
諸
々
の
菩
薩
は
、
大
日
如
來
の
教
勅
を
受
け
て
、
そ

の
足
元
に
ひ
ざ
ま
ず
き
、
足
の
甲
に
頭
を
つ
け
て
礼
拝
し
、
如
来
を
囲
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
曼
荼
羅
の
本
来
の
位
置
に
戻
り
、
中
央
の
大
日
、
四
方

の
四
仏
の
五
つ
の
月
輪
の
な
か
に
入
り
、
自
ら
を
象
徴
す
る
持
物
を
持
っ
た
。
も
し
誰
か
、
こ
れ
を
見
、
こ
れ
を
聞
き
、
曼
荼
羅
壇
（
の
五
解
脱

輪
と
い
う
月
輪
）
に
入
る
な
ら
、
生
あ
る
者
が
生
死
を
く
り
返
す
五
つ
の
輪
廻
の
宿
業
の
妨
げ
を
断
ち
、
五
解
脱
輪
に
住
す
る
一
仏
か
ら
一
仏
へ

と
供
養
し
て
仕
え
従
い
、
み
な
こ
の
上
な
い
サ
ト
リ
を
得
て
、
成
仏
が
決
定
し
て
い
る
仏
性
を
成
就
さ
せ
る
。
金
剛
石
を
壞
す
こ
と
が
で
き
な
い

の
と
同
じ
で
あ
る
。
五
解
脱
輪
は
、
中
央
の
大
日
如
来
を
囲
む
諸
仏
の
集
会
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
金
剛
界
大
日
如
来
が
現
に
顕
わ
れ
た

窣
都
婆
塔
（
法
界
塔
婆
）
で
あ
る
。
一
尊
一
尊
の
菩
薩
、
一
体
一
体
の
金
剛
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
三
昧
に
住
し
、
自
ら
の
解
脱
に
住
し
、
み
な
、

大
悲
の
誓
願
力
に
住
し
て
、
広
く
生
あ
る
者
を
利
益
す
る
。
あ
る
い
は
こ
の
菩
薩
や
金
剛
を
見
、
あ
る
い
は
そ
の
説
法
を
聞
い
て
、
こ
と
ご
と
く

深
い
瞑
想
の
境
地
（
三
昧
）
を
成
就
し
、
そ
の
功
徳
や
智
慧
を
、
す
ぐ
に
集
め
て
そ
れ
ら
を
成
就
す
る
」
と
。（
此
れ
、
自
性
身
・
自
受
用
身
の
説

法
及
び
得
益
を
説
く
）
と
。 

 



【
付
記
】 

こ
こ
に
説
か
れ
た
『
略
述
金
剛
頂
瑜
伽
分
別
聖
位
修
証
法
門
』（
通
称
《
分
別
聖
位
経
》）
の
引
用
部
分
（「
自
受
用
佛
～
證
三
密
門
」「
亦
是
入
一

切
～
共
佛
法
門
」「
自
受
用
佛
～
頓
集
成
仏
矣
」）
は
、
潅
頂
な
ど
の
秘
儀
（
事
作
法
）
に
言
及
す
る
の
で
、
伝
統
教
学
で
は
「
不
読
段
」
と
し
て

解
説
し
な
い
。 

 

【
原
文
】 

喩
曰
。
此
經
明
説
三
身
説
法
差
別
淺
深
成
佛
遲
速
勝
劣
。
與
彼
楞
伽
三
身
説
法
相
義
符
合
。
顯
學
智
人
皆
噵
法
身
不
説
法
。
此
義
不
然
。
顯
密
二

教
差
別
如
此
。
審
察
審
察
。 

 

【
書
き
下
し
】 

喩
し
て
曰
わ
く
、「
此
の
經
に
明
ら
か
に
三
身
の
説
法
の
差
別
・
淺
深
、
成
佛
の
遲
速
・
勝
劣
を
説
く
。
彼
の
楞
伽
の
三
身
説
法
の
相
と
義
符
合
す
。

顯
學
の
智
人
、
皆
、
法
身
は
説
法
せ
ず
と
噵 い

う
。
此
の
義
、
然
ら
ず
。
顯
密
二
教
差
別
は
此
の
如
し
。
審
に
察
し
審
に
察
せ
よ
」
と
。 

 

【
私
釈
】 

喩
し
て
言
う
に
、「
こ
の
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
分
別
聖
位
法
門
』
に
、
明
ら
か
に
自
性
・
受
用
・
変
化
の
「
三
身
」
の
説
法
の
ち
が
い
や
深
い

浅
い
、
ま
た
成
仏
の
速
い
遅
い
や
優
劣
を
説
い
て
い
る
。
先
の
『
入
楞
伽
経
》
の
「
三
身
」
説
法
の
内
容
や
意
味
と
符
合
す
る
。
顕
教
を
学
ぶ
智

慧
あ
る
人
は
み
な
、
法
身
は
説
法
し
な
い
と
言
う
が
、
そ
れ
は
そ
う
で
は
な
い
。
顕
密
二
教
の
ち
が
い
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
詳
し
く
考
察
し

く
れ
る
よ
う
に
」
と
。 

 



●
引
証
註
解
段 

○
『
瑜
祇
経
』
引
証
註
解
段 

【
原
文
】 

金
剛
頂
一
切
瑜
祇 

經
云
。
一
時
薄
伽
梵
金
剛
界
遍
照
如
來
此
以
總
句
歎
諸
尊
徳
以
五
智
所
成
四
種
法
身
謂
五
智
者
。
一
大
圓
鏡
智
。
二
平
等
性

智
。
三
妙
觀
察
智
。
四
成
所
作
智
。
五
法
界
體
性
智
。
即
是
五
方
佛
也
。
如
次
東
南
西
北
中
配
知
之
。
四
種
法
身
者
。
一
自
性
身
。
二
受
用
身
。

三
變
化
身
。
四
等
流
身
。
此
四
種
身
具
竪
横
二
義
。
横
則
自
利
竪
則
利
他
。
深
義
更
問
於
本
有
金
剛
界
此
明
性
徳
法
界
體
性
智
自
在
大
三
昧
耶
此

則
妙
觀
察
智
也
自
覺
本
初
平
等
性
智
大
菩
提
心
普
賢
滿
月
大
圓
鏡
智
也
不
壞
金
剛
光
明
心
殿
中
謂
不
壞
金
剛
者
總
歎
諸
尊
常
住
身
。
光
明
心
者
歎

心
之
覺
徳
。
殿
者
明
身
心
互
爲
能
住
所
住
。
中
者
語
密
亦
離
邊
義
。
此
是
三
密
。
離
彼
五
邊
百
非
獨
住
非
中
之
中
。
等
覺
十
地
不
能
見
聞
。
所
謂

法
身
自
證
之
境
界
也
。
亦
是
成
所
作
智
。
三
密
業
用
皆
從
此
生
。
已
上
五
句
總
明
住
處
。
住
處
名
則
五
佛
祕
號
妙
徳
也
。
密
意
可
知
也
與
自
性
所

成
眷
屬
金
剛
手
等
十
六
大
菩
薩
。
及
四
攝
行
天
女
使
金
剛
内
外
八
供
養
金
剛
天
女
使
。
各
各
以
本
誓
加
持
自
住
金
剛
月
輪
持
本
三
摩
地7

標
幟
。

皆
以
微
細
法
身
祕
密
心
地
超
過
十
地
身
語
心
金
剛
此
明
三
十
七
根
本
自
性
法
身
内
眷
屬
智
各
於
五
智
光
明
峯
杵
出
現
五
億
倶
胝
微
細
金
剛
遍
滿
虚

空
法
界
。
諸
地
菩
薩
無
有
能
見
倶
不
覺
知
。
熾
然
光
明
自
在
威
力
此
明
三
十
七
尊
根
本
五
智
各
具
恒
沙
性
徳
。
若
約
次
第
有
出
現
之
文
。
若
據
本

有
倶
時
圓
滿
如
是
諸
徳
常
於
三
世
不
壞
化
身
利
樂
有 

情
無
時
暫
息
謂
三
世
者
三
密
也
。
不
壞
表
金
剛
。
化
者
業
用
。
言
常
以
金
剛
三
密
業
用
亘
於

三
世
令
自
他
有
情
受
妙
法
樂
也
以
金
剛
自
性
阿
閦
佛
印
光
明
遍
照
寶
光
佛
印
清
淨
不
染
清
淨
法
界
身
印
種
種
業
用
羯
磨
智
身
印
方
便
加
持
方
便
受

用
身
印
救
度
有
情
大
慈
悲
徳
也
演
金
剛
乘
説
法
智
徳
唯
一
金
剛
圓
滿
壇
徳
智
慧
能
斷
煩
惱
利
智
徳
也
。
已
上
九
句
即
是
五
印
四
徳
也
。
一
一
佛
印

各
具
四
徳
。
自
受
用
故
常
恒
演
説
金
剛
智
慧
一
乘
以
此
甚
深
祕
密
心
地
普
賢
自
性
常
住
法
身
攝
諸
菩
薩
此
明
自
性
法
身
攝
自
眷
屬
。
又
通
攝
他
擧

自
兼
他
也
唯
此
佛
刹
盡
以
金
剛
自
性
清
淨
所
成
密
嚴
華
嚴
謂
密
者
金
剛
三
密
。
華
者
開
敷
覺
華
。
嚴
者
具
種
種
徳
。
言
以
恒
沙
佛
徳
塵
數
三
密
莊

嚴
身
土
。
是
名
曼
荼
羅
。
又
金
剛
表
智
清
淨
表
理
。
自
性
通
二
。
言
彼
諸
尊
各
具
自
然
理
智
以
諸
大 

悲
行
願
圓
滿
有
情
福
智
資
糧
之
所
成
就
謂
上

所
稱
恒
沙
諸
尊
各
具
普
賢
行
願
方
便
以
五
智
光
照
常
住
三
世
。
無
有
暫
息
平
等
智
身
言
五
智
者
五
大
所
成
智
。
一
一
大
各
具
智
印
。
三
世
者
三
密

三
身
。
無
有
暫
息
者
如
此
諸
尊
業
用
無
間
。
以
此
佛
業
利
樂
自
他
。
平
等
智
身
者
。
智
者
心
用
。
身
者
心
體
。
平
等
者
普
遍
。
言
五
大
所
成
三
密



智
印
其
數
無
量
。
身
及
心
智
遍
滿
遍
滿
三
種
世
間
。
勤
作
佛
事
刹
那
不
休
。
如
此
文
句
一
一
文
一
一
句
皆
是
如
來
密
號
也
。
二
乘
凡
夫
但
解
句
義

不
能
解
字
義
。
但
解
字
相
不
得
知
字
之
密
號
。
覽
之
智
人
以
顯
句
義
莫
傷
祕
意
。
若
見
薩
埵
釋
經
此
義
可
知
。
莫
怪
莫
怪 

 

【
書
き
下
し
】 

金
剛
頂
一
切
瑜
祇
經
に
云
わ
く
、「
一
時
、
薄
伽
梵
、
金
剛
界
遍
照
如
來
、（
此
れ
、
總
句
を
以
っ
て
諸
尊
の
徳
を
歎
ず
）
五
智
所
成
の
四
種
法
身

を
以
っ
て
（
謂
く
、
五
智
と
は
、
一
に
大
圓
鏡
智
、
二
に
平
等
性
智
、
三
に
妙
觀
察
智
、
四
に
成
所
作
智
、
五
に
法
界
體
性
智
な
り
。
即
ち
是
れ

五
方
の
佛
な
り
。
次
の
如
く
東
・
南
・
西
・
北
・
中
に
配
し
て
之
を
知
れ
。
四
種
法
身
と
は
、
一
に
自
性
身
、
二
に
受
用
身
、
三
に
變
化
身
、
四

に
等
流
身
な
り
。
此
の
四
種
身
に
竪
横
の
二
義
を
具
す
。
横
は
則
ち
自
利
、
竪
は
則
ち
利
他
な
り
。
深
義
は
更
に
問
え
）。
本
有
の
金
剛
界
（
此
れ
、

性
徳
法
界
體
性
智
を
明
か
す
）、
自
在
大
三
昧
耶
（
此
れ
則
ち
妙
觀
察
智
な
り
）、
自
覺
本
初
（
平
等
性
智
）。
大
菩
提
心
普
賢
滿
月
（
大
圓
鏡
智
な

り
）
不
壞
金
剛
光
明
心
殿
の
「
中
」
に
於
い
て
（
謂
わ
く
、
不
壞
金
剛
と
は
、
總
じ
て
諸
尊
の
常
住
の
身
を
歎
ず
。
光
明
心
と
は
、
心
の
覺
徳
を

歎
ず
。
殿
と
は
、
身
心
互
い
に
能
住
・
所
住
と
爲
る
を
明
か
す
。「
中
」
と
は
、
語
密
亦
た
離
邊
の
義
な
り
。
此
れ
は
是
れ
三
密
な
り
。
彼
の
五
邊
・

百
非
を
離
れ
て
獨
り
非
中
の
中
に
住
す
。
等
覺
・
十
地
も
見
聞
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
謂
わ
ゆ
る
法
身
自
證
の
境
界
な
り
。
亦
た
是
れ
成
所
作
智
な

り
。
三
密
の
業
用
、
皆
此
れ
從
り
生
ず
。
已
上
の
五
句
は
總
じ
て
住
處
を
明
か
す
。
住
處
の
名
は
則
ち
五
佛
の
祕
號
妙
徳
な
り
。
密
意
知
り
ぬ
べ

し
）。
自
性
所
成
の
眷
屬
、
金
剛
手
等
の
十
六
大
菩
薩
、
及
び
四
攝
行
の
天
女
使
、
金
剛
の
内
外
の
八
供
養
金
剛
天
女
使
と
與
な
り
。
各
々
本
誓
の

加
持
を
以
っ
て
、
自
ら
金
剛
月
輪
に
住
し
、
本
三
摩
地
の
標
幟
を
持
す
。
皆
以
っ
て
、
微
細
法
身
祕
密
心
地
の
十
地
を
超
過
せ
る
身
語
心
の
金
剛

な
り
。（
此
れ
、
三
十
七
の
根
本
自
性
法
身
の
内
眷
屬
の
智
を
明
か
す
）。
各
々
、
五
智
の
光
明
峯
杵
に
於
い
て
、
五
億
倶
胝
の
微
細
金
剛
を
出
現

し
て
、
虚
空
法
界
に
遍
滿
せ
り
。
諸
地
の
菩
薩
も
能
く
見
る
こ
と
有
る
こ
と
無
し
。
倶
に
覺
知
せ
ず
。
熾
然
の
光
明
、
自
在
の
威
力
あ
り
。（
此
れ
、

三
十
七
尊
の
根
本
の
五
智
に
各
々
恒
沙

ご
う
じ
ゃ

の
性
徳
を
具
す
こ
と
を
明
か
す
。
若
し
次
第
に
約
さ
ば
、
出
現
の
文
有
り
。
若
し
本
有
に
據
ら
ば
、
倶
時

に
是
く
の
如
く
の
諸
徳
を
圓
滿
す
）。
常
に
三
世
に
於
い
て
、
不
壞
の
化
身
も
て
有
情
を
利
樂
し
て
、
時
と
し
て
暫
く
息
む
こ
と
無
し
。（
謂
わ
く
。



三
世
と
は
三
密
な
り
。
不
壞
と
は
金
剛
を
表
わ
す
。
化
と
は
業
用

ご
う
ゆ
う

な
り
。
言
わ
く
、
常
に
金
剛
の
三
密
の
業
用
を
以
っ
て
、
三
世
に
亘
っ
て
自
他

の
有
情
を
し
て
妙
法
の
樂
を
受
け
し
む
）。
金
剛
自
性
（
阿
閦
佛
の
印
）
と
光
明
遍
照
（
寶
光
佛
の
印
）
と
清
淨
不
染
（
清
淨
法
界
身
の
印
）
と
種

種
業
用
（
羯
磨
智
身
の
印
）
と
方
便
加
持
（
方
便
受
用
身
の
印
）
を
以
っ
て
、
有
情
を
救
度
し
（
大
慈
悲
の
徳
な
り
）、
金
剛
乘
を
演
べ
た
り
（
説

法
の
智
徳
）。
唯
一
の
金
剛
（
圓
滿
壇
の
徳
、
智
慧
な
り
）
も
て
能
く
煩
惱
を
斷
ず
。（
利
智
の
徳
な
り
。
已
上
の
九
句
は
即
ち
是
れ
五
印
四
徳
な

り
。
一
一
の
佛
印
に
各
々
四
徳
を
具
す
。
自
受
用
の
故
に
常
恒
に
金
剛
智
慧
の
一
乘
を
演
説
せ
り
）。
此
の
甚
深
祕
密
心
地
、
普
賢
自
性
、
常
住
法

身
を
以
っ
て
、
諸
々
の
菩
薩
を
攝
す
（
此
れ
、
自
性
法
身
の
自
眷
屬
を
攝
す
る
こ
と
を
明
か
す
。
又
、
通
じ
て
他
を
攝
す
。
自
ら
を
擧
げ
て
他
を

兼
ね
る
な
り
）。
唯
し
、
此
の
佛
刹
は
盡
く
金
剛
自
性
清
淨
を
以
っ
て
成
じ
る
所
の
密
嚴
華
嚴
な
り
。（
謂
く
、
密
と
は
金
剛
の
三
密
な
り
。
華
と

は
開
敷
覺
華
な
り
。
嚴
と
は
種
種
の
徳
を
具
す
。
言
わ
く
、
恒
沙
の
佛
徳
・
塵
數
の
三
密
を
以
っ
て
身
土
を
莊
嚴
す
。
是
れ
を
曼
荼
羅
と
名
づ
く
。

又
、
金
剛
は
智
を
表
わ
し
清
淨
は
理
を
表
わ
し
、
自
性
は
二
に
通
ず
。
言
わ
く
、
彼
の
諸
尊
に
各
々
自
然
の
理
智
を
具
す
）。
諸
々
の
大
悲
・
行
願

圓
滿
す
る
を
以
っ
て
、
有
情
の
福
智
資
糧
の
成
就
す
る
所
な
り
。（
謂
わ
く
、
上
に
稱
す
る
所
の
恒
沙
の
諸
尊
に
各
々
普
賢
行
願
の
方
便
を
具
す
）。

五
智
の
光
照
、
三
世
に
常
住
す
る
を
以
っ
て
、
暫
く
息
む
こ
と
有
る
こ
と
無
き
平
等
の
智
身
な
り
。（
五
智
と
言
う
は
、
五
大
所
成
の
智
な
り
。
一

一
の
大
に
各
々
智
印
を
具
す
。
三
世
と
は
三
密
・
三
身
な
り
。
暫
く
息
む
こ
と
有
る
こ
と
無
し
と
は
、
此
く
の
如
く
の
諸
尊
、
業
用
無
間
な
り
。

此
の
佛
業
を
以
っ
て
、
自
他
を
利
樂
す
。
平
等
の
智
身
と
は
、
智
と
は
心
の
用
、
身
と
は
心
の
體
な
り
。
平
等
と
は
普
遍
な
り
。
言
わ
く
、
五
大

所
成
の
三
密
の
智
印
は
、
其
の
數
無
量
な
り
。
身
及
び
心
智
、
三
種
世
間
に
遍
滿
遍
滿
し
、
佛
事
を
動
作
し
て
刹
那
も
休
ま
ず
。
此
く
の
如
く
の

文
句
、
一
一
の
文
、
一
一
の
句
、
皆
、
是
れ
如
來
の
密
號
な
り
。
二
乘
・
凡
夫
は
但
だ
句
義
を
解
し
字
義
を
解
す
こ
と
能
わ
ず
。
但
だ
字
相
を
解

し
字
の
密
號
を
知
る
こ
と
を
得
ず
。
之
を
覽
る
智
人
、
顯
の
句
義
を
以
っ
て
祕
意
を
傷
つ
け
る
こ
と
莫
れ
。
若
し
薩
埵
の
釋
經
を
見
れ
ば
、
此
の

義
知
る
べ
し
。
怪
し
む
莫
れ
怪
し
む
莫
れ
）」
と
。 

 

【
註
記
】 



①
本
有
の
金
剛
界
：
本
来
身
に
具
有
し
て
い
る
金
剛
界
。 

②
自
在
大
三
昧
耶
：
自
在
に
あ
ら
ゆ
る
凡
夫
・
衆
生
を
化
導
し
尽
そ
う
と
す
る
仏
の
本
誓
。 

③
自
覺
本
初
：
本
来
は
凡
聖
不
二
・
自
他
平
等
の
自
覚
。 

④
大
菩
提
心
普
賢
滿
月
：
堅
固
で
満
月
の
よ
う
に
円
い
菩
提
心
。 

⑤
不
壞
金
剛
光
明
心
殿
：
金
剛
石
の
よ
う
に
堅
固
で
壊
れ
る
こ
と
な
く
、
仏
智
の
光
明
の
輝
き
に
満
ち
た
心
の
宮
殿
。 

以
上
の
五
句
は
「
五
智
」
の
住
処
。 

⑥
非
中
の
中
：
単
に
対
立
二
項
の
中
間
で
は
な
い
「
中
」。 

⑥
自
性
所
成
の
眷
屬
：
自
性
身
（
大
日
如
来
）
の
眷
屬
（「
五
仏
」）。 

⑦
金
剛
手
等
の
十
六
大
菩
薩
：
金
剛
界
の
十
六
大
菩
薩
。「
金
剛
薩
埵
」「
金
剛
王
」「
金
剛
愛
」「
金
剛
喜
」（
東
方
）、「
金
剛
宝
」「
金
剛
光
」「
金

剛
幢
」「
金
剛
笑
」（
南
方
）、「
金
剛
法
」「
金
剛
利
」「
金
剛
因
」「
金
剛
語
」（
西
方
）、「
金
剛
葉
」「
金
剛
護
」「
金
剛
牙
」「
金
剛
拳
」（
北
方
）。 

⑧
四
攝
行
の
天
女
使
：「
四
摂
」
の
女
菩
薩
。「
金
剛
鉤
」「
金
剛
索
」「
金
剛
鎖
」「
金
剛
鈴
」。
凡
夫
・
衆
生
を
マ
ン
ダ
ラ
に
導
き
入
れ
る
四
門
護

の
菩
薩
。 

⑨
内
外
の
八
供
養
金
剛
天
女
使
：
大
日
如
来
が
四
仏
を
供
養
す
る
た
め
に
流
出
し
た
内
供
養
の
四
女
菩
薩
（「
金
剛
嬉
」「
金
剛
曼
」「
金
剛
歌
」「
金

剛
舞
」）
と
、
四
仏
が
大
日
如
来
を
供
養
す
る
た
め
に
流
出
し
た
外
供
養
の
四
女
菩
薩
（「
金
剛
香
」「
金
剛
華
」「
金
剛
燈
」「
金
剛
塗
」）。 

⑩
微
細
法
身
祕
密
心
地
：
極
め
て
微
妙
な
法
身
の
秘
密
の
境
地 

⑪
峯
杵
：
五
鈷
杵
の
先
端
・
突
先
。 

⑫
五
億
倶
胝
：
十
の
七
乗×

五
億
。
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
無
数
の
。 

⑬
恒
沙
：
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
ほ
ど
の
無
数
の
。 

⑭
出
現
の
文
：『
金
剛
頂
分
別
聖
位
経
』
や
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
出
生
義
』
の
経
文
。 

⑮
本
有
：
仏
・
菩
薩
が
も
と
も
と
具
有
し
て
い
る
。 



⑯
業
用
：
は
た
ら
き
。 

⑰
金
剛
自
性
：
堅
固
な
菩
提
心
と
い
う
本
性
。 

⑱
光
明
遍
照
：
智
慧
の
光
明
が
遍
く
照
ら
す
こ
と
。 

⑲
清
淨
不
染
：
本
来
清
浄
で
煩
悩
に
染
ま
ら
な
い
。 

⑳
種
種
業
用
：
⑯
に
同
じ
。
種
々
の
は
た
ら
き
。 

㉑
方
便
加
持
：
大
悲
方
便
の
加
持
（
は
た
ら
き
か
け
）。 

㉒
金
剛
乘
：
真
言
密
教
。 

㉓
佛
印
：
仏
の
象
徴
。 

㉔
普
賢
自
性
：
普
賢
菩
薩
の
堅
固
な
自
性
。 

㉕
密
嚴
華
嚴
：
花
で
荘
厳
さ
れ
た
密
厳
国
土
。 

㉖
開
敷
覺
華
：
花
開
い
た
サ
ト
リ
の
花
。 

㉗
行
願
：
菩
薩
行
の
慈
悲
利
他
の
誓
願
。 

㉘
資
糧
：
集
め
て
積
む
。
備
え
。
準
備
。 

㉙
普
賢
行
願
の
方
便
：
㉗
に
同
じ
。 

㉚
智
印
：
智
慧
の
標
幟
。 

㉛
佛
業
：
菩
薩
行
。 

㉜
三
種
世
間
：「
衆
生
世
間
」「
国
土
世
間
」「
五
陰
世
間
」。 

㉝
佛
事
：
㉛
に
同
じ
。 

㉞
密
號
：
如
来
の
説
法
。 

㉟
智
人
：
学
僧
・
学
匠
。 



㊱
顯
：
顕
教
。 

㊲
薩
埵
の
釋
經
：
金
剛
薩
埵
の
境
地
を
説
い
た
『
理
趣
釈
（
経
）』。 

 

【
私
釈
】 

『
金
剛
頂
一
切
瑜
祇
経
』
に
説
く
に
、「
教
主
大
日
如
来
と
そ
の
説
法
を
聞
く
諸
眷
属
の
気
持
ち
が
一
致
し
た
そ
の
時
、
世
尊
（
薄
伽
梵
）、
大
日

如
来
（
金
剛
界
遍
照
如
來
）（
こ
れ
は
、
総
徳
の
本
尊
大
日
を
説
く
句
で
諸
眷
属
の
徳
を
讃
嘆
す
る
）
は
、「
五
智
」
か
ら
成
る
「
四
種
法
身
」
に

よ
っ
て
（「
五
智
」
と
は
、
一
に
大
円
鏡
智
、
二
に
平
等
性
智
、
三
に
妙
観
察
智
、
四
に
成
所
作
智
、
五
に
法
界
体
性
智
で
あ
る
。
つ
ま
り
五
方
の

五
仏
で
あ
る
。
東
・
南
・
西
・
北
・
中
央
に
配
し
て
知
る
が
よ
い
。「
四
種
法
身
」
と
は
、
一
に
自
性
身
、
二
に
受
用
身
、
三
に
變
化
身
、
四
に
等

流
身
で
あ
る
。
こ
の
「
四
種
法
身
」
に
竪
と
横
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
横
と
は
自
利
、
竪
と
は
利
他
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
深
い
意
味
は
然
る

べ
き
依
止
師
に
問
う
よ
う
に
）、
本
来
身
に
具
有
し
て
い
る
金
剛
界
（
こ
れ
は
、
本
来
的
な
仏
徳
で
あ
る
法
界
体
性
智
を
明
か
す
）、
自
在
に
あ
ら

ゆ
る
凡
夫
・
衆
生
を
化
導
し
尽
そ
う
と
す
る
仏
の
本
誓
（
自
在
大
三
昧
耶
）（
こ
れ
は
、
妙
觀
察
智
で
あ
る
）、
本
来
は
凡
聖
不
二
・
自
他
平
等
の

自
覚
（
自
覺
本
初
）（
平
等
性
智
）、
堅
固
で
満
月
の
よ
う
に
円
い
菩
提
心
（
大
菩
提
心
普
賢
滿
月
）（
大
円
鏡
智
で
あ
る
）、
金
剛
石
の
よ
う
に
堅

固
で
壊
れ
る
こ
と
な
く
、
仏
智
の
光
明
の
輝
き
に
満
ち
た
心
の
宮
殿
（
不
壞
金
剛
光
明
心
殿
）
の
な
か
で
（
不
壊
金
剛
と
は
、
総
体
的
に
「
五
仏
」

の
常
住
仏
身
を
讃
嘆
し
、
光
明
心
と
は
、
心
の
サ
ト
リ
の
智
慧
の
仏
徳
を
讃
嘆
し
、
殿
と
は
、
身
・
心
が
お
互
い
に
住
す
る
も
の
と
住
さ
れ
る
も

の
の
主
客
関
係
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
、「
中
」
と
は
、
語
密
の
言
語
道
断
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
相
対
二
辺
を
離
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

以
上
、
身
・
心
で
身
密
・
意
密
、
語
密
で
口
密
の
「
三
密
」
で
あ
る
。
あ
の
二
項
対
立
の
五
辺
や
百
回
の
否
定
を
離
れ
、
単
に
対
立
二
項
の
中
間

で
は
な
い
非
中
の
「
中
」
の
境
地
で
あ
る
。
こ
の
境
地
は
。
菩
薩
の
修
行
位
の
「
等
覚
」
や
「
十
地
」
に
有
っ
て
も
見
聞
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
わ
ゆ
る
、
法
身
の
内
な
る
サ
ト
リ
（
自
内
証
）
の
境
地
で
あ
る
。
こ
れ
は
成
所
作
智
で
あ
る
。「
三
密
」
の
実
際
の
は
た
ら
き
は
、
み
な
こ
の
智

か
ら
生
じ
る
。
以
上
の
「
五
智
」
を
説
く
句
は
、
総
じ
て
「
五
仏
」
の
住
す
る
境
地
を
明
か
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
名
称
は
「
五
仏
」
の
秘
密
の

名
号
で
あ
り
す
ぐ
れ
た
仏
徳
で
あ
る
。
秘
奥
の
意
味
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
）、
自
性
身
（
大
日
如
来
）
の
眷
屬
（「
五
仏
」）
は
、
自
か
ら
が



流
出
し
た
金
剛
手
菩
薩
な
ど
十
六
大
菩
薩
や
、
四
摂
の
女
菩
薩
や
、
堅
固
な
内
外
の
八
供
養
の
女
菩
薩
な
ど
と
と
と
も
に
在
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

本
誓
と
し
て
具
す
る
加
持
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
堅
固
な
菩
提
心
の
月
輪
の
な
か
に
住
し
、
本
来
の
サ
ト
リ
の
境
地
を
表
わ
す
象
徴
物
（
三
昧
耶
）

を
持
し
て
い
る
。
み
な
、
極
め
て
微
妙
な
法
身
の
秘
密
の
境
地
で
、
菩
薩
の
「
十
地
」
を
は
る
か
に
超
越
し
た
身
・
語
・
心
の
「
三
密
」
の
堅
固

さ
を
意
味
し
て
い
る
（
こ
れ
は
、
三
十
七
尊
の
根
本
で
あ
る
大
日
如
来
（
自
性
法
身
）
の
内
な
る
眷
屬
の
智
慧
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
）。（
三

十
七
尊
は
）
そ
れ
ぞ
れ
「
五
智
」
の
光
明
が
輝
く
五
鈷
金
剛
杵
の
突
っ
先
か
ら
、
五
億
倶
胝
の
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
微
妙
で
堅
固
な
サ
ト
リ
の

智
慧
を
放
ち
、
虚
空
の
法
界
に
満
ち
溢
れ
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
諸
々
の
「
十
地
」
の
菩
薩
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
誰
に
も
知
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
明
々
と
し
た
智
慧
の
光
明
、
融
通
無
碍
の
自
在
な
威
神
力
が
あ
る
。（
こ
れ
は
、
三
十
七
尊
の
根
本
で
あ
る
「
五
智
」
に

そ
れ
ぞ
れ
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
徳
を
具
え
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
次
第
に
沿
っ
て
の
説
明
な
ら
、
す

で
に
現
出
し
て
い
る
『
金
剛
頂
分
別
聖
位
経
』
や
『
金
剛
頂
瑜
伽
三
十
七
尊
出
生
義
』
と
い
っ
た
経
文
が
あ
る
。
も
し
、
仏
・
菩
薩
が
も
と
も
と

具
有
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
と
も
に
こ
の
よ
う
な
仏
徳
を
身
に
付
け
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
）。 

常
に
三
十
七
尊
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
「
三
世
」
に
お
い
て
、
堅
固
な
変
化
身
と
な
っ
て
生
あ
る
者
を
利
益
し
、
一
時
も
休
む
こ
と
が
な
い

（「
三
世
」
と
は
「
三
密
」
で
あ
る
。
不
壊
と
は
堅
固
（
金
剛
）
の
意
味
で
あ
る
。
化
と
は
変
化
身
の
は
た
ら
き
、
化
導
の
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
常
に
堅
固
な
「
三
密
」
の
は
た
ら
き
で
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
「
三
世
」
に
お
い
て
、
自
他
の
生
あ
る
者
に
す
ぐ
れ
た
教
法
の
楽
し
み
を

受
け
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
）。
堅
固
な
菩
提
心
と
い
う
本
性
（
金
剛
自
性
）（
阿
閦
如
来
の
象
徴
）
と
、
智
慧
の
光
明
が
遍
く
照
ら
す
こ
と

（
光
明
遍
照
）（
宝
生
如
来
の
象
徴
）
と
、
本
来
清
浄
で
煩
悩
に
染
ま
ら
な
い
（
清
浄
不
染
）（
阿
弥
陀
如
来
の
象
徴
）
と
、
種
々
の
は
た
ら
き
（
種
々

業
用
）
と
大
悲
方
便
の
加
持
（
方
便
加
持
）（（
不
空
成
就
如
来
の
象
徴
）
に
よ
っ
て
生
あ
る
者
を
救
済
し
（
大
慈
悲
の
徳
で
あ
る
）、
真
言
密
教
の

教
え
を
説
き
（
説
法
の
智
徳
）、
唯
一
の
堅
固
な
智
慧
（
円
壇
（
曼
荼
羅
）
の
徳
、
す
な
わ
ち
智
慧
）
に
よ
っ
て
よ
く
煩
悩
を
断
つ
（
鋭
利
な
智
慧

の
徳
で
あ
る
。
以
上
の
九
つ
の
句
は
、
五
つ
の
象
徴
と
四
つ
の
智
徳
を
説
い
た
。
一
つ
一
つ
の
仏
の
象
徴
に
そ
れ
ぞ
れ
四
つ
の
智
徳
を
具
有
す
る
。

自
受
用
法
楽
の
た
め
に
常
に
堅
固
な
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
、
そ
の
一
乘
を
説
い
て
い
る
）。
こ
の
甚
だ
意
味
深
い
秘
密
の
境
地
に
お
い
て
、
普
賢

菩
薩
の
堅
固
な
自
性
に
よ
っ
て
、
常
住
の
自
性
法
身
（
大
日
如
来
）
は
諸
々
の
菩
薩
を
流
出
し
て
そ
れ
を
自
ら
に
包
摂
し
て
い
る
（
こ
れ
、
自
性



法
身
（
大
日
如
来
）
が
自
ら
の
眷
屬
を
包
摂
す
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
共
通
し
て
他
の
眷
属
も
摂
し
て
い
る
。
自
眷
属
を
挙
げ
て
、

他
の
眷
属
の
こ
と
を
兼
ね
て
い
る
）。
た
だ
し
、
こ
の
仏
国
土
は
こ
と
ご
と
く
堅
固
で
本
性
清
浄
な
、
花
で
飾
ら
れ
（
華
厳
）、
堅
固
な
「
三
密
」

の
徳
で
荘
厳
さ
れ
た
仏
国
土
で
あ
る
。（
密
と
は
、
堅
固
な
身
・
口
・
意
の
「
三
密
」
で
あ
る
。
華
と
は
、
花
開
い
た
サ
ト
リ
の
花
で
あ
る
。
厳
と

は
、
種
々
の
仏
徳
を
具
有
す
る
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
数
ほ
ど
の
無
数
の
仏
徳
が
、
塵
の
数
ほ
ど
の
「
三
密
」
に
具
有
さ

れ
て
仏
の
浄
土
を
荘
厳
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
を
曼
荼
羅
と
言
う
。
ま
た
、
金
剛
と
は
智
を
表
わ
し
、
清
浄
と
は
理
を
表
わ
し
、

自
性
と
は
理
智
の
二
つ
に
通
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
三
十
七
尊
に
そ
れ
ぞ
れ
本
然
的
に
客
観
的
な
理
と
主
観
的
な
智
を
具
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
）。（
三
十
七
尊
は
）
諸
々
の
大
悲
心
と
菩
薩
行
の
誓
願
を
成
就
し
て
、
生
あ
る
者
に
福
徳
と
智
慧
を
集
め
積
む
こ
と
を
成
就
さ
せ
る
。（
す
な

わ
ち
、
上
述
の
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
数
ほ
ど
の
無
数
の
の
諸
尊
に
、
そ
れ
ぞ
れ
普
賢
菩
薩
の
堅
固
な
菩
薩
行
の
誓
願
と
い
う
方
便
を
具
有
し
て
い
る

と
い
う
意
味
）。「
五
智
」
の
光
明
は
過
去
・
現
在
・
未
来
の
「
三
世
」
に
常
住
す
る
か
ら
、
一
時
も
休
む
こ
と
な
く
遍
く
法
界
に
遍
満
し
、
慈
悲

化
導
す
る
智
慧
の
仏
身
で
あ
る
（「
五
智
」
と
言
う
の
は
、「
五
大
」
か
ら
成
る
智
慧
で
あ
る
。
一
つ
一
つ
の
「
大
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
五
智
」
の
標

幟
を
具
有
す
る
。「
三
世
」
と
は
身
・
口
・
意
の
「
三
密
」
で
あ
り
、
自
性
・
受
用
・
変
化
の
「
三
身
」
で
あ
る
。
暫
く
息
む
こ
と
有
る
こ
と
無
し

と
は
、
三
十
七
尊
は
そ
の
は
た
ら
き
に
間
断
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
菩
薩
行
に
よ
っ
て
自
ら
と
他
者
を
利
益
す
る
。
平
等
の
智
身
と
言
う
な

か
の
、
智
と
は
心
の
は
た
ら
き
、
身
と
は
心
の
本
体
で
あ
る
。
平
等
と
は
、
法
界
に
遍
満
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
言
え
ば
、「
五
大
」
か

ら
成
る
「
三
密
」
の
智
慧
の
標
幟
は
、
そ
の
数
が
無
数
で
あ
る
。
身
も
心
も
智
慧
も
三
種
世
間
に
遍
満
し
、
菩
薩
行
を
行
っ
て
一
瞬
も
休
ま
な
い
。

こ
の
よ
う
な
経
文
の
、
一
つ
一
つ
の
文
や
一
つ
一
つ
の
句
は
み
な
、
大
日
如
来
の
凡
夫
・
衆
生
に
は
気
が
つ
か
な
い
説
法
（
密
号
）
で
あ
っ
て
、

声
聞
。
縁
覚
の
「
二
乘
」
や
凡
夫
は
、
た
だ
経
文
の
意
味
を
理
解
す
る
だ
け
で
、
経
文
の
文
字
の
深
い
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た

だ
、
文
字
の
外
見
だ
け
を
理
解
し
、
文
字
の
奥
に
あ
る
秘
せ
ら
れ
た
如
来
の
説
法
を
知
る
こ
と
が
な
い
。
密
教
経
典
を
閲
覧
す
る
学
僧
は
、
顕
教

の
語
句
解
釈
で
奥
に
隠
れ
て
い
る
深
い
意
味
を
傷
つ
け
て
は
な
ら
ず
、
も
し
金
剛
薩
埵
の
サ
ト
リ
の
境
地
を
説
く
『
般
若
理
趣
釈
（
経
）』
を
見
れ

ば
、
こ
の
意
味
が
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
疑
う
こ
と
は
な
い
）」
と
。（
以
上
、
不
読
段
） 

 



【
付
記
】 

こ
こ
に
説
か
れ
た
『
金
剛
峯
楼
閣
一
切
瑜
伽
瑜
祇
経
』（
通
称
『
瑜
祇
経
』）
の
引
用
部
分
（「
一
時
薄
伽
梵
～
平
等
智
身
」）
は
、
潅
頂
な
ど
の
秘

儀
（
事
作
法
）
に
言
及
す
る
の
で
、
伝
統
教
学
で
は
「
不
読
段
」
と
し
て
解
説
し
な
い
。 

 

○
『
大
日
経
』
引
証
註
解
段 

【
原
文
】 

大
毘
盧
遮
那
經
云
。
一
時
薄
伽
梵
住
如
來
加
持
廣
大
金
剛
法
界
宮
。
一
切
持
金
剛
者
皆
悉
集
會
。
其
金
剛
名
曰
虚
空
無
垢
執
金
剛
乃
至
金
剛
手
祕

密
主
。
如
是
上
首
十
佛
刹
微
塵
數
等
持
金
剛
衆
倶
。
及
普
賢
菩
薩
妙
吉
祥
菩
薩
乃
至
諸
大
菩
薩
。
前
後
圍
繞
而
演
説
法
。
所
謂
越
三
時
如
來
之
日

加
持
故
。
身
語
意
平
等
句
法
門
此
明
自
性
身
説
法
時
彼
菩
薩
普
賢
爲
上
首
。
諸
執
金
剛
祕
密
主
爲
上
首
。
毘
盧
遮
那
如
來
加
持
故
。
奮
迅
示
現
身

無
盡
莊
嚴
藏
。
如
是
奮
迅 

示
現
語
意
平
等
無
盡
莊
嚴
藏
此
明
受
用
身
説
法
非
從
毘
盧
遮
那
佛
身
或
語
或
意
生
。
一
切
處
起
滅
邊
際
不
可
得
。
而
毘

盧
遮
那
一
切
身
業
一
切
語
業
一
切
意
業
。
一
切
處
一
切
時
於
有
情
界
宣
説
眞
言
道
句
法
此
明
變
化
身
説
法
又
現
執
金
剛
普
賢
蓮
華
手
菩
薩
等
像
貌
。

普
於
十
方
宣
説
眞
言
道
清
淨
句
法
此
明
等
流
身
説
法
。
言
等
者
擧
金
剛
蓮
華
手
。
兼
等
外
金
剛
部
諸
尊
。
此
經
四
種
法
身
亦
具
竪
横
二
義
。
文
勢

可
知
也
又
云
。
爾
時
毘
盧
遮
那
世
尊
告
執
金
剛
祕
密
主
。
若
入
大
覺
世
尊
大
智
灌
頂
地
。
自
見
住
於
三
三 

昧
耶
句
。
祕
密
主
入
薄
伽
梵
大
智
灌
頂
。

即
以
陀
羅
尼
形
示
現
佛
事
。
爾
時
大
覺
世
尊
隨
住
一
切
諸
衆
生
前
。
施
作
佛
事
演
説
三
三
昧
耶
句
。
佛
言
。
祕
密
主
觀
我
語
輪
境
界
。
廣
長
遍
至

無
量
世
界
清
淨
門
。
如
其
本
性
表
示
隨
類
法
界
門
。
令
一
切
衆
生
皆
得
歡
喜
。
亦
如
今
者
釋
迦
牟
尼
世
尊
流
遍
無
盡
虚
空
界
。
於
諸
刹
土
勤
作
佛

事
此
文
明
大
日
尊
三
身
遍
諸
世
界
作
佛
事
。
亦
如
釋
迦
三
身
。
釋
迦
三
身
大
日
三
身
各
各
不
同
。
應
當
知
之  

 

【
書
き
下
し
】 

大
毘
盧
遮
那
經
に
云
わ
く
、「
一
時
、
薄
伽
梵
、
如
來
の
加
持
せ
る
廣
大
に
し
て
金
剛
の
法
界
宮
に
住
す
。
一
切
の
持
金
剛
は
、
皆
悉
く
集
會
す
。



其
の
金
剛
を
名
づ
け
て
虚
空
無
垢
執

し
ゅ
う

金
剛

こ
ん
ご
う

、
乃
至
は
金
剛
手
・
祕
密
主
と
曰
う
。
是
く
の
如
く
を
上
首
と
し
て
、
十
佛
刹
の
微
塵
數
等
の
持
金
剛

衆
と
倶
な
り
。
及
び
普
賢
菩
薩
・
妙
吉
祥
菩
薩
、
乃
至
諸
大
菩
薩
、
前
後
に
圍
繞
し
て
而
も
法
を
演
説
す
。
謂
わ
ゆ
る
、
三
時
を
越
え
た
る
如
來

の
日
、
加
持
の
故
に
、
身
・
語
・
意
平
等
の
句
の
法
門
な
り
（
此
れ
、
自
性
身
の
説
法
を
明
か
す
）。
時
に
、
彼
の
菩
薩
は
普
賢
を
上
首
と
爲
し
、

諸
々
の
執
金
剛
は
祕
密
主
を
上
首
と
爲
す
。
毘
盧
遮
那
如
來
の
加
持
の
故
に
、
奮
迅
し
て
身
の
無
盡
莊
嚴
藏
を
示
現
す
。
是
く
の
如
く
、
奮
迅
し

て
語
・
意
平
等
の
無
盡
莊
嚴
藏
を
示
現
す
（
此
れ
、
受
用
身
の
説
法
を
明
か
す
）。
毘
盧
遮
那
佛
の
身
、
或
い
は
語
、
或
い
は
意
從
り
生
ず
る
に
は

非
ず
。
一
切
處
に
起
滅
邊
際
不
可
得
な
り
。
而
も
毘
盧
遮
那
の
一
切
の
身
業
・
一
切
の
語
業
・
一
切
の
意
業
は
、
一
切
處
、
一
切
時
に
、
有
情
界

に
於
い
て
、
眞
言
道
の
句
の
法
を
宣
説

せ
ん
ぜ
つ

す
（
此
れ
、
變
化
身
の
説
法
を
明
か
す
）。
又
、
執
金
剛
・
普
賢
・
蓮
華
手
菩
薩
等
の
像
貌

ぞ
う
み
ょ
う

を
現
じ
、
普

く
十
方
に
於
い
て
眞
言
道
の
清
淨
句
の
法
を
宣
説
す
（
此
れ
、
等
流
身
の
説
法
を
明
か
す
。
等
と
言
う
は
、
金
剛
蓮
華
手
を
擧
げ
、
兼
ね
て
外
金

剛
部
の
諸
尊
を
等
し
く
す
。
此
の
經
の
四
種
法
身
は
、
亦
た
竪
横
の
二
義
を
具
す
。
文
勢
知
り
ぬ
べ
き
な
り
）」
と
。
又
、
云
わ
く
、「
爾
の
時
、

毘
盧
遮
那
世
尊
、
執
金
剛
・
祕
密
主
に
告
げ
て
言
う
に
、「
若
し
、
大
覺
世
尊
の
大
智
灌
頂
の
地
に
入
ら
ば
、
自
ら
三
三 

昧
耶
の
句
に
住
す
る
を

見
る
。
祕
密
主
、
薄
伽
梵
の
大
智
灌
頂
に
入
ら
ば
、
即
ち
陀
羅
尼
形

だ
ら
に
ぎ
ょ
う

を
以
っ
て
佛
事
を
示
現
す
。
爾
の
時
、
大
覺
世
尊
、
隨
っ
て
一
切
の
諸
々
の

衆
生
の
前
に
住
し
て
、
佛
事
を
施
作
し
、
三
三
昧
耶
の
句
を
演
説
す
」
と
。
佛
言
わ
く
、「
祕
密
主
、
我
が
語
輪
の
境
界
を
觀
ず
る
に
、
廣
長
に
し

て
遍
く
無
量
の
世
界
に
至
る
清
淨
門
な
り
。
其
の
本
性
の
如
く
、
隨
類
の
法
界
を
表
示
す
る
門
な
り
。
一
切
衆
生
を
し
て
皆
歡
喜
を
得
せ
し
む
」

と
。
亦
た
、「
今
の
釋
迦
牟
尼
世
尊
の
無
盡
の
虚
空
界
に
流
遍
し
て
、
諸
々
の
刹
土
に
於
い
て
佛
事
を
勤
作
す
る
が
如
し
」
と
。（
此
の
文
は
、
大

日
尊
の
三
身
の
、
諸
々
の
世
界
に
遍
じ
て
佛
事
を
作
す
こ
と
、
亦
た
釋
迦
の
三
身
の
如
く
な
る
こ
と
を
明
か
す
。
釋
迦
三
身
、
大
日
三
身
は
、
各
々

同
じ
か
ら
ず
。
應
に
之
を
知
る
べ
し
）」
と
。  

 



【
註
記
】 

①
持
金
剛
：
堅
固
な
菩
提
心
を
持
つ
密
教
の
菩
薩
た
ち
。 

②
執
金
剛
：
持
金
剛
の
代
表
（
上
首
）。 

③
虚
空
無
垢
執
金
剛
：
虚
空
の
よ
う
に
清
浄
無
垢
な
持
金
剛
菩
薩
。 

④
金
剛
手
・
祕
密
主
：
金
剛
手
菩
薩
。
秘
密
主
と
と
も
に
金
剛
薩
埵
の
別
称
。 

⑤
十
佛
刹
；
十
の
仏
国
土
。 

⑥
妙
吉
祥
菩
薩
：
文
殊
菩
薩
。 

⑦
身
・
語
・
意
平
等
：
仏
と
行
者
の
「
三
密
」
が
不
二
一
如
で
あ
る
こ
と
。 

⑧
奮
迅
し
て
：
奮
い
立
っ
て
。 

⑨
身
の
無
盡
莊
嚴
：
こ
の
上
な
く
荘
厳
さ
れ
た
仏
身
。 

⑩
邊
際
：
時
空
の
限
界
。 

⑪
眞
言
道
の
句
：
真
言
密
教
の
道
筋
。「
句
」
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
「pada

」
と
考
え
「
道
筋
」
と
と
っ
た
。 

⑫
蓮
華
手
菩
薩
：
蓮
華
を
手
に
持
つ
菩
薩
。
観
音
菩
薩
。
金
剛
手
菩
薩
と
対
。
ア
ジ
ャ
ン
タ
石
窟
第
一
窟
。 

⑬
像
貌
：
姿
。 

⑭
外
金
剛
部
：
胎
蔵
界
曼
荼
羅
の
最
外
院
。
外
教
の
神
々
、
鬼
神
、
星
宿
な
ど
の
護
法
神
。 

⑮
大
覚
世
尊
：
偉
大
な
覚
者
、
釈
迦
牟
尼
。 

⑯
大
智
灌
頂
の
地
：
覚
者
の
奥
深
い
サ
ト
リ
の
智
慧
に
よ
っ
て
潅
頂
さ
れ
た
境
地
。 

⑰
三
三
昧
耶
：「
三
密
」
平
等
。 

⑱
陀
羅
尼
形
：
陀
羅
尼
の
形
を
と
っ
た
仏
身
。 

⑲
佛
事
を
示
現
：
受
用
身
仏
の
動
作
を
示
現
す
る
。 



⑳
語
輪
：
陀
羅
尼
の
形
を
と
っ
た
仏
身
。 

㉑
隨
類
：
相
手
の
機
根
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
て
化
導
す
る
こ
と
。 

㉒
釋
迦
三
身
：「
法
身
」「
報
身
」「
応
身
」。 

㉓
大
日
三
身
：「
法
身
」「
受
用
身
」「
変
化
身
」。 

 

【
私
釈
】 

『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』（『
大
日
経
』）「
住
心
品
」
に
説
く
に
、「
説
法
主
の
大
日
如
来
と
聴
聞
衆
の
菩
薩
た
ち
の
気
持
ち
が
一
致
し
た

あ
る
時
、
大
日
如
来
は
、
自
ら
の
加
持
に
よ
っ
て
出
現
し
た
、
広
大
で
堅
固
な
法
界
の
宮
殿
に
住
し
て
い
た
。（
そ
こ
に
）
堅
固
な
菩
提
心
を
持
つ

密
教
の
菩
薩
た
ち
が
こ
と
ご
と
く
集
っ
て
い
た
。
そ
の
菩
薩
た
ち
は
、
虚
空
無
垢
執
金
剛
か
ら
金
剛
手
菩
薩
・
秘
密
主
ま
で
の
十
九
の
執
金
剛
と

言
う
。
彼
ら
を
代
表
と
し
て
、
十
の
仏
国
土
に
相
当
す
る
極
め
て
微
細
な
数
の
持
金
剛
た
ち
も
同
席
し
て
い
た
。
さ
ら
に
普
賢
菩
薩
・
文
殊
菩
薩

か
ら
諸
々
の
大
菩
薩
に
至
る
ま
で
、
そ
の
前
後
を
囲
み
、
そ
こ
で
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
を
説
法
す
る
の
で
あ
る
。（
そ
れ
は
」
す
な
わ
ち
、
過
去
・

現
在
・
未
来
の
「
三
時
」
を
越
え
た
如
來
の
日
々
に
加
持
さ
れ
た
身
・
語
・
意
の
、「
三
密
」
平
等
を
説
く
法
門
で
あ
る
（
こ
れ
は
、
自
性
身
の
説

法
を
明
か
し
て
い
る
）。
あ
る
時
、
か
の
菩
薩
た
ち
は
普
賢
菩
薩
を
上
首
と
し
、
執
金
剛
た
ち
は
秘
密
主
（
金
剛
薩
埵
）
を
上
首
と
し
、
大
日
如
来

の
加
持
を
蒙
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
奮
い
立
っ
て
こ
れ
以
上
に
な
い
ほ
ど
に
荘
厳
さ
れ
た
仏
身
を
示
現
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
奮
い
立
っ
て
「
三
密
」

平
等
の
こ
れ
以
上
に
な
い
ほ
ど
に
荘
厳
さ
れ
た
仏
身
を
示
現
し
た
（
こ
れ
は
、
受
用
身
の
説
法
を
明
か
し
て
い
る
）。（
然
る
に
、
こ
の
世
間
は
）

大
日
如
来
の
身
・
語
・
意
の
「
三
密
」
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
処
で
生
滅
を
く
り
返
し
、
相
対
的
な
時
空
の
限
界
も
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
大
日
如
来
の
あ
ら
ゆ
る
身
・
語
・
意
の
は
た
ら
き
は
、
あ
ら
ゆ
る
処
で
、
あ
ら
ゆ
る
時
に
、
生
あ
る
者
の
世
間
（
有
情
界
）

に
お
い
て
、
真
言
密
教
の
道
筋
の
教
法
を
説
い
て
い
る
（
此
れ
、
變
化
身
の
説
法
を
明
か
す
）。
ま
た
、
執
金
剛
・
普
賢
菩
薩
・
蓮
華
手
菩
薩
な
ど

の
姿
に
変
現
し
て
、
遍
く
東
西
南
北
か
ら
上
下
の
十
方
世
界
に
お
い
て
、
真
言
密
教
の
本
来
清
浄
の
道
筋
の
教
法
を
説
く
（
こ
れ
は
、
等
流
身
の

説
法
を
明
か
し
て
い
る
。
等
と
言
う
の
は
、
堅
固
な
蓮
華
手
菩
薩
を
例
に
挙
げ
、
外
金
剛
部
の
諸
尊
も
同
等
に
説
く
と
言
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の



経
の
説
く
「
四
種
法
身
」
に
は
、
竪
と
横
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
竪
の
意
味
を
述
べ
た
が
、
横
の
意
味
は
文
脈
か
ら
も
わ
か
る
の
で
、

そ
う
知
る
べ
き
で
あ
る
）」
と
。
ま
た
、
同
じ
く
『
大
日
経
』「
百
字
果
相
応
品
」
に
説
く
に
、「
そ
の
時
、
世
尊
・
毘
盧
遮
那
如
来
が
、
執
金
剛
や

秘
密
主
（
金
剛
薩
埵
）
に
告
げ
て
言
う
に
、「
も
し
、（
あ
な
た
が
）
偉
大
な
世
尊
・
釈
迦
牟
尼
の
奥
深
い
サ
ト
リ
の
智
慧
に
よ
っ
て
潅
頂
さ
れ
た

境
地
に
入
る
な
ら
ば
、
自
ら
「
三
密
」
平
等
の
道
筋
に
住
す
る
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
秘
密
主
よ
、
偉
大
な
世
尊
・
釈
迦
牟
尼
の
深
い
サ
ト
リ

の
智
慧
に
よ
っ
て
潅
頂
さ
れ
る
な
ら
、
陀
羅
尼
の
形
を
と
っ
た
仏
身
に
よ
っ
て
受
用
身
仏
の
動
作
を
示
現
す
る
。
そ
の
時
、
大
覚
・
釈
迦
牟
尼
は

聴
衆
の
機
根
に
隨
っ
て
諸
々
の
衆
生
の
前
に
坐
り
、
他
受
用
身
仏
の
動
作
を
行
い
、「
三
密
」
平
等
の
道
筋
を
説
い
た
」
と
。
大
日
如
来
が
言
う
に
、

「
秘
密
主
よ
、
私
が
陀
羅
尼
の
形
を
と
っ
た
語
密
の
仏
身
の
境
地
を
観
察
す
る
に
、
広
く
長
く
遍
く
限
り
な
い
世
界
に
至
る
清
浄
な
入
口
に
見
え

る
。
相
手
の
機
根
（
本
性
）
に
従
っ
て
姿
を
変
え
、
凡
夫
・
衆
生
を
導
び
く
法
界
を
表
示
す
る
法
門
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
凡
夫
・
衆
生
を
喜
こ
ば

せ
る
の
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、「
今
述
べ
て
き
た
世
尊
・
釈
迦
牟
尼
は
、
限
り
な
い
虚
空
の
世
界
に
遍
満
し
て
、
諸
々
の
仏
国
土
に
お
い
て
受
用
身

仏
の
動
作
を
示
現
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
（
こ
の
文
は
、
大
日
如
来
の
「
三
身
」（
法
身
・
受
用
身
・
変
化
身
）
が
諸
々
の
世
界
に
遍
満

し
て
仏
身
の
動
作
を
示
現
す
る
の
は
、
釈
迦
牟
尼
の
「
三
身
」（
法
身
・
報
身
・
応
身
）
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。（
だ
が
）
釈
迦

牟
尼
の
「
三
身
」
と
大
日
如
来
の
「
三
身
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
で
は
な
い
。
よ
く
よ
く
知
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
）」
と
。  

 

○
『
守
護
経
』『
大
智
度
論
』
引
証
註
解
段 

【
原
文
】 

守
護
國
界
陀
羅
尼
經
云
。
佛
告
祕
密
主
言
。
善
男
子
此
陀
羅
尼
者
。
毘
盧
遮
那
世
尊
色
究
竟
天
爲
天
帝
釋
及
諸
天
衆
已
廣
宣
説
。
我
今
於
此
菩
提

樹
下
金
剛
道
場
爲
諸
國
王
及
與
汝
等
略
説
於
此
陀
羅
尼
門
。 

 

【
書
き
下
し
】 

守
護
國
界
陀
羅
尼
經
に
云
わ
く
、「
佛
、
祕
密
主
に
告
げ
て
言
わ
く
、「
善
男
子
、
此
の
陀
羅
尼
と
は
、
毘
盧
遮
那
世
尊
、
色
究
竟
天
に
於
い
て
、



天
帝
釋
及
び
諸
天
衆
の
爲
に
已
に
廣
く
宣
説
す
。
我
、
今
、
此
の
菩
提
樹
下
の
金
剛
道
場
に
於
い
て
、
諸
々
の
國
王
及
び
汝
等
の
爲
に
、
略
し
て

此
の
陀
羅
尼
門
を
説
く
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
陀
羅
尼
：「
オ
ー
ムO

/

」（
松
長
有
慶
『
訳
注 

弁
顕
密
二
教
論
』）。 

②
色
究
竟
天
：
色
界
の
最
高
天
。「
他
化
自
在
天
」。 

③
菩
提
樹
下
の
金
剛
道
場
：
釈
尊
が
サ
ト
リ
を
開
い
た
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
菩
提
樹
の
下
の
金
剛
座
。 

④
陀
羅
尼
門
：
真
言
密
教
。 

 

【
私
釈
】 

『
守
護
國
界
主
陀
羅
尼
経
』
第
九
に
説
く
に
、「
仏
世
尊
（
釈
迦
牟
尼
）
が
、
秘
密
主
（
金
剛
薩
埵
）
に
告
げ
て
言
う
に
、「
善
男
子
よ
、
こ
の
陀

羅
尼
は
、
世
尊
・
毘
盧
遮
那
如
来
が
色
究
竟
天
に
お
い
て
、
帝
釈
天
や
諸
々
の
天
神
の
た
め
に
今
ま
で
広
く
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
私
（
釈
迦
牟

尼
）
は
今
、
こ
の
菩
提
樹
下
の
金
剛
道
場
に
お
い
て
、
諸
々
の
国
王
や
あ
な
た
方
の
た
め
に
、
要
略
し
て
こ
の
真
言
密
教
（
陀
羅
尼
門
）
を
説
く

の
で
あ
る
」
と
。 

 

【
原
文
】 

智
度
論
第
九
云
。
佛
有
二
種
身
。
一
者
法
性
身
。
二
者
父
母
生
身
。
是
法
性
身
滿
十
方
虚
空
無
量
無
邊
。
色
像
端
政
相
好
莊
嚴
。
無
量
光
明
無
量

音
聲
。
聽
法
衆
亦
滿
虚
空
此
明
衆
亦
是
法
性
身
非
生
死
人
所
見
常
出
種
種
身
種
種
名
號
。
種
種
生
處
種
種 

方
便
度
衆
生
。
常
度
一
切
無
須
臾
息
時
。

如
是
法
性
身
佛
。
能
度
十
方
衆
生
受
諸
罪
報
者
是
生
身
佛
。
生
身
佛
次
第
説
法
如
人
法
。 

 



【
書
き
下
し
】 

智
度
論
の
第
九
に
云
わ
く
、「
佛
に
二
種
の
身
有
り
。
一
は
法
性

ほ
っ
し
ょ
う

身 じ
ん

、
二
者
は
父
母

ぶ

も

生
身

し
ょ
う
じ
ん

な
り
。
是
の
法
性
身
は
十
方
の
虚
空
に
滿
ち
て
無
量

無
邊
な
り
。
色
像
端
政
に
し
て
相
好
莊
嚴
す
。
無
量
の
光
明
、
無
量
の
音
聲
あ
り
。
聽
法
の
衆
も
亦
た
虚
空
に
滿
つ
（
此
れ
、
衆
も
亦
た
是
れ
法

性
身
に
し
て
、
生
死
の
人
の
所
見
に
非
ざ
る
を
明
か
す
）。
常
に
種
種
の
身
・
種
種
の
名
號
を
出
し
、
種
種
の
生
處
に
し
て
種
種
方
便
も
て
衆
生
を

度
す
。
常
に
一
切
を
度
し
て
須
臾
に
息
む
時
無
し
。
是
く
の
如
き
は
法
性
身
の
佛
な
り
。
能
く
十
方
の
衆
生
の
諸
々
の
罪
報
を
受
く
る
を
度
す
は
、

是
れ
生
身
の
佛
な
り
。
生
身
の
佛
は
次
第
に
説
法
す
る
こ
と
人
の
法
の
如
し
」
と
。 

 

【
註
記
】 

①
法
性
身
：
法
身
。 

②
父
母
生
身
：
生
身
。 

③
色
像
端
政
：
姿
・
か
た
ち
が
美
し
く
立
派
。。 

 

【
私
釈
】 

『
大
智
度
論
』
の
第
九
に
説
く
に
、「
仏
身
に
二
種
類
が
あ
り
、
一
つ
は
法
身
、
二
つ
は
父
母
か
ら
生
れ
た
こ
の
身
（
生
身
）
で
あ
る
。
こ
の
法
身

は
十
方
の
虚
空
に
遍
満
し
て
い
て
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
に
際
限
が
な
い
。
そ
の
姿
・
か
た
ち
は
美
し
く
立
派
で
仏
と
し
て
の
容
姿
を
整
え
て
い
る
。

量
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
光
明
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
音
声
を
具
え
て
い
る
。（
然
る
に
）
仏
の
説
法
を
聞
く
聴
衆
も
ま
た
法
界
の
虚
空
に

満
ち
て
い
る
（
こ
れ
は
、
聞
衆
も
ま
た
法
身
で
あ
り
、
生
死
に
輪
廻
す
る
人
間
に
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
仏
身
で
あ
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
）。

常
に
さ
ま
ざ
ま
な
仏
身
や
さ
ま
ざ
ま
な
仏
名
で
出
現
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
凡
夫
・
衆
生
の
生
別
に
応
じ
種
々
の
慈
悲
方
便
に
よ
っ
て
衆
生
を
救
済
し

て
い
る
。
常
に
一
切
の
衆
生
を
救
済
し
て
一
時
も
休
む
こ
と
が
な
い
。
以
上
が
法
身
の
仏
で
あ
る
。
十
方
の
衆
生
が
諸
々
の
罪
報
を
受
け
る
の
を



救
済
す
る
の
が
、
生
身
の
仏
で
あ
る
。
生
身
の
仏
が
、
通
常
の
世
間
的
な
容
姿
や
声
で
説
法
す
る
の
は
、
私
た
ち
人
間
の
会
話
と
同
じ
で
あ
る
」

と
。 

 

【
原
文
】 

又
云
。
法
身
佛
常
放
光
明
常
説
法
。
而
以
罪
故
不
見
不
聞
。
譬
如
日
出
盲
者
不
見
雷
霆
振
地
聾
者
不
聞
。
如
是
法
身
常
放
光
明
常
説
法
。
衆
生
有

無
量
劫
罪
垢
厚
重
不
見
不
聞
。
如
明
鏡
淨
水
照
面
則
見
。
垢
翳
不
淨
則
無
所
見
。
如
是
衆
生
心
清
淨
則
見
佛
。
若
心
不
淨
則
不
見
佛
。
又
云
。
如

説
密
迹
金
剛
經
中
。
佛
有
三
密
。
身
密
語
密
意
密
。
一
切
諸
天
人
皆
不
解
不
知
上
來
經
論
等
文
。
並
是
顯
密
差
別
法
身
説
法
之
證
也
。
披
覽
智
者

詳
而
解
迷 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
云
わ
く
、「
法
身
佛
は
、
常
に
光
明
を
放
ち
常
に
説
法
す
。
而
る
に
、
罪
を
以
っ
て
の
故
に
見
ず
、
聞
か
ざ
る
こ
と
、
譬
え
ば
、
日
の
出
れ
ど

も
盲
者
は
見
ず
、
雷
霆

ら
い
て
い

の
地
を
振
え
ど
も
聾
者
は
聞
か
ざ
る
が
如
し
。
是
く
の
如
く
、
法
身
は
常
に
光
明
を
放
ち
常
に
説
法
す
れ
ど
も
、
衆
生
は

無
量
劫
の
罪
垢
に
厚
重
有
っ
て
見
ず
聞
か
ず
。
明
鏡
淨
水
の
面
を
照
ら
せ
ば
則
ち
見
、
垢 く

翳 え
い

不
淨
な
れ
ば
則
ち
見
る
所
無
き
が
如
し
。
是
く
の
如

く
、
衆
生
の
心
清
淨
な
れ
ば
則
ち
佛
を
見
、
若
し
心
不
淨
な
れ
ば
則
ち
佛
を
見
ず
」
と
。
又
、
云
わ
く
、「
密
迹
金
剛
經
の
中
に
説
く
が
如
し
。「
佛

に
三
密
有
り
。
身
密
・
語
密
・
意
密
な
り
。
一
切
の
諸
々
の
天
人
は
皆
、
解
せ
ず
知
ら
ず
」
と
（
上
來
の
經
論
等
の
文
は
、
並
び
に
是
れ
顯
密
の

差
別
、
法
身
説
法
の
證
な
り
。
披
き
覽
る
智
者
は
詳
か
に
迷
い
を
解
け
）。 

 

【
註
記
】 



①
雷
霆
：
激
し
い
カ
ミ
ナ
リ
。 

②
明
鏡
淨
水
の
面
：
汚
れ
の
な
い
鏡
や
清
ら
か
な
水
の
表
面
。 

③
垢
翳
：
汚
れ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。 

④
密
迹
金
剛
經
：『
密
迹
金
剛
力
士
経
』。
菩
提
流
支
訳
『
大
宝
積
経
』
の
第
三
会
「
密
迹
金
剛
力
士
会
」。 

 

【
私
釈
】 

ま
た
、
説
く
に
、「
法
身
に
仏
は
、
常
に
光
明
を
放
ち
常
に
説
法
し
て
い
る
。
然
る
に
、
凡
夫
・
衆
生
は
我
執
の
罪
に
染
ま
っ
て
る
の
で
、
法
身
の

姿
が
見
え
ず
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
陽
ざ
し
が
あ
っ
て
も
目
が
見
え
な
い
人
に
は
見
え
ず
、
激
し
い
カ
ミ
ナ
リ
が
大
地
を
振
動
さ
せ
て
も
耳
が

不
自
由
な
人
に
は
聞
こ
え
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
身
は
常
に
光
明
を
放
ち
常
に
説
法
す
る
が
、
凡
夫
・
衆
生
は
数
限
り
な
い

長
い
時
間
か
か
っ
て
の
多
く
ま
た
重
い
我
執
の
垢
れ
が
あ
っ
て
、
法
身
の
説
法
を
見
る
こ
と
も
聞
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
汚
れ
の
な
い
鏡
や
清
ら

か
な
水
の
表
面
に
照
ら
せ
ば
見
え
、
汚
れ
に
覆
わ
れ
不
浄
で
あ
れ
ば
見
え
な
い
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
、
凡
夫
・
衆
生
の
心
は
清
ら
か
で
あ
れ
ば

仏
の
説
法
が
見
え
、
心
が
不
浄
で
あ
れ
ば
仏
の
説
法
が
見
え
な
い
」
と
。
ま
た
、
説
く
に
、「『
密
迹
金
剛
力
士
経
』
の
な
か
に
次
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
。「
仏
に
は
「
三
密
」
が
あ
る
。
身
密
と
語
密
と
意
密
で
あ
る
。
天
界
の
あ
ら
ゆ
る
衆
生
は
、
そ
れ
を
理
解
も
で
き
な
い
し
知
り
も
し
な
い
」

と
（
上
述
の
経
論
な
ど
の
引
用
文
は
、
総
じ
て
顕
密
二
教
の
ち
が
い
と
法
身
説
法
を
明
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
論
を
開
い
て
読
む
学
匠
は

は
詳
し
く
読
み
込
ん
で
誤
解
を
解
く
べ
き
で
あ
る
）。 

 

●
顕
密
分
際
段 

【
原
文
】 

問
。
若
如
所
談
者
。
説
法
身
内
證
智
境
名
曰
祕
密
。
自
外
曰
顯
。
何
故
釋
尊
所
説
經
等
有
祕
密
藏
名
乎
。
又
彼
尊
所
説
陀
羅
尼
門
何
藏
攝
歟 

 



【
書
き
下
し
】 

問
う
人
の
言
う
に
、「
若
し
、
談
ず
る
所
の
如
く
な
ら
ば
、
法
身
の
内
證
智
の
境
を
説
く
を
名
づ
け
て
祕
密
と
曰
い
、
自
外
を
顯
と
曰
う
。
何
ん
が

故
に
、
釋
尊
説
く
所
の
經
等
に
祕
密
藏
の
名
有
る
や
。
又
、
彼
の
尊
説
く
所
の
陀
羅
尼
門
を
、
何
の
藏
に
攝
す
る
や
。 

 

【
註
記
】 

①
何
の
藏
：「
経
蔵
」「
律
蔵
」「
論
蔵
」「
雑
蔵
」「
菩
薩
蔵
」
の
「
五
蔵
」
の
う
ち
の
ど
の
蔵
。 

 

【
私
釈
】 

問
う
人
が
言
う
に
、「
も
し
、
あ
な
た
が
述
べ
た
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
法
身
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
智
慧
の
境
地
を
説
く
を
を
密
教
と
言
い
、
そ
れ
以

外
を
顕
教
と
言
う
こ
と
に
な
る
が
、
で
は
ど
う
し
て
、
世
尊
・
釈
迦
牟
尼
（
釈
尊
）
が
（
聞
衆
に
）
説
く
経
典
に
秘
密
蔵
（
密
教
）
の
名
が
出
て

く
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
世
尊
・
釈
迦
牟
尼
が
説
く
密
教
（
陀
羅
尼
門
）
を
「
五
蔵
」
の
ど
れ
に
い
れ
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
。 

 

【
原
文
】 

答
。
顯
密
之
義
重
重
無
數
。
若
以
淺
望
深
深
則
祕
密
淺
略
則
顯
也
。
所
以
外
道
經
書
亦
有
祕
藏
名
。
如
來
所
説
中
顯
密
重
重
。
若
以
佛
説
小
教
望

外
人
説
即
有
深
密
之
名
。
以
大
比
小
亦
有
顯
密
。
一
乘
以
簡
三
立
祕
名
。
總
持
擇
多
名
得
密
號
。 

法
身
説
深
奥
應
化
教
淺
略
。
所
以
名
祕
。
所
謂

祕
密
且
有
二
義
。
一
衆
生
祕
密
。
二
如
來
祕
密
。
衆
生
以
無
明
妄
想
覆
藏
本
性
眞
覺
故
曰
衆
生
自
祕
。
應
化
説
法
逗
機
施
藥
言
不
虚
故
。
所
以
他

受
用
身
祕
内
證
而
不
説
其
境
也
。
則
等
覺
希
夷
十
地
離
絶
。
是
名
如
來
祕
密
。
如
是
祕
密
名
重
重
無
數
。
今
謂
祕
密
者
究
竟
最
極
法
身
自
境
以
爲

密
藏
。 

 

【
書
き
下
し
】 



答
え
て
言
う
に
、「
顯
密
の
義
、
重
重
に
し
て
無
數
な
り
。
若
し
、
淺
を
以
っ
て
深
に
望
め
ば
、
深
は
則
ち
祕
密
、
淺
略
は
則
ち
顯
な
り
。
所
以
に

外
道
の
經
書
に
亦
た
祕
藏
の
名
有
り
。
如
來
の
所
説
の
中
に
も
顯
密
重
重
な
り
。
若
し
、
佛
、
小
教
を
説
く
を
以
っ
て
外
人
の
説
に
望
め
ば
、
即

ち
深
密
の
名
有
り
。
大
を
以
っ
て
小
に
比
す
れ
ば
、
亦
た
顯
密
有
り
。
一
乘
は
三
を
簡
ぶ
を
以
っ
て
祕
の
名
を
立
つ
。
總
持
は
多
名
を
擇
ん
で
、

密
の
號
を
得
。 
法
身
の
説
は
深
奥
に
し
て
應
化
の
教
は
淺
略
な
り
。
所
以
に
祕
と
名
づ
く
。
謂
わ
ゆ
る
祕
密
に
且
た
二
義
有
り
。
一
つ
に
は
衆
生

祕
密
、
二
つ
に
は
如
來
祕
密
な
り
。
衆
生
は
無
明
の
妄
想
を
以
っ
て
本
性
の
眞
覺
を
覆
藏
す
る
が
故
に
、
衆
生
自
祕
と
曰
う
。
應
化
の
説
法
は
機

に
逗
っ
て
藥
を
施
す
。
言
、
虚
し
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
所
以
に
他
受
用
身
は
内
證
を
祕
し
て
其
の
境
を
説
か
ず
。
則
ち
等
覺
も
希
夷

け

い

し
十
地
も
離

絶
す
。
是
れ
如
來
祕
密
と
名
づ
く
。
是
く
の
如
く
、
祕
密
の
名
、
重
重
無
數
な
り
。
今
、
祕
密
と
謂
う
は
、
究
竟
の
最
極
法
身
の
自
境
を
以
っ
て

密
藏
と
爲
す
。 

 

【
註
記
】 

①
小
教
：
小
乗
。 

②
外
人
の
説
：
外
教
・
外
道
。 

③
總
持
：
陀
羅
尼
。
真
言
は
一
字
に
千
理
を
含
む
。 

④
多
名
を
擇
ん
で
：
多
く
の
言
葉
で
法
を
説
く
顕
教
と
比
べ
て
。 

⑤
衆
生
祕
密
：
本
来
具
有
し
て
い
る
サ
ト
リ
を
「
無
明
」
の
迷
妄
で
隠
す
（
秘
す
る
）
こ
と
。 

⑥
如
來
祕
密
：
応
化
身
が
凡
夫
・
衆
生
に
世
間
通
常
の
言
葉
で
説
法
し
、
内
な
る
サ
ト
リ
の
境
地
は
秘
し
、
敢
え
て
説
か
な
い
こ
と
。 

⑦
希
夷
：
奥
深
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。 

⑧
最
極
法
身
の
自
境
：
法
身
自
ら
の
内
な
る
サ
ト
リ
の
境
地
。 

 



【
私
釈
】 

答
え
て
言
う
に
、「
顯
密
の
意
味
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
っ
て
数
え
き
れ
な
い
。
も
し
、
浅
い
理
解
と
深
い
理
解
で
言
う
と
す
れ
ば
、
深
い
理
解
は
密
教
、

浅
い
理
解
は
顯
教
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
外
道
の
経
論
に
も
密
教
的
な
名
字
が
あ
り
、
如
來
の
所
説
の
な
か
に
も
顕
と
密
と
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

も
し
、
仏
が
小
乗
を
説
い
て
外
教
の
説
と
比
べ
れ
ば
、
小
乗
を
深
密
と
言
う
。
大
を
小
と
比
べ
れ
ば
、
ま
た
そ
こ
に
は
顯
と
密
が
あ
る
。
一
乘
は

三
乗
と
比
べ
れ
ば
秘
と
言
い
、
陀
羅
尼
（
総
持
）
は
（
一
字
に
千
理
を
含
み
）、
多
く
の
言
葉
で
法
を
説
く
顕
教
と
比
べ
て
、
密
の
名
称
に
ふ
さ
わ

し
い
。 

法
身
の
説
法
は
奥
深
く
、
応
化
身
の
教
法
は
浅
略
で
あ
る
。
な
の
で
秘
と
言
う
。
さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
秘
密
に
ま
た
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。

一
つ
は
衆
生
秘
密
、
二
つ
は
如
來
秘
密
で
あ
る
。
衆
生
は
、「
無
明
」
の
迷
妄
に
よ
っ
て
本
来
の
サ
ト
リ
を
隠
し
て
し
ま
う
か
ら
、
自
ら
秘
す
る
（
衆

生
自
祕
）
と
言
い
、
応
化
身
の
説
法
は
、
相
手
の
機
根
に
応
じ
て
薬
を
与
え
る
が
如
く
で
、
世
間
の
言
葉
が
有
効
的
で
あ
る
か
ら
、
他
受
用
身
は

内
な
る
サ
ト
リ
を
秘
し
て
、
敢
え
て
そ
の
境
地
を
説
か
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
等
覚
」
の
段
階
で
も
奥
深
く
て
よ
く
わ
か
ら
ず
、「
十
地
」

の
段
階
か
ら
も
遠
く
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
如
來
秘
密
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
秘
密
の
名
字
は
さ
ま
ざ
ま
で
数
限
り
な
い
。
今
、
秘
密
と
言
う

の
は
、
究
極
の
法
身
の
自
ら
の
サ
ト
リ
の
境
地
を
密
蔵
と
い
う
の
で
あ
る
」
と
。 

 

【
原
文
】 

又
應
化
所
説
陀
羅
尼
門
。
雖
是
同
名
祕
藏
。
然
比
法
身
説
權
而
不
實
。
祕
有
權
實
隨
應
攝
而
已 

 

 

【
書
き
下
し
】 

又
、
應
化
の
説
く
所
の
陀
羅
尼
門
は
、
是
れ
同
じ
く
祕
藏
と
名
づ
く
と
雖
も
、
然
も
法
身
の
説
に
比
す
れ
ば
、
權
に
し
て
實
な
ら
ず
。
祕
に
權
實

有
り
。
應
に
隨
っ
て
攝
す
る
の
み
」
と
。 

 

 

【
私
釈
】 



ま
た
、
応
化
身
が
説
く
陀
羅
尼
の
法
門
は
、
こ
れ
を
同
じ
く
秘
藏
と
言
う
が
、
し
か
し
法
身
の
説
法
と
比
べ
れ
ば
、
仮
の
言
説
（
仮
構
）
で
あ
り

如
来
の
真
実
の
言
葉
で
は
な
い
。
秘
に
は
仮
と
真
（
権
と
実
）
が
あ
る
。
文
脈
に
応
じ
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
。 

 

                  



■
あ
と
が
き 

『
二
教
論
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
法
身
説
法
」
で
あ
る
。「
法
身
」
を
は
じ
め
と
す
る
仏
身
観
は
お
お
む
ね
二
種
類
で
、『
二
教
論
』
の
末
尾
で

説
か
れ
た
、
釈
迦
牟
尼
仏
を
「
報
身
」
と
す
る
「
法
身
」「
報
身
」「
応
身
」
の
「
三
身
」
と
、
宗
祖
大
師
が
独
自
に
説
く
「
自
性
身
」「
受
用
身
」

「
変
化
身
」「
等
流
身
」
の
「
四
種
法
身
」
で
あ
る
。 

「
法
身
」
は
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
、『
増
一
阿
含
経
』
な
ど
が
説
く
「
色
身
・
生
身
の
有
限
に
対
す
る
永
遠
不
滅
の
法
身
」、
あ
る
い
は
説
一
切

有
部
が
説
く
「
三
十
七
道
品
・
十
力
・
四
無
所
畏
・
十
八
不
共
法
」、
ま
た
大
乗
で
は
『
法
華
経
』
が
説
く
「
久
遠
実
成
の
釈
迦
牟
尼
仏
」
な
ど
を

経
て
華
厳
の
「
盧
舎
那
仏
」
へ
と
展
開
し
た
「
法
性
身
」「
真
如
身
」
で
あ
る
。
密
教
は
こ
の
「
盧
舎
那
仏
」
を
さ
ら
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
大
日

如
来
と
し
、
こ
れ
に
サ
ト
リ
そ
の
も
の
の
当
体
（
自
性
身
）
と
、
サ
ト
リ
の
智
慧
を
説
く
活
動
体
（
受
用
身
・
変
化
身
）
を
付
与
し
た
が
、
宗
祖

大
師
は
こ
れ
を
脱
構
築
し
て
自
性
身
・
受
用
身
（
自
受
用
・
他
受
用
）・
変
化
身
・
等
流
身
の
四
種
法
身
と
し
た
。 

 

宗
祖
大
師
が
言
う
「
法
身
説
法
」
と
は
、
具
に
は
、
自
性
身
が
自
ら
説
く
「
三
密
」
説
法
、
す
な
わ
ち
「
三
密
」
加
持
、
そ
し
て
自
受
用
身
が

自
受
法
楽
の
た
め
に
自
分
に
説
く
説
法
、
他
受
用
身
が
「
十
地
」
の
菩
薩
の
た
め
に
利
他
方
便
と
し
て
説
く
説
法
、
変
化
身
が
「
十
地
」
以
前
の

菩
薩
や
声
聞
・
縁
覚
・
衆
生
を
姿
を
変
え
て
化
導
・
利
益
す
る
活
動
、
等
流
身
が
、
観
音
菩
薩
の
三
十
三
身
の
よ
う
に
、
外
教
の
神
や
鬼
神
な
ど

と
同
じ
姿
に
な
っ
て
彼
ら
を
化
導
・
利
益
す
る
活
動
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
ま
え
が
き
」
で
も
ふ
れ
た
が
、
説
法
と
い
っ
て
も
世
間
日
常
の
コ
ト
バ

（
仮
構
）
で
は
な
く
、
コ
ト
バ
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
真
実
義
を
そ
の
ま
ま
発
露
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
「
法
身
説
法
」
に
つ
い
て
は
、
私
な
ど
が
駄
弁
を
弄
す
る
よ
り
も
井
筒
俊
彦
に
明
快
な
名
文
が
あ
る
。
そ
れ
を
以
下
に
紹
介
し
て
、
こ
の

稿
の
結
び
と
し
た
い
。 

 

新
し
い
知
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
新
し
い
「
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
」
が
、
全
世
界
的
に
、
切
実
な
要
求
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、
我
々
東
洋
人
も
、 

己
の
思
想
的
過
去
を
現
代
的
思
想
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
現
場
に
引
き
出
し
て
、
そ
こ
に
、
そ
の
未
来
的
可
能
性
を
探
っ
て
み
よ
う
と
す
る
努
力 



を
、
少
な
く
と
も
試
み
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
が
こ
れ
か
ら
語
ろ
う
と
し
て
い
る
真
言
密
教
も
、
そ
の
よ
う
な
知
的
操
作
に
値
す 

る
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
、
重
要
な
東
洋
的
文
化
財
の
一
つ
で
あ
る
。 

（
略
）
こ
の
点
で
先
ず
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
の
思
想
体
系
の
全
体
を
支
配
す
る
根
源
的
に
言
語
哲
学
的
な
性
格
で
あ
る
。 

（
略
）
真
言
密
教
は
、
要
す
る
に
真
言
密
教
で
あ
る
。「
真
言
」（
ま
こ
と
の
コ
ト
バ
）
と
い
う
名
称
の
字
義
ど
お
り
の
意
味
が
、
そ
れ
の
コ
ト

バ
の
哲
学
と
し
て
の
性
格
を
端
的
に
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
は
コ
ト
バ
は
決
し
て
真
言
密
教
の
一
側
面
で
は
な
い
。
コ
ト
バ
が
全
体
の

中
心
軸
で
あ
り
、
根
柢
で
あ
り
、
根
源
で
あ
る
よ
う
な
一
つ
の
特
異
な
東
洋
的
宗
教
哲
学
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（『
意
味
の
深
み
へ
』、
七 

意
味
分
節
理
論
と
空
海
） 

 

真
言
密
教
は
、
千
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
コ
ト
バ
の
「
深
秘
」
に
思
い
を
ひ
そ
め
て
き
た
。
コ
ト
バ
の
深
秘
学
。
こ
の
特
異
な
言
語
哲
学
は
、

第
一
義
的
に
は
、
コ
ト
バ
の
常
識
的
、
表
層
的
構
造
に
関
わ
ら
な
い
。
表
層
的
構
造
の
奥
に
ひ
そ
む
深
層
構
造
と
そ
の
機
能
と
を
第
一
義
的
な

問
題
と
す
る
。
人
間
言
語
の
秘
密
を
そ
の
究
極
の
一
点
ま
で
、
そ
れ
は
追
及
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
我
々
の
日
常
的
生
活
の
レ
ベ
ル
で
、
か
ま

び
す
し
く
響
動
す
る
コ
ト
バ
が
、
そ
の
究
極
の
深
層
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
い
か
な
る
本
性
を
露
呈
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
い
か
な
る
機
能
を
発

揮
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
を
、
こ
の
コ
ト
バ
の
深
秘
学
は
実
体
験
的
に
探
ろ
う
と
す
る
。 

 

「
存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」。
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
コ
ト
バ
で
あ
る
、
つ
ま
り
存
在
は
存
在
性
そ
の
も
の
に
お
い
て
根
源
的

に
コ
ト
バ
的
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
こ
の
命
題
は
意
味
す
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
う
い
う
命
題
の
形
に
還
元
さ
れ
た
真
言
密

教
は
、
も
は
や
密
教
的
で
は
な
い
。
宗
教
的
で
す
ら
な
い
。「
真
言
」
と
い
う
観
念
を
、
一
切
の
密
教
的
、
宗
教
的
色
づ
け
を
離
れ
て
、
純
粋

に
哲
学
的
あ
る
い
は
存
在
論
的
な
一
般
命
題
と
し
て
提
示
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
純
粋
に
哲
学
的
な
思
惟
の
レ
ベ
ル
に
移
置
し
て
お

い
て
、
そ
の
上
で
「
真
言
」（
ま
こ
と
の
言
葉
）
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
考
え
な
お
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 



そ
れ
は
、
真
言
密
教
が
、
本
来
的
、
第
一
義
的
に
問
題
と
す
る
コ
ト
バ
と
い
う
も
の
が
、
我
々
の
普
通
に
理
解
し
て
い
る
言
語
と
は
違
っ
て
、

い
わ
ば
そ
れ
を
一
段
高
い
レ
ベ
ル
に
移
し
た
も
の
、
つ
ま
り
異
次
元
の
言
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
こ
と
の
一
つ
の
証
拠
と
し
て
、
私
は
空
海
の
説
く
「
果
分
可
説
」
の
理
念
を
考
え
る
。「
果
分
可
説
」
と
は
、
空
海
が
『
弁
顕
密
二
教
論
』

の
な
か
で
、
密
教
を
、
す
べ
て
の
顕
教
か
ら
区
別
す
る
決
定
的
な
目
じ
る
し
と
し
て
挙
げ
て
い
る
重
要
な
思
想
で
あ
る
。「
果
分
」
と
は
、
通

俗
的
な
説
明
で
は
、
仏
さ
ま
が
た
の
悟
り
の
内
実
と
い
う
こ
と
。
よ
り
哲
学
的
な
コ
ト
バ
で
言
え
ば
、
意
識
と
存
在
の
究
極
的
絶
対
の
領
域
、

絶
対
超
越
の
次
元
で
あ
る
。
コ
ト
バ
の
表
現
能
力
と
の
関
連
に
お
い
て
、
普
通
、
仏
教
で
は
、
こ
の
次
元
で
の
体
験
的
事
態
を
、「
言
語
道
断
」

と
か
「
言
亡
慮
絶
」
と
か
い
う
。
つ
ま
り
、
コ
ト
バ
の
彼
方
、
コ
ト
バ
を
越
え
た
世
界
、
人
間
の
コ
ト
バ
を
も
っ
て
し
て
は
叙
述
す
る
こ
と
も

表
現
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
形
而
上
的
体
験
の
世
界
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

こ
の
よ
う
な
顕
教
的
言
語
観
に
反
対
し
て
、
空
海
は
「
果
分
可
説
」
を
説
き
、
そ
れ
を
真
言
密
教
の
標
識
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ト
バ
を
絶

対
的
に
超
え
た
（
と
、
顕
教
が
考
え
る
）
事
態
を
、（
密
教
で
は
）
コ
ト
バ
で
語
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
力
を
も
っ
た

コ
ト
バ
が
、
密
教
的
体
験
と
し
て
は
成
立
し
得
る
、
と
い
う
。
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
従
っ
て
、「
果
分
」
と
い
う
絶
対
意
識
・
絶
対
存
在

の
領
域
は
、
本
来
的
に
無
言
、
沈
黙
の
世
界
で
は
な
く
て
、
こ
の
領
域
に
は
こ
の
領
域
な
り
の
、
つ
ま
り
異
次
元
の
、
コ
ト
バ
が
働
い
て
い
る
、

あ
る
い
は
働
き
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

東
洋
だ
け
で
は
な
い
。
西
洋
で
も
、
ネ
オ
・
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
（
新
プ
ラ
ト
ン
学
派
）
以
来
の
、
い
わ
ゆ
る
神
秘
主
義
的
伝
統
で
は
、
コ
ト
バ
を

超
え
た
体
験
と
い
う
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
常
識
と
し
て
語
ら
れ
る
。
た
し
か
に
、
言
語
脱
落
は
冥
想
的
体
験
の
極
限
的
事
態
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
冥
想
意
識
の
極
所
、
一
切
の
コ
ト
バ
は
脱
落
し
、
全
て
は
深
々
た
る
沈
黙
の
底
に
沈
み
こ
む
。
だ
が
、
真
言
密
教
は
、
た
や
す
く
こ

の
よ
う
な
見
方
を
肯
定
し
な
い
。
そ
こ
に
「
果
分
可
説
」
的
立
場
が
あ
る
。
悟
り
の
境
地
は
コ
ト
バ
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
や
ま
ぬ
通
説
に

対
し
て
、
悟
り
の
境
地
を
言
語
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
異
次
元
の
コ
ト
バ
の
働
き
を
、
そ
れ
は
説
く
。 

 



注
意
す
べ
き
は
、
悟
り
の
境
地
を
言
語
化
す
る
と
い
っ
て
も
、
人
間
が
人
為
的
に
言
語
化
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
む
し
ろ
、

悟
り
の
世
界
そ
の
も
の
の
自
己
言
語
化
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
コ
ト
バ
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
、
ま
た
同
時
に

存
在
世
界
現
出
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
コ
ト
バ
と
存
在
と
を
根
源
的
に
同
定
す
る
。
そ

れ
が
真
言
密
教
的
言
語
論
の
根
本
的
な
特
徴
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
立
場
で
は
、
最
初
に
掲
げ
た
「
存
在
は
コ
ト
バ
で
あ
る
」
と
い
う
命
題

が
、
そ
の
ま
ま
何
の
問
題
も
な
く
成
立
す
る
こ
と
は
当
然
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

「
果
分
可
説
」
と
空
海
が
言
う
、
そ
の
「
果
分
」
に
対
す
る
も
の
は
「
因
分
」
で
あ
る
。「
因
分
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
我
々
普
通
の
人
間
の

経
験
的
現
実
の
世
界
。
我
々
が
通
常
「
コ
ト
バ
」
と
か
「
言
語
」
と
か
い
う
語
で
意
味
す
る
も
の
は
、「
因
分
」
の
コ
ト
バ
で
あ
っ
て
、「
果
分
」

の
コ
ト
バ
で
は
な
い
。 

 

（
略
）
し
か
し
、
他
面
、「
果
分
」
と
「
因
分
」
と
が
、
全
く
別
々
に
存
立
し
て
い
て
、
両
者
の
間
に
な
ん
の
つ
な
が
り
も
な
い
、
と
い
う
わ

け
で
も
な
い
。「
果
分
」
の
コ
ト
バ
は
、
た
し
か
に
異
次
元
の
コ
ト
バ
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
普
通
の
人
間
言
語
と
は

似
て
も
似
つ
か
ぬ
記
号
組
織
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
普
通
の
人
間
言
語
が
、
そ
こ
か
ら
自
然
に
展
開
し
て
来
る
よ
う
な
根
源

言
語
と
し
て
、
空
海
は
そ
れ
を
構
想
し
て
い
る
の
だ
。 

「
果
分
」
の
絶
対
超
越
的
領
域
に
成
立
し
、
そ
こ
に
働
く
コ
ト
バ
の
異
次
元
性
を
、
空
海
は
「
法
身
説
法
」
と
い
う
世
に
も
有
名
な
テ
ー
ゼ
に

よ
っ
て
形
象
的
に
提
示
す
る
。「
法
身
説
法
」
―
大
日
如
来
そ
の
も
の
の
語
る
コ
ト
バ
。
人
間
の
語
る
コ
ト
バ
と
根
本
的
に
違
う
も
の
で
あ
ろ

う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、
大
日
如
来
が
普
通
の
人
間
と
は
ま
っ
た
く
次
元
を
異
に
す
る
存
在
で
あ
る
よ
う
に
。 

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
空
海
は
、
法
身
の
語
る
コ
ト
バ
と
人
間
の
語
る
コ
ト
バ
と
の
内
面
的
連
関
性
を
指
摘
す
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。「
コ

ト
バ
の
根
本
は
法
身
を
源
泉
と
す
る
。
こ
の
絶
対
的
原
点
か
ら
流
出
し
、
展
じ
展
じ
て
遂
に
世
流
布
の
コ
ト
バ
（
世
間
一
般
に
流
通
し
て
い
る

普
通
の
人
間
の
コ
ト
バ
）
と
な
る
の
だ
」
と
『
声
字
実
相
義
』
の
一
節
で
彼
は
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
我
々
が
常
識
的
に
コ
ト
バ
と
呼
び
、

コ
ト
バ
と
し
て
日
々
使
っ
て
い
る
も
の
も
、
根
源
ま
で
遡
っ
て
み
れ
ば
、
大
日
如
来
の
真
言
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
真
言
の
世
俗
的
展
開
形
態



に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
だ
。 

（『
意
味
の
深
み
へ
』、
七 

意
味
分
節
理
論
と
空
海
） 

 

「
ア
」
は
「
本
不
生
」
の
最
初
の
声
、
す
な
わ
ち
絶
対
無
分
節
者
が
分
節
に
向
っ
て
動
き
出
す
第
一
歩
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
さ
っ
き
説
明
し
た

よ
う
に
、
意
識
そ
の
も
の
の
生
起
の
兆
し
で
あ
る
と
と
も
に
、
存
在
論
的
に
は
、
万
物
の
始
源
で
あ
り
、
帰
趨
で
も
あ
る
。
絶
対
無
分
節
者
は
、

こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
言
語
的
自
己
顕
現
の
始
点
に
お
い
て
、
大
日
如
来
と
し
て
形
象
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
ア
」
音
は
大
日
如
来
の
口

か
ら
出
る
最
初
の
声
。
そ
し
て
こ
の
最
初
の
声
と
と
も
に
、
意
識
が
生
ま
れ
、
全
存
在
世
界
が
現
出
し
始
め
る
の
だ
。 

「
ア
」（a

-

）
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
否
定
を
表
わ
す
接
頭
辞
で
あ
る
。「
非×

」、「
不×

」、「
無×

」、
ど
ん
な
も
の
を
も
っ
て
き
て
も
、

「
あ
ら
ず
、
あ
ら
ず
」
と
そ
れ
は
言
う
。
経
験
的
事
物
、
事
象
の
一
切
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
否
定
す
る
「
ア
」
は
、
た
し
か
に
無
的
、
無
化

的
性
格
を
も
つ
。
経
験
的
事
物
、
事
象
の
虚
妄
的
実
在
性
を
否
定
す
る
の
だ
。
絶
対
無
分
節
者
の
無
的
側
面
を
表
示
す
る
、
と
言
っ
て
も
い
い
。 

だ
が
、「
ア
」
音
の
機
能
は
、
存
在
否
定
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。 

 

空
海
に
と
っ
て
、「
ア
」
音
は
一
切
の
音
の
始
源
、
従
っ
て
意
識
・
存
在
の
始
源
で
あ
る
。
梵
字
（
デ
ー
ヴ
ァ
・
ナ
ー
ガ
リ
ー
）
の
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
表
で
、「
ア
」
の
文
字
が
一
番
最
初
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
そ
れ
を
暗
示
す
る
。
そ
し
て
ま
た
「
ア
」
は
、
一
切
の
音
の
根
源
で
あ

る
と
い
う
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
切
の
語
に
（
す
な
わ
ち
、
一
切
の
存
在
者
に
）
内
在
す
る
。 

す
べ
て
の
子
音
文
字
が
、
梵
字
の
書
写
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、「
ア
」
音
を
含
ん
だ
形
（
例
え
ば
、K

がK
a

と
い
う
形
）
で
常
に
表
記
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
が
、「
ア
」
の
こ
の
普
遍
的
内
在
性
の
標
微
で
あ
る
。 

 

「
凡
そ
最
初
口
を
開
く
音
に
、
み
な
阿
の
声
あ
り
。
も
し
阿
の
音
を
離
る
れ
ば
、
す
な
わ
ち
一
切
の
言
説
な
し
。
故
に
衆
声
の
母
と
な
す
。（
し

か
る
に
）
凡
そ
三
界
の
語
音
は
、
み
な
名
に
依
り
、
名
は
字
に
依
る
。
故
に
悉
曇
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
字
シ
ス
テ
ム
）
の
阿
字
を
衆
字
の
母



と
な
す
。
ま
さ
に
知
る
べ
し
、
阿
字
門
真
実
の
義
も
、
亦
是
の
如
く
、
一
切
の
法
義
の
中
に
遍
ぜ
り
」
と
い
う
『
大
日
経
疏
』
の
一
文
は
、
今

こ
こ
に
述
べ
た
「
ア
」
音
観
を
説
い
て
明
快
。
こ
の
思
想
を
同
じ
『
大
日
経
疏
』
は
、
も
っ
と
簡
単
明
瞭
に
、「
一
切
の
語
音
を
聞
く
時
、
す

な
わ
ち
是
れ
、
阿
の
声
を
聞
く
が
如
く
、
一
切
の
法
（
一
切
の
存
在
者
）
の
生
（
生
起
）
見
る
時
、
す
な
わ
ち
是
れ
、
本
不
生
際
を
見
る
」
と

も
表
現
す
る
。 

 

五
大
に
皆
響
き
有
り 

十
界
に
言
語
を
具
す 

六
塵
悉
く
文
字
な
り 

法
身
は
是
れ
実
相
な
り 

「
五
大
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
）、
み
な
響
き
あ
り
。
十
界
、
言
語
を
具
す
。
六
塵
（
色
・
声
・
香
・
味
・
触
・
法
）
は
こ
と
ご
と
く
文
字
。

法
身
は
是
れ
実
相
」（『
声
字
実
相
義
』）
と
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
こ
と
。
同
じ
く
『
声
字
実
相
義
』
の
「
名
の
根
本
は
法
身
を
根
源
と
な
す
。

彼
よ
り
流
出
し
て
、
し
ば
ら
く
転
じ
て
世
流
布
の
言
と
な
る
の
み
」
と
い
う
一
文
は
、
空
海
の
こ
の
言
語
的
世
界
現
出
思
想
を
要
約
す
る
。 

こ
う
し
て
大
日
如
来
の
コ
ト
バ
と
し
て
展
開
す
る
存
在
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
、
そ
の
絶
対
的
究
極
の
一
点
に
お
い
て
、「
空
」
で
あ
り
、
こ
の
意

味
で
空
海
の
哲
学
的
立
場
は
明
ら
か
に
龍
樹
以
来
の
大
乗
仏
教
に
属
し
は
す
る
け
れ
ど
、「
空
」
を
否
定
的
に
捉
え
、
そ
の
無
的
側
面
を
強
調

す
る
諸
派
に
対
し
て
、
彼
は
「
空
」
を
肯
定
的
に
捉
え
、
そ
の
有
的
側
面
を
強
調
す
る
。 

（
略
）
だ
か
ら
、
彼
の
見
る
「
空
」、
す
な
わ
ち
「
法
身
」
は
「
有
」
の
充
実
の
極
。
内
に
充
実
し
き
っ
た
「
有
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
必
然
的

に
外
に
向
っ
て
発
出
し
よ
う
と
す
る
。
発
出
し
て
、
い
ま
や
一
切
万
有
に
な
ろ
う
と
す
る
。
こ
の
全
存
在
生
起
の
始
点
に
お
い
て
、「
法
身
」

は
、
空
海
に
と
っ
て
根
源
的
コ
ト
バ
で
あ
る
。 

根
源
的
コ
ト
バ
、
ま
だ
ま
っ
た
く
分
節
さ
れ
て
い
な
い
、
絶
対
無
分
節
の
コ
ト
バ
。「
法
身
」
が
一
切
万
有
を
内
蔵
す
る
「
有
」
の
極
限
的
充

実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
意
味
の
意
味
、
全
存
在
の
「
深
秘
の
意
味
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま

り
最
も
根
源
的
な
コ
ト
バ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

（『
意
識
と
本
質
』） 

 



 
こ
の
『
二
教
論
』
に
は
、
伝
統
教
学
で
問
題
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
松
長
有
慶
博
士
の
「
用
語
釈
」
に

今
回
も
助
け
ら
れ
た
が
、
こ
の
稿
は
伝
統
教
学
に
属
す
る
研
究
書
で
は
な
い
の
で
深
追
い
は
し
て
い
な
い
。 

  

以
上
、『
二
教
論
』
の
読
了
を
以
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
十
巻
章
」
の
う
ち
、
宗
祖
大
師
の
著
に
な
る
『
即
身
成
仏
義
』（
一
巻
）・『
声
字
実
相
義
』

（
一
巻
）・『
吽
字
義
』（
一
巻
）・『
般
若
心
経
秘
鍵
』（
一
巻
）・『
弁
顕
密
二
教
論
』（
二
巻
）・『
秘
蔵
宝
鑰
』（
三
巻
）
の
、
六
部
・
九
巻
を
読
み

終
え
た
。
空
海
密
教
の
主
要
な
原
典
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
で
、
宗
祖
大
師
の
密
教
思
想
の
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
思
い
が
す
る
。
こ
の
年
齢
で
、

今
さ
ら
お
そ
い
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
原
典
を
読
み
宗
祖
大
師
の
「
知
」
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
た
。 

  

令
和
七
年 

皐
月 

 

草
学
道
人 

長 

澤 

弘 

隆 


